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令和６年朝日村告示第７１号 

 

 令和６年朝日村議会１２月定例会を次のとおり招集する。 

 

  令和６年１１月２６日 

 

朝日村長  小 林 弘 幸 

 

 １ 期  日  令和６年１２月３日 

 

 ２ 場  所  朝日村役場 
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○応招・不応招議員 

 

応招議員（１０名） 

    １番  齊 藤 正 法 君       ２番  中 村 文 映 君 

    ３番  羽多野 美 映 君       ５番  豊 田 惠美子 君 

    ６番  清 澤 あゆみ 君       ７番  古 池 美佐江 君 

    ８番  小 林 弘 之 君       ９番  清 沢 正 毅 君 

   １０番  清 沢 敬 子 君      １１番  北 村 直 樹 君 

 

不応招議員（なし） 
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令和６年朝日村議会１２月定例会 第１日 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

令和６年１２月３日（火）午前９時開会 

    開  会 

    議事日程の報告 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ （１）会期の決定 

    （２）審議日程表 

第 ３ 諸般の報告 

第 ４ 請願・陳情の報告 

 （付議事件） 

第 ５ 承認第 ８号 専決処分の承認を求めることについて 

           （令和６年度朝日村一般会計補正予算（第５号）について） 

第 ６ 議案第５８号 朝日村かたくりの里の設置及び管理に関する条例の全部を改正する条 

           例について 

第 ７ 議案第５９号 朝日村地域包括支援センターの包括的支援事業の人員等に関する基準 

           を定める条例の一部を改正する条例について 

第 ８ 議案第６０号 損害賠償の額を定めることについて 

第 ９ 議案第６１号 工事請負契約の締結について 

第１０ 議案第６２号 工事請負変更契約の締結について 

第１１ 議案第６３号 令和６年度朝日村一般会計補正予算（第６号）について 

第１２ 議案第６４号 令和６年度朝日村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 

第１３ 議案第６５号 令和６年度朝日村介護保険特別会計補正予算（第３号）について 

第１４ 議案第６６号 令和６年度あさひプライムスキー場事業特別会計補正予算（第１号） 

           について 

第１５ 議案第６７号 令和６年度朝日村簡易水道事業会計補正予算（第２号）について 

第１６ 議案第６８号 令和６年度朝日村下水道事業会計補正予算（第１号）について 

第１７ 承認第８号並びに議案第５８号から議案第６８号までの議案提案説明 
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第１８ 議案第６１号の議案内容説明 

第１９ 議案第６１号の質疑、討論、採決 

第２０ 承認第８号並びに議案第５８号から議案第６０号まで及び議案第６２号から議案第 

    ６８号までの議案内容説明 

───────────────────────────────────────────────── 

出席議員（１０名） 

     １番  齊 藤 正 法 君      ２番  中 村 文 映 君 

     ３番  羽多野 美 映 君      ５番  豊 田 惠美子 君 

     ６番  清 澤 あゆみ 君      ７番  古 池 美佐江 君 

     ８番  小 林 弘 之 君      ９番  清 沢 正 毅 君 

    １０番  清 沢 敬 子 君     １１番  北 村 直 樹 君 

欠席議員（なし） 

───────────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

村 長 小 林 弘 幸 君 副 村 長 越 川   豪 君 

教 育 長 百 瀬 司 郎 君 
会計管理者兼 
総 務 課 長 

上 條 晴 彦 君 

企画財政課長 清 沢 光 寿 君 住民福祉課長 上 條 裕 子 君 

建設環境課長 小 林 秀 樹 君 産業振興課長 大 池   守 君 

教 育 次 長 上 條 靖 尚 君 保 育 園 長 上 條 浩 充 君 

───────────────────────────────────────────────── 

事務局職員出席者 

議会事務局長 山 本 珠 明 君 書 記 北 林   薫 君 
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開会 午前 ９時００分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○議長（北村直樹君） 皆さん、おはようございます。 

  ただいまから令和６年朝日村議会12月定例会を開会いたします。 

  ただいまの出席議員数は10名で、定足数に達しております。 

  これから本日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（北村直樹君） 本日の議事日程は、お手元に配付したとおりでございます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（北村直樹君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、会議規則第125条の規定により 

    ６番  清 澤 あゆみ 議員 

    ７番  古 池 美佐江 議員 

 を指名いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会期の決定 

○議長（北村直樹君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

  お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から12月13日までの11日間としたいと思いま

すが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） ご異議なしと認めます。 
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  よって、会期は本日から12月13日までの11日間と決定いたしました。 

  次に、審議日程は別紙のとおり行いたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） ご異議なしと認めます。 

  よって、審議日程は別紙のとおり決定をいたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎諸般の報告 

○議長（北村直樹君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

  本定例会の説明員は、村長、副村長、教育長、各課長であります。 

  入札結果調書、定期監査結果、例月出納検査結果及び監査実施結果が、別紙のとおり報告

をされております。 

  また、報道関係者から取材の申出がありましたので、これを許可いたしました。 

  これで諸般の報告を終わります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎請願・陳情の報告 

○議長（北村直樹君） 日程第４、本日までに受理した請願・陳情は、お手元に配付いたしま

した請願・陳情文書表のとおり所管の常任委員会に付託いたしましたので、ご報告いたしま

す。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎承認第８号並びに議案第５８号から議案第６８号までの上程 

○議長（北村直樹君） この際、日程第５、承認第８号並びに日程第６、議案第58号から日程

第16、議案第68号までの議案を一括上程いたします。 

  提出されました議案は、お手元に配付のとおりであります。 

 



－7－ 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案提案説明 

○議長（北村直樹君） 日程第17、ただいま提出されました議案の提案理由の説明を求めます。 

  小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） おはようございます。 

  本日ここに、令和６年朝日村議会12月定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様方に

はご出席を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

  また、議員、村民の皆様方には、明るく活力あるむらづくりにいつもご協力をいただき、

感謝を申し上げます。 

  提案説明に先立ちまして、12月定例会でありますので、今年の特徴ある政策等を振り返っ

てみたいと思います。 

  初めに、さきに行われました衆議院議員選挙の結果、自公による連立政権は過半数割れと

なり、少数与党政権が発足し、野党の掲げる政策と協調する場面が多くなると予想されます

が、スムーズな国政運営を願うものです。 

  話題となっております103万円の壁ですが、朝日村における税収の落ち込みは概算8,600万

円と見積もっております。 

  元旦に発生しました能登半島地震への支援活動として、輪島市に２名、羽咋市に２名の職

員を派遣し、避難所運営支援を行いました。 

  村民の皆さんとの対話を増やすため、融和集会を18回重ねてまいりました。多くのご意見

をいただき、村政に役立たせていただきましたが、その一つに、移動販売車を来るようにし

てほしいとの意見がありました。オレンジカフェの参加者からも、移動販売があるといいね

という声がきっかけとなり、オレンジランチの開催日に試験的に移動販売を企画し、好評を

得たことから、事業者による週１回、村内を移動販売車が回ることが実現できました。 

  これは、高齢者の見守りや防犯にも役立つということで、多くの皆さんの利用を期待しま

す。 

  今年の農業について触れますと、春先の度重なる上雪、夏の猛暑、８月中旬の記録的大雨、

11月に同時に４個の台風が発生するなど、温暖化による異常気象の影響は農業にとって過酷

な１年でした。 
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  先月末に開催されたＪＡ朝日支所の野菜生産販売実績検討会の報告では、生産数量は前年

比96％、販売金額は前年比104％で、25億円の計画に対し、26億円の売上げでした。厳しい

自然環境を乗り越え、農家の皆さんの頑張りに敬意を表したいと思います。 

  しかし、資材や肥料の高騰で、農家の収益は厳しい状況が続いています。支援策として、

土づくりのための堆肥への補助や野菜価格安定基金の増額も継続をしてまいります。 

  ゼロカーボンに関しては、今年１月に、地域脱炭素実現に向けた再生可能エネルギーの公

共施設への最大限導入のための計画を策定し、６月定例会において、国の提唱するゼロカー

ボンシティへの参加を宣言しました。 

  その後、環境省の地域レジリエンス・脱炭素化を同時実現する公共施設への自立・分散型

エネルギー設備等導入推進事業の採択を得て、役場庁舎に現在ある50キロワットの太陽光発

電設備に加え、新たに138キロワットの太陽光発電設備と290キロワットの蓄電池を整備する

工事を進め、間もなく完成をします。 

  また、小水力発電の事業化におきましては、温暖化をストップさせるＣＯ２削減の最有力

手段でもありますので、反対されている漁協や関係者に自然環境への影響は極力少ないこと

を繰り返し説明し、今後も協議の場を設け、理解を得る活動を継続してまいります。 

  朝日小学校は開校150周年を迎え、先月、記念式典が小学生と関係者で執り行われました。

朝日小学校は、明治７年、山本村欽明学校として発足し、明治22年、朝日村発足とともに朝

日尋常小学校となり、幾多の厳しい時代を乗り越え、150年にわたり地域の子供たちに学び

の場を提供し、約9,000人の卒業生を送り出してまいりました。 

  朝日村の医療体制を絶やさないため、公設民営方式による診療所を設置する準備を進めて

まいりました。建設場所や勤務される医師も決定し、あさっての５日には公募による診療所

の名称が決定する予定で、令和８年の完成を目指します。 

  高齢者福祉の充実として、補聴器補助や村内公衆浴場の入浴券の交付事業がスタートし、

好評を得ています。 

  子育て支援として、保育料の無償化を２歳児まで拡大を図りました。 

  人口減少対策として、村営の新婚・子育て世帯を支援する集合賃貸住宅を令和８年度の完

成を目指し、準備を進めてまいりました。今後も、地域の皆さんのご理解、ご協力をお願い

いたします。 

  そのほか、土地開発公社では、中組に18戸の団地の開発に着手し、令和８年度の販売を目

指しております。 



－9－ 

  鎖川右岸の防災拠点となる西洗馬防災センターが４月に竣工し、西洗馬区を指定管理者と

して活用が始まりました。 

  大尾沢浄水場の更新事業ですが、砂ろ過方式から膜ろ過の新方式に設備を切り替え、安

心・安全な水道水を全村に８月より供給を始めました。残る工事は、配水池の更新等があり、

完全な竣工は令和７年度でございます。 

  長野県食肉公社の移転先として、西洗馬原新田下原が最有力候補地となり、事業の概要に

ついて、地権者説明会や近隣住民、全村民に向けた説明会を行いました。村といたしまして

は、ごみ焼却場の早期課題解決と優良企業誘致の両面から誘致を進める方針で、事業計画に

進展がある都度、説明会を重ねてまいります。 

  老朽化を迎える中央公民館と周辺施設の今後の在り方を検討する委員会を立ち上げ、高校

生など若者の意見を聞くワークショップも開催をいたしました。 

  そのほか、９月定例会以降の各課トピックスに触れます。 

  初めに、総務課関係でございます。 

  さきに触れました地域レジリエンス自立分散型エネルギー設備導入事業ですが、役場屋根

に次ぐ第２弾として、朝日小学校、公民館周辺への導入を計画し、事業計画策定に国庫補助

も50％つき、計画を進めます。 

  防災行政無線更新事業ですが、来年１月完成の計画で、親局の設備更新、キャンプ場等屋

外子局２基増設、スマホへの送信等、情報伝達手段の多重化を図ります。 

  闇バイトによる押し込み強盗や特殊詐欺による被害は拡大しており、朝日村においても被

害防止に最大限の注意が必要です。防犯カメラの設置が村内８か所に今月中にできますので、

犯罪防止につながることと思います。 

  次に、企画課関係でございます。 

  国の進めるＤＸとして、基幹業務システムの全国統一標準化があり、令和７年度末までに

標準準拠システムへの移行が求められています。朝日村では、来年１月末より17業務が新シ

ステムに移行し、行政の効率化を進めます。新システムへの改修費用は国が負担しますが、

新システムで増えた運用コストは村の負担となり、全体コストの増加が課題となります。 

  村の進めるＤＸとして、役場窓口での税や証明書発行手数料など、キャッシュレス決済が

可能となりました。 

  次に、住民福祉課関係でございます。 

  新型コロナワクチン接種ですが、今年度より医療機関で行われ、65歳以上の方は接種費用
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の一部負担、1,800円で接種が受けられます。 

  長野県がインフルエンザの流行期に入ったと発表がありました。来年の１月までの間のワ

クチン接種は、子供・妊婦・65歳以上の方は費用の助成があります。 

  次に、建設環境課関係でございます。 

  役場から上古見区間のバイパス工事が今月から着手となります。事業がスムーズに進むよ

う、引き続き早期完成に向け、県と協議をしてまいります。 

  平成30年から７年間にわたり進めてまいりました６工区の圃場整備が、先月末に本郷工区

が完成し、全ての工区の本工事が完工となりました。これにより、活力ある農業農村づくり

の実現に資するものがあると感じております。 

  今年度から始めた大型プラスチック資源回収ですが、3.5トンが回収され、ごみの減量と

ＣＯ２削減につながりました。 

  次に、産業振興課関係でございます。 

  明日の農業を支える地域計画策定に向けた地域懇談会が終了し、今年度末の公表に向け、

取りまとめに入りました。 

  松くい虫の関係ですが、ドローンによる調査の結果、西洗馬地区に被害が拡大しているこ

とが分かりました。松くい虫防除対策協議会では、西洗馬地区も樹種転換で防除対策を進め

ることとし、方針転換をいたしました。 

  あさひプライムスキー場は、12月１日に安全祈願を執り行い、21日オープンに向け準備中

です。また、30年間無事故とのことで、北陸信越運輸局より、索道運転無事故事業者表彰を

受賞いたしました。 

  次に、教育委員会関係でございます。 

  小学校の長寿命化工事は、昨年度、普通教室棟、今年度は管理・特別教室棟を行っており、

来年２月には竣工となります。 

  教育大綱とこども計画の後期計画の策定を行っており、今後、パブリックコメントを予定

しています。 

  保育園は、建設から10年を迎え、長寿命化工事として、屋根と壁面木部の塗装を実施中で

す。 

  公民館事業は、体育祭や文化祭など秋の行事が開催されました。体育祭スポーツフェステ

ィバルは３年目を迎え、延べ840人が会場を訪れました。村民ゴルフ大会も26回を数え、53

名の参加がありました。今年の文化祭は、ＪＡ朝日支所と同会場で開催となり、約1,000人
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の来場となり、にぎやかな開催となりました。 

  村の文化財に関してですが、光輪寺から薬師堂仁王門の村宝指定要請があり、調査に入り

ました。今後、村内の文化財の保存が課題として浮かび上がっております。 

  それでは、ただいま上程されました議案につきましてご説明申し上げます。 

  本日提案いたしました議案は、専決１件、条例２件、損害賠償１件、契約２件、予算６件

の計12件でございます。 

  初めに、承認第８号 専決処分の承認を求めることについては、令和６年度朝日村一般会

計補正予算（第５号）に、歳入歳出予算にそれぞれ470万円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ40億8,830万円とするものでございます。 

  10月27日執行の衆議院議員総選挙に関する経費及び小学校給食室機器故障による修繕を行

うもので、歳入では国庫支出金380万円、歳出では衆議院議員総選挙費用380万円、学校給食

費90万円が主な内容でございます。 

  次に、議案第58号 朝日村かたくりの里の設置及び管理に関する条例の全部を改正する条

例につきましては、かたくりの里の施設に高齢者等交流センターを追加し、それに伴う使用

料の追加等により、条例を全部改正するものでございます。 

  次に、議案第59号 朝日村地域包括支援センターの包括的支援事業の人員等に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例につきましては、介護保険法施行規則の改正により、所

要の改正をするものでございます。 

  次に、議案第60号 損害賠償の額を定めることにつきましては、国の標準化に伴う基幹シ

ステムの移行に伴い、現在、賃貸借契約をしているサーバー等が不要となるため、契約解除

に伴う損害賠償の額を定めることについて、議会の承認をお願いするものでございます。 

  次に、議案第61号 工事請負契約の締結につきましては、朝日村簡易水道事業、針尾第二

水源導水管布設工事の実施に当たり、株式会社岡谷組中信支店と仮契約が締結されましたの

で、地方自治法及び条例の規定により、議会の承認をお願いするものでございます。 

  次に、議案第62号 工事請負変更契約の締結につきましては、本年６月14日に松本土建株

式会社と契約を締結しました令和６年度朝日小学校長寿命化事業、管理・特別教室棟改修工

事の実施に当たり、現地精査の結果、追加工事が必要となり、契約金額を増額するため、地

方自治法及び条例の規定により、議会の承認をお願いするものでございます。 

  次に、議案第63号から第68号までは補正予算でございます。 

  初めに、議案第63号 令和６年度朝日村一般会計補正予算（第６号）につきましては、歳
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入歳出予算にそれぞれ１億4,790万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ42

億3,620万円とするものでございます。 

  歳入の主なものは、村税2,562万円、地方交付税3,891万円、繰越金8,263万円、村債3,000

万円を増額し、繰入金3,000万円を減額するものでございます。 

  歳出の主なものは、財政調整基金積立金１億2,196万円、介護保険特別会計繰出金836万円、

福祉医療給付費268万円、道路改良事業残置物撤去委託料200万円でございます。 

  次に、議案第64号 令和６年度朝日村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）につきま

しては、歳入歳出予算にそれぞれ8,150万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ５億8,880万円とするものでございます。 

  主なものは、一般被保険者療養給付費6,388万円でございます。 

  次に、議案第65号 令和６年度朝日村介護保険特別会計補正予算（第３号）につきまして

は、歳入歳出予算にそれぞれ１億2,650万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ６億6,280万円とするものでございます。 

  主なものは、居宅介護サービス給付費2,258万円、介護保険支払準備基金積立金2,702万円

でございます。 

  次に、議案第66号 令和６年度あさひプライムスキー場事業特別会計補正予算（第１号）

につきましては、歳入歳出予算にそれぞれ50万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ920万円とするものでございます。 

  主なものは、リフト管理棟補修工事費50万円でございます。 

  次に、議案第67号 令和６年度朝日村簡易水道事業会計補正予算（第２号）につきまして

は、収益的支出に50万円を追加し、総額を１億1,970万円とするものでございます。 

  主な内容は、水道施設監視装置通信機器修繕費50万円でございます。 

  次に、議案第68号 令和６年度朝日村下水道事業会計補正予算（第１号）につきましては、

収益的収入に330万円を追加し、総額を３億6,488万円、収益的支出に47万円を追加し、総額

を２億5,254万円、資本的収入から1,570万円を減額し、総額を2,815万円、資本的支出から

1,240万円を減額し、総額を２億680万円とするものでございます。 

  主な内容は、起債対象外経費の財源組替330万円、下水道ストックマネジメント支援事業

費確定による減額補正1,127万円でございます。 

  以上、本日提案いたしました議案等について説明を申し上げましたが、担当課長及び担当

者から補足説明をいたしますので、ご審議を賜りますようお願いを申し上げます。 
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  以上でございます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案内容説明 

○議長（北村直樹君） 日程第18、議案第61号の議案内容説明を求めます。 

  お諮りいたします。 

  議案内容説明は、全員協議会において行いたいと思いますが、これにご異議ございません

か。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） ご異議なしと認めます。 

  したがって、議案内容説明は全員協議会で行いますので、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前 ９時２７分 

〔全 員 協 議 会〕 

再開 午前 ９時３０分 

 

○議長（北村直樹君） これより本会議を再開いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６１号の質疑、討論、採決 

○議長（北村直樹君） 日程第19、議案第61号の質疑、討論、採決を行います。 

  議案第61号についてを議題といたします。 

  本案について、質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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  これから議案第61号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第61号は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案内容説明 

○議長（北村直樹君） 日程第20、承認第８号並びに議案第58号から議案第60号まで及び議案

第62号から議案第68号までの議案内容説明を求めます。 

  お諮りいたします。 

  議案内容説明は、全員協議会において行いたいと思いますが、これにご異議ございません

か。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） ご異議なしと認めます。 

  したがって、議案内容説明は全員協議会で行いますので、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前 ９時３１分 

〔全 員 協 議 会〕 

再開 午前１１時５０分 

 

○議長（北村直樹君） それでは、これより本会議を再開いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（北村直樹君） 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  皆様、大変ご苦労さまでした。 
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散会 午前１１時５１分 
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地方自治法第１２３条の規定により署名する。 

 

  令和  年  月  日 

 

 

         議     長               

 

 

         署 名 議 員               

 

 

         署 名 議 員               
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令和６年朝日村議会１２月定例会 第２日 

 

議 事 日 程（第２号） 

 

令和６年１２月１０日（火）午前９時開議 

    開  議 

    議事日程の報告 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 諸般の報告 

第 ３ 一般質問 

───────────────────────────────────────────────── 

出席議員（１０名） 

     １番  齊 藤 正 法 君      ２番  中 村 文 映 君 

     ３番  羽多野 美 映 君      ５番  豊 田 惠美子 君 

     ６番  清 澤 あゆみ 君      ７番  古 池 美佐江 君 

     ８番  小 林 弘 之 君      ９番  清 沢 正 毅 君 

    １０番  清 沢 敬 子 君     １１番  北 村 直 樹 君 

欠席議員（なし） 

───────────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

村 長 小 林 弘 幸 君 副 村 長 越 川   豪 君 

教 育 長 百 瀬 司 郎 君 会計管理者兼 
総 務 課 長 

上 條 晴 彦 君 

企画財政課長 清 沢 光 寿 君 住民福祉課長 上 條 裕 子 君 

建設環境課長 小 林 秀 樹 君 産業振興課長 大 池   守 君 

教 育 次 長 上 條 靖 尚 君 保 育 園 長 上 條 浩 充 君 

───────────────────────────────────────────────── 

事務局職員出席者 

議会事務局長 山 本 珠 明 君 書 記 北 林   薫 君 
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開議 午前 ９時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（北村直樹君） 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員数は10名で定足数に達しております。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（北村直樹君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（北村直樹君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、会議規則第125条の規定により 

    ８番  小 林 弘 之 議員 

    ９番  清 沢 正 毅 議員 

 を指名いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎諸般の報告 

○議長（北村直樹君） 日程第２、諸般の報告を行います。 

  本日の説明員は、村長、副村長、教育長、各課長です。 

  報道関係者から取材の申出がありましたので、これを許可いたしました。 

  これで諸般の報告を終わります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 



－21－ 

 

◎一般質問 

○議長（北村直樹君） 日程第３、これから一般質問を行います。 

  質問は申合せの順に行います。質問席にて、議員番号、氏名を告げてから発言をしてくだ

さい。 

  なお、議員１人の持ち時間が、答弁を含めて50分と決められております。簡潔にお願いを

いたします。また、持ち時間の終了５分前になりましたら、事務局からリンでお知らせをい

たしますので、お含みおきをお願いいたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 小 林 弘 之 君 

○議長（北村直樹君） 最初に、８番、小林弘之議員。 

  小林弘之議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） ８番、小林弘之でございます。 

  私、一般質問初めてのトップバッターですので多少緊張しておりますが、よろしくお願い

します。 

  それでは、質問いたします。 

  １、食肉処理施設移転新設計画について。 

  先月11月17日に、村・全農長野・県農政部・県食肉公社が、県食肉公社進出計画に関わる

住民説明会を行いました。 

  そもそも松塩地区広域施設組合、松本クリーンセンターの焼却炉が老朽化し、新施設を更

新する時期となり、松本市が貸し付けている食肉公社土地を返還してもらい、跡地にクリー

ンセンター焼却施設を建設したい。そのため、何か所かの食肉処理施設移転候補地の有力候

補に朝日村が上がったわけですが、そこで、村長は立地条件がそろえば誘致していきたいと

しています。 

  そこで、幾つか質問させていただきます。 

  （１）今年７月頃から、この食肉処理施設移転新設の話が上がり、県・全農長野・食肉公

社から地権者説明会や近隣住民説明会が非公開で行われてきたと思います。先月11月17日に、
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全村民向けに説明会が行われました。しかし、今回の説明会も非公開で開催されました。な

ぜ非公開だったのか、その理由をお聞かせください。 

  （２）この食肉処理施設移転新設の話は、県・全農・県食肉公社から正式に受けてはいな

いが、村民の中には、朝日村産の野菜等のイメージが悪くなるとか、迷惑施設をなぜ引き受

けるのかと言われています。ですが、小林村長は前向きに誘致していくと言っていますが、

朝日村にとって、村民にとってどのようなメリットがありますか。 

  また、地権者、地域住民を対象とした説明会の中でも様々な課題、問題等の意見が出てい

るかと思いますが、新しい施設においてどのような改善がなされるのかお聞かせください。 

  （３）先月の住民説明会の中で、住民から、地下水は十分に保てるのか、工事期間中の農

業用水が確保できるのかなど指摘が上がりましたが、工業団地の土地に関する質疑がありま

せんでしたが、７月に地権者等を対象とした説明会を開いているが、工業地想定全区域の地

権者への説明会だったのでしょうか。 

  まだはっきりとした構想ができていないということですが、工業地想定区域の建設候補地

を見ると、いいとこ取りに思えるが、残された建設地以外は土地利用についてどうお考えか

お伺いします。 

  以上、ご回答をお願いします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢光寿君登壇〕 

○企画財政課長（清沢光寿君） それでは、小林議員ご質問の食肉処理施設移転新設計画につ

いてお答えいたします。 

  初めに、これまでに行われました地権者説明会、近隣住民説明会、全村民対象の住民説明

会が非公開で行われてきたことにつきましては、この食肉処理施設移転計画につきましては

いまだ不透明な内容でございまして、報道機関による新たな情報発信が独り歩きをして村民

の皆様にさらなる不安を抱かせてしまうという考えの下から、非公開で実施させていただい

てございます。 

  また、この企業進出は村が行うものではなく、あくまでも長野県食肉公社及びその上部機

関でございます全農が行うものでございます。本事業の主体者側が明確な情報を公表してい

ない中、当村が積極的に行うことがどうかという思いから、食肉公社や県と相談をしながら

実施している所存でございます。 



－23－ 

  しかし、村民の皆様には不安を抱かせてしまっているという現実がございますので、現在、

情報提供について公社や県と相談をしていますので、ご理解をお願いいたします。 

  次に、進出計画受入れにおけるメリットでございますが、税収や雇用場所の確保につなが

ればと考えてございます。様々な住民の皆様からの課題やご意見につきましては、現在、食

肉公社がその対応策を検討するとともに、村や県、松本市等と確認や調整を行い、朝日村へ

の進出計画が可能なのかどうかを検討されていると思います。説明できる時期になれば、食

肉公社から丁寧に説明いただくことになると思います。 

  次に、７月の地権者説明会は、全地権者対象に説明会を開いてございます。また、現時点

で、食肉公社から全敷地における松本市今井寄りにある約2.7ヘクタールの土地について進

出希望がありましたので、残りの土地につきましては、新たな企業を探していく旨を地権者

の皆様にはご説明申し上げておりますので、お願いいたします。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） （１）の非公開についてですが、村民の不安とかそういうものを抱か

せてはならないと言っておりましたが、７月頃から市民タイムス、あるいは信濃毎日新聞で

も、これまでの間に４回ぐらい新聞掲載されているんですよね。ですので、そういう部分で

村民はどういうふうになっているのかということをよく知りたいという中で、全村民向けの

説明会で非公開というのは、ちょっと私からすればふさわしくないんじゃないかなというふ

うに思いました。 

  前回出たのは大体約50人と言われていますが、その中でやっぱり公開して、きちんとこれ

は村ばかりでなく全農長野もそうだと思うんですけれども、全村民向けと言うならば、やっ

ぱり公開してやるべきだというふうに思うわけですが、その点についてはいかがでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 今のマスコミに対して公開するか非公開にするかという点でございま

すけれども、私はもう公開してもいいと思っているんです、マスコミにね。もうその後取材

がどんどん続きますし、私も取材にも応じていますし。そういうことを私は思いますけれど

も、あくまでもこのプロジェクトの推進は食肉公社であり全農長野であるものですから、私

たちはその場を提供していくという、いわゆる仲介役に今は回っております。ですから、今
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後はまた相談をして、マスコミに対して公開をするか非公開にするかというのはまた検討し

ますけれども、今、私はもう公開をしていくべきだというふうに思っています。 

  第３回目の全村民向けのその説明会ですけれども、あまり１回目と２回目とほぼ進展がな

い内容を言っておりますので、新たな計画だとか新たな方針だとかというのも一切なく、で

すから公開でもよかったのかなとは思っています。 

○議長（北村直樹君） 小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） 分かりました。 

  でも、開催しているのが夜なんですよね。それで、こういう注目するというのは高齢者の

意見というのがあって、夜開催している。これから公開、そうやって村からも全農に提案さ

れて公開していくということですが、私の一つの提案ですが、これだけ大きな事業のことで

すので、例えば、その全村民向けの説明会でもテレ松を使って中継して、それに夜ですので

高齢者の皆さんもそれを見て、意見があればまた上がってくる。そんなふうに思うわけです

が、そういった部分での公開の仕方というのはできるものなのか、そういう検討はできます

でしょうか。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 今までそんなことは考えてもみませんでした。そういったことは予算

もあるし、そして段取りも大変だし。テレビ松本を使ってのそういった説明会というのは、

今後検討はしてもいいと思いますけれども、今すぐには普通の形式でいきたいとは思ってい

ます。 

○議長（北村直樹君） 小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） 私は、それだけ村にとっての重要な問題じゃないかと受け止めており

ますので、ぜひそこら辺もご検討いただければと思います。 

  （２）ですが、税収の面とか雇用の面、そこのメリットはあるということですが、この新

しい施設の中で今までの問題、課題等の、先ほどちょっと聞き漏らしたかどうか分かりませ

んが、やっぱり食肉とはいえ松本にあるその食肉処理場といいますか、もうイメージで多分、

皆さん思っていると思うんですよ。そういう中で、これからできるに当たってどういう改善
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を、この時代に合った施設にしているかという課題に合わせた施設ということで、いま一度

お聞きします。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） この話が出てから、２人の方が私を呼び止めて、村長、えらいものを

持ってくるじゃないかいというような表現で、私に食肉加工センターのことを聞きました。 

  それで、私は、いや、ちょっと待ってくださいと。私は違うと思うんですという話で、皆

さん、今の松本にある食肉加工センターを知っている方がそういう話をしてくれるんですね。

いわゆる、今の施設は非常にオープンな施設で、牛や豚が連れて来られたときには、一旦は

係留地も外から見えますし、非常に老朽化した施設のことをイメージしての話なんですね、

話を聞くと。 

  いや、ちょっと違うんです。今のこれから建てようとしている食肉加工センターは、私も

実際に京都の施設を見てきましたけれども、一切、外見は工場かオフィスか分からないくら

いなイメージでして、一旦そこに牛や豚が連れて来られたときには、トラックで施設の中ま

で入れて、もう一切外からは中を見ることができない、そういう施設になっているんですと

いう、そういう話をさせてもらいまして、ああ、今そういうことになっているんだねという

ことで、立ち話で20分から30分のそういう話をすると分かってもらえるということでした。 

  今のご質問ですけれども、外から見れば、本当に大きな倉庫、またはオフィスビルがある、

そういうイメージです。ですから、完全密封、施設の中で全てが行われますから、外からは

そういうものが見えないという施設に、今なっています。 

○議長（北村直樹君） 小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） 住民説明会でもそういう中で見ました。いろいろ、その排水処理とか

臭い、騒音、カラス等、そういった中の質問の中で、今村長が言われたように、今、松本の

食肉加工センターですが、昭和39年に建てられて、もう60年たっていると。そういうイメー

ジでいるものですから、今の近代的なそういうものというのは最新の食肉加工施設というこ

とで、今話が出ましたように、都会の中の真ん中にそういう施設が今は存在してやっている

んだと。ですので、周りから見ればここで本当にやっているのかというような、もう全然分

からない施設、また、そういう最新型の施設ですので、そういうところでイメージを変えて

いかないといけないと思っています。 
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  ですので、この住民説明会も大事なんですが、実際の、言うより実際のそういう最新の施

設を見ていただいて理解を深めるのも大事じゃないかなと私は考えているわけですが、そう

いった中で、１回は地権者向けというか視察されたわけですが、これから、そういった目で

見てもらう、村民に視察してもらうという計画はありますでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 今の近代的な設備を見てもらうというその件ですけれども、これから

いろいろな場面が想定されます。ですから、第１回目は地権者を中心に見ていただきました。

その中で私も行ったわけですけれどもね。ですから、今後は議員の皆さんもぜひ見てもらい

たいし、そして、事が進んでくれば希望者に対して説明会、そして、現地を見ていただくと

いうプログラムも多分必要になってくるかと思います。ここで、じゃ、２回、３回とやると

いうことは、今は確約はできませんが、多分そういうふうになってくるんだろうというふう

に想像はしています。 

○議長（北村直樹君） 小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） 分かりました。 

  ぜひ、多少費用もかかるわけですが、それだけして、見ていただいて、村民の理解を深め

るということは最も大事かと思いますので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

  ３番目の質問ですが、全想定区域の地権者に説明されたということですので、よかったと

思います。でも、この話ははっきりまだ決まったわけじゃありませんが、先ほども言いまし

たように、もし立地条件がそろって、村長が前向きに誘致していきたいという姿勢ですので、

ですが、先ほども申したように、あそこだけで言うと、いいとこ取りのところでやった後、

残されたところが、じゃ、新しく来る企業があるかと実際に私は思うんですよね。また、上

を見れば高圧線も通っているし、なかなか企業とすれば出てこれないかと私は思っています。 

  そんな中で、この事業の大きさというか、100億円と言われている事業なんですけれども、

この残された土地もこれからもしそういう話が決まっていく中で、村長もさんざんこういう

ことを言われているかと思うんですが、ぜひとも、あそこの全工業区域を買い取っていただ

いてというふうに私は個人的には思うんですが、そういう部分というのは、これから前向き

に全農長野、県を含めて話はしてもらえるのかどうかお伺いします。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 
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〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 今の質問は、残った土地も全農さんに買い取ってもらえと、そういう

ことですか。それは虫がよすぎる話で、そうしてくれれば、それは全然問題ないんですけれ

どもね。 

  最初からちょっとこの話を組み立てると、あそこの原新田の下っ原のところのあそこ、一

大工業団地として、朝日村最後の工業団地区域として開発をしていくということを始めて、

私がこの立場になってからもずっとやっていますから、もう４年、５年やってきたわけです。

その間に何社か、あそこ全部を開発するという会社もありましたし、そのほかにも二、三社、

いろいろそういう活用したいという話もあったんですが、全て実現しなかった。そこに今回

の話。そういったことです。 

  ですから、いいとこ取りという表現を先ほどされましたが、あの残されたというかあのエ

リアで自分たちの工場を、例えば、施設を建てるにはどれだけの広さがあってこうだという

ことで今の場所が決まっておりますので、最初に来た人がちゃんとそこを設計していくとい

うのは、これは当たり前の話ですよね。ですから、先ほども課長のほうで答弁したとおり、

残ったところも今我々は工業団地として見ていますので、そこにはまたいい企業に来てもら

う努力をしていくということになります。 

  現在では、一応あそこに横道が走っている、それから下を食肉公社というようなことでス

タートしたんですが、まだ最終的にどこまで食肉公社が土地を使うかも分かっていません。

ですから、当然電線の下は駐車場にしかなりませんしね。ですから、そういう中で今後も、

例えば、残った土地は残った土地で、電線もあるし、電線のないところもある。そういう形

になりますから、我々としては新しい企業を誘致していくと、そういうことです。 

  ですから、冒頭申したとおり、全部を全農でどうのこうのということは全然考えられませ

ん。 

○議長（北村直樹君） 小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） 虫がよすぎる話かもしれませんけれども、今私が言ったのは。 

  しかしながら、そういうこのような施設をほとんどというか、その立地条件に合わない４

か所、５か所、こういうところで朝日村が候補になった。ですので、やっぱりそのぐらいの

誘致する側とすれば、そういうことも一つの条件といいますか、というふうに思うんですけ

れども。 
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  じゃ、そこには、全部が全部が県、全農ばかりじゃなくて、やっぱり朝日村自体も本当に

後に来る見込みがあるかどうかというのは先ほど言っていましたけれども、でも、そこに村

も入って、あそこはやっぱりここじゃないと今の全区域の地権者の方たちは本来ならば買い

取ってもらいたいというふうな気持ちで、私は今ここで話をさせてもらったわけですが、使

い道としたりするということもいろいろあると思うんですよね。例えばサッカー場とか、そ

れとかそれにつられて公園とか、それとか農業用の直売場とかいろんなことが考えられるわ

けです。ですので、そういう部分で前向きな受入側のほうの交渉としてもしていただければ

と思いますが、その点についてはどうでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 今、あそこを、全農長野、食肉公社にあの土地を売るということも何

も決まっていません。いよいよこれからですね、これからちゃんとしたいろんな交渉事が始

まってきますから、その中にそういった話を出してみてもいいとは思いますが、相手がある

ことで、相手は企業でありますので、じゃ、どこまでその投資ができるかということがまず

は第一であります。 

  ですから、そんなばら色のような話は、私はないと思っています。でも、交渉事ですから、

あそこに大きな事業所が来ていただくには、ある程度の緑地帯も設けていただいたり、ある

程度の村民が集うようなイメージの場所もあったりということは要求はできますけれども、

あの土地を全部ということはちょっと不可能かと思っておりますので、よろしくお願いしま

す。 

  そのほかは、村が継続して企業誘致に努めていくということになると思います。 

○議長（北村直樹君） 小林議員、再質問はございますか。 

  小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） そういうふうにまだしっかり話が正式に来たわけじゃないし、中身も

そう決まっていないというふうな答弁は読めていましたけれども、今後進める中でそういう

ふうな、積極的に進めていただければと思います。何せ、いろいろこの食肉公社を誘致とい

う話から、何であんなのを受けるんだとか、野菜のイメージが悪くなる、先ほど言いました

けれども、そういうふうに私のところにも来ています。ですので、今回こういった場面で質

問させてもらったわけです。 
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  ですので、今後、村長のそういう積極的に誘致したいということですので、今回の説明を

村民に聞いてもらいたいわけですが、終わりに、この食肉施設の移転は、村民にとって重要

な問題、課題でもありますので、ここの事業どうこうで全村民の理解が深まるような説明会

を重ねていただければと思います。 

○議長（北村直樹君） 小林議員、どうぞ続けてください。 

○８番（小林弘之君） 村長、何かありましたらちょっとご意見をお願いします。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 今、小林議員のほうで一番大事なポイントに触れていただきましたの

で、ちょっとフォロー的にご説明をどうしても申し上げたくて。 

  小林議員の元には、ここにもあるように、迷惑施設だとか、そして、朝日村の野菜のイメ

ージが悪くなるとか、非常に負の発言をされている方もいたということで、確かにね、確か

にそういう方もおられると思いますが、ここでちょっとその辺を私なりに説明というかお願

いをしたいと思うんですが、この事業は、非常に一企業が移転するというレベルの話では、

今私は全くないと思っています。大きく言えば、長野県の食を守るとか、長野県の畜産業を

守るだとか、いわゆるそういった非常に県・国レベルの話に今なってきているというふうに

思っています。 

  そして、そういうことの裏返しは、長野県の阿部知事が一応先頭に立って、今回進出先が

決まらない中で、県としても非常にそういったところを中心になってフォローしていきたい

ということをおっしゃっているわけですよね。ですから、私は非常にこの長野県にとっての

重要施設であり、我々が暮らしていく上においても非常に県民の一番大事な施設だというふ

うに思っています。 

  ですから、逆に朝日村の知名度は上がるし、そして、そういったところの肉も多分野菜を

食べているからおいしいだろうというようなイメージまで上がるし、実際には食べていませ

んけれどもね、朝日村の野菜は。そういったことで、朝日村のやっぱり知名度は上がる、そ

して、県民に感謝される、そして、税も入る。 

  ふるさと納税で、例えば、食肉を一つの朝日村の産品に加えられる。こんな話も住民の皆

さんから意見が出ていましたけれども、そういった意味で言えば、非常に大事な施設であり、

私は朝日村のためにもなるような施設になるというふうに思っていますので、ぜひご理解を

いただいて、そのマイナスのイメージをプラスのほうに変えていっていただくということを



－30－ 

ぜひ賛同される議員の皆さんもそういう活動をお願いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） ありがとうございました。 

  我々も日常、食を取っていく中で肉等も食べておりますので、そういう部分ではなくては

ならない、どこにあってもなくてはならない施設かと思っております。ですが、非常にこう

いう話も朝日村にとっては、今言われたように、十分今後、将来を見据えた中で重要かと私

も思うわけですが、今後の事業の動向で全村民に理解が深まるよう説明を重ねてもらいたい

と。 

  最後には、やっぱりそういう、ここに持ってきたいという村民への熱、村の熱意、また、

小林村長の熱い思いを村民にぶつけていただいて、寄り添ってもらうということだと私は思

っております。ぜひ、そういう検討の中でよろしくお願いしたいと思います。 

  これで私の質問は終わります。ありがとうございました。 

○議長（北村直樹君） これで、小林弘之議員の一般質問は終わりました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 清 沢 正 毅 君 

○議長（北村直樹君） 次に、９番、清沢正毅議員。 

  清沢正毅議員。 

〔９番 清沢正毅君登壇〕 

○９番（清沢正毅君） ９番、清沢正毅でございます。 

  私は、今回２問、質問をさせていただきます。 

  初めに１番目ですが、現行保険証発行停止に伴う朝日村のマイナ保険証移行への現状につ

いて伺います。 

  現行の健康保険証の新規発行が今月の２日から停止となりました。先日の新聞報道により

ますと、今年９月末でマイナカード保有者が全人口の75.2％、マイナ保険証の利用登録者は

81.2％とのことです。しかしながら、マイナ保険証の利用率は低空飛行から脱せず、９月時

点では13.87％にとどまっており、国民の根強い不信感が背景にあるようです。 

  マイナ保険証への一本化には程遠い状況の中、公的医療保険を運営する自治体には、相次
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ぐ問合せへの対応や廃止に向けた準備に追われ、とても疲弊していたとのことであります。 

  マイナ保険証のない人には、漏れなく申請不要で保険証代わりの資格確認書が交付される。

また、マイナ保険証が医療機関で読み取れないときに提示する資格情報のお知らせが届いて

いる。これは、資格確認書とは全く別のもののようでございます。 

  こうしたように、政府は無保険となる人が出ないよう苦心を重ねた結果、制度は一層やや

こしくなり、誤解や混乱も生じ、医療の現場は混乱し、必要な医療を受ける権利が脅かされ

ているという記事も目にいたしました。 

  そこで、現行保険証発行停止に伴う朝日村のマイナ保険証移行への現状について、幾つか

質問をさせていただきます。 

  １つ目ですが、11月末時点での朝日村のマイナカード保有率は何％か。そのうち、マイナ

保険証登録率はどのくらい、何％か。そして、マイナ保険証の利用率は何％になっているの

か。 

  まだまだ保有率や利用率が狙いとする目標に十分な状況にないとすれば、今後、さらなる

保有促進活動にどのように取り組んでいくのか、その方針を伺います。 

  ２つ目ですが、現行保険証発行廃止に伴い、村民の方から、12月２日から現行保険証が使

えなくなってしまうのかなどの不安の声がどのくらい村に届いているのか。 

  ３番目、マイナカードを保有していない方及び保険証利用登録をしていない方で、現行の

保険証有効期限が切れている方、または近いうちに有効期限が切れる方には、資格確認書が

漏れなく確実に送付されているのか。また、朝日村では、資格情報のお知らせの発行実績が

今現在はどのくらいあるのか。 

  ４つ目ですが、厚労省は75歳以上が加入する後期高齢者医療制度について、マイナ保険証

の有無にかかわらず資格確認書を発行すると決めております。ですが、12月２日までに該当

する人には既に発行がされているのか。 

  資格確認書の有効期限は最長で５年、それぞれの医療保険者が決めるとありますが、県の

後期高齢者医療広域連合では有効期限が１年とされており、更新手続は不要とのことですが、

自動更新であれば半永久的に発行しなくて済むということなのでしょうか。村も同じ考えで

すか。 

  村は、こうした制度について後期高齢者の皆さんは十分にこの制度を理解されていると判

断しているのか、該当者からの問合せは今届いていないのか、現状をお聞きします。 

  ５番目、マイナカードは、取得から原則５年ごとに更新手続が必要ですが、保険証として
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扱うことになれば、更新を忘れてしまえば大変なことになります。従来は、個人で管理・更

新・申請を行っていましたが、今後は、有効期限の事前お知らせの制度を新たに設けられな

いか。厚労省はシステムを改修し、更新期限が過ぎても３か月間更新がなければ資格確認書

を発行しますというふうにありますが、有効期限が切れそうな方を把握できているというこ

とであれば、逆に事前に更新のお知らせをしたほうが適切な住民サービスであるというふう

に私は考えますが、こうしたシステムには変えられないのか。 

  以上、５点についてお伺いをいたします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 

○住民福祉課長（上條裕子君） それでは、清沢議員のご質問、健康保険証発行停止に伴う朝

日村のマイナ保険証移行への現状についてという質問につきまして、順番にお答えいたしま

す。 

  なお、保険証や資格確認書などの医療保険に関わる質問につきましては、村が保険者であ

ります国民健康保険、また、75歳以上の方が加入しております後期高齢者医療制度に関する

回答となりますこと、あらかじめご了承いただきたいと存じます。 

  １番目の質問にお答えいたします。 

  11月末現時点での朝日村のマイナンバーカードの保有率は、内閣府公表の数値でございま

すけれども77.7％でございます。登録率、利用率は各医療保険での数値となります。マイナ

保険証登録率は、９月現在の朝日村国民健康保険は61.4％、後期高齢者医療制度の朝日村に

ついては45.3％です。マイナ保険証の利用率は、医療機関をその月に利用した方のうち、マ

イナ保険証を利用した割合となります。朝日村の国保では10月の利用率でございますが、

12.6％、後期高齢者は、朝日村では９月の利用率でございますが、12.2％となっております。 

  マイナンバーカードやマイナ保険証の普及促進につきましては、村といたしましては、保

有率にかかわらずマイナンバーカードの窓口として、窓口申請、訪問申請、施設などへの出

張申請を維持していくこととしております。また、福祉施設での申請につきましても施設の

職員と連携を取りつつ、申請の支援をしてまいりたいと存じます。 

  マイナ保険証につきましては、マイナンバーカードの保険証利用を進めていくものの、現

在は切替えの期間であると捉えており、まずは、12月２日以降保険証の発行がなくなり、資

格確認書の発行が開始されたところでございます。 
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  このことからも村といたしましては、国保の保険者として、また、後期高齢者の窓口とし

て、加入されている皆様への周知や、窓口でのマイナ保険証や資格確認書などの丁寧な説明

などを心がけてまいりたいと存じます。 

  ２番目の質問にお答えいたします。 

  現行保険証が使えなくなってしまうのか、保険証はいつまで使えるのか、保険証の有効期

限以降どうすればよいかといったお声、お問合せをいただくことが数件ございます。また、

制度が変わることといったことからも、今後も予想される問合せでございます。このほかに

も、マイナ保険証の登録の時期や資格情報のお知らせがいつ届きますかといったお問合せも

数件いただいております。 

  ３番目の質問にお答えいたします。 

  初めに、村の国保においては、被保険者の皆様が切れ目なく必要な保険診療を受けられる

よう法の規定に基づき対応してまいります。 

  12月２日以降については、加入された方は、保険証利用登録をしていない方については資

格確認書が発行され、登録済みの方には資格情報のお知らせを加入の手続に窓口にいらっし

ゃいますので、基本そのときにお渡しするということとしております。 

  また、国保では70歳になりますと前期高齢者ということで、窓口の負担割合が変わること

がありますので、誕生日の前月に今までも保険証が送付されておりました。今月送付分より

マイナ保険証の登録がない方には資格確認書を、登録済みの方へは資格情報のお知らせを送

付する予定としております。そのほかに、国保における資格情報のお知らせの発行は、現在

まで４件ございます。 

  後期高齢者医療につきましては、ほかの医療保険の運用と異なっており、しばらくの間、

マイナ保険証の登録があるなしにかかわらず、該当の皆様へ資格確認書が事前にお手元へ届

くようお渡しすることとなりました。12月２日以降は、誕生日を迎え加入になる方など、手

元に保険証がない方へ交付しております。 

  後期高齢者医療制度では、ＩＴに不慣れなどの理由で、マイナ保険証への移行に一定の期

間を要するというふうに考えておりまして、マイナ保険証を基本とする仕組みへの円滑な移

行へ向けた対応として、デジタルとアナログ、ですので、マイナ保険証と紙での資格確認書

の併用期間を確保する観点から資格確認書が交付されるということとなっております。 

  このことから、後期高齢者におきましては、資格情報のお知らせを交付する必要はないと

されており、交付の実績はございません。 
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  ４番目の質問にお答えいたします。 

  現在、後期高齢者医療制度の加入者の方には保険証をお持ちの方がございますが、12月２

日を過ぎても、資格確認書がなくてもお手元の保険証の有効期間内は保険証が使用できます

ことから、資格確認書は、12月２日以降の加入者や、負担額が変更になった場合に発行する

こととなっております。現在において、加入者全員の送付は行ってございません。 

  ちなみに、12月生まれの方、それから、12月以降負担額が変更になったことが分かった方

へは、11月中に資格確認書のほうを送付しております。また、資格確認書も保険証の更新と

同様、毎年の所得による窓口負担割合の見直しが行われることから、毎年８月の年次更新の

発行としていくものとなります。 

  マイナ保険証への移行につきましては、国保や後期高齢者医療制度へ加入されている皆様

への周知は行っているところではございますが、保険証の発行がなくなったところでござい

ますし、資格確認書や資格情報のお知らせの発行も始まったところでございます。 

  さらには、後期高齢者制度の運用がほかの医療保険と異なっており、また、資格確認書の

有効期限や資格情報のお知らせの発行のタイミングが各医療保険で異なっているというとこ

ろも見られ、どうなっているのか、どうしたらよいか分からないなどの不安の声や疑問が出

てくることとこちらとしても思っております。村の担当窓口におきましても、マイナ保険証

や資格確認書等への丁寧な説明などを心がけてまいりたいと存じます。 

  問合せの状況につきましては、２番目の回答のとおりでございます。 

  ５番目の質問にお答えいたします。 

  国保、医療保険者側におきまして、システムにマイナンバーカードや電子証明書の有効期

限の日付の情報はございません。現在は、国保側が毎月１回、有効期限を過ぎているという

情報を取得するという仕組みとなっております。つまり、国保の医療保険側では、マイナン

バーカードの有効期限が切れることを事前に把握することはできない仕組みとなっておりま

す。 

  また、資格確認書の発行は３か月を経過するタイミングとなりますが、有効期限が切れて

いるという情報を把握後、期間内に資格確認書を送付するとともに、電子証明書の有効期限

切れであること、また、更新の手続の案内を行っていく予定としております。 

  なお、マイナンバーカードや電子証明書の更新、こちらはちょっと医療保険とは別なんで

すが、マイナンバーカードの窓口になりますが、こちらの更新につきましては、有効期限の

３か月前から更新が可能となっておりますので、有効期限の３か月前になりますと有効期限
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の通知がご本人宛てに封書にて送付されておるところでございます。こちらは現在も行われ

ております。お知らせが届きましたら、有効期限を待たず早めの更新をお願いしたいと存じ

ます。 

  以上になります。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔９番 清沢正毅君登壇〕 

○９番（清沢正毅君） ありがとうございました。 

  今、それぞれについてご回答をいただきましたが、（１）番についてですが、現状につい

ては、どうも全国のデータと朝日村のデータもそんなに大きく変わっていないなというふう

に思います。 

  今後の促進の活動についてということなんですが、多分方法としては、説明を丁寧に重ね

て促進を図るということになると思いますが、全体的にちょっと実態を考えていくと、資格

確認書だとかそういうものが発行されていくと、基本的に単純に自分の捉え方として考えて

いくと、資格確認書、要は、マイナカードの登録をしなくてマイナ保険証も使わなくていけ

ば、資格確認書が必ず届くわけですよね。そうすると、別にマイナカードのマイナ保険証を

使わなくても毎回資格確認書をもらえれば従来の保険証と何ら変わりもないんじゃないかと

いうふうに取る人が結構多くなると思うんですよ。 

  あるいは、後期高齢者の方も必ず申請しなくても資格確認書が出てくるとすれば、多くの

人は、今、国民というか住民が思っているのはマイナカードに対する不信感だとか、それに

対するやっぱりいろいろ個人情報が流出したりいろいろするという懸念で、申請したり持た

ない人が多い。 

  それで、今回マイナ保険証ということになったときには、医療機関で使えないかと不安で、

今申請が多くなってきているというふうにあるんですが、持たなくても資格確認書が出てく

るとすれば、基本的に今までの保険証と何ら変わりがないよねというふうに捉える人がある

と思うんですよね。 

  そうすると、逆にこの資格確認書、政府で言えば、従来の保険証がていのいい名前を変え

て資格確認書というのにしたというだけの話で、名前が変わっても制度はほとんど変わらな

いじゃないかというふうに思うんですよね。そういうふうに理解する国民だとか住民が増え

ていったときに促進ができていかないんじゃないかという中でちょっと懸念するのは、じゃ、

資格確認書っていつまで発行していくのか。 
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  例えば、10年の有効期限でも、それ以上はもう全部マイナ保険証にしてくださいと、マイ

ナカードにしてくださいというふうに決められていれば、それまでに何とか暫定期間として

資格確認書が出ると思うんですけれども、資格確認書が今後ずっと出てくるんだったら、今

までの保険証と何がどう変わるんですかというふうに取っちゃうところがあるんですが、そ

の辺についてはどういうふうに行政として捉えていますか。 

○議長（北村直樹君） 上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 

○住民福祉課長（上條裕子君） 村としてどういうふうに考えるかというところですけれども、

清沢議員おっしゃいますとおり、保険者側としてもその部分についてはどうなっていくかと

いうところでまだ先が見えないものですから、やっぱり同じような考えをしておるところで

ございます。 

  資格確認書につきましては、今のところ12月最大１年というところでございますので、そ

の後、国のほうでどういった方針になっていくかというところもございますけれども、窓口

といたしましては、マイナ保険証への移行をその間に進めていくというところで窓口のほう

は対応していきたいと考えております。清沢議員のおっしゃることは村としても懸念してい

る事項となっておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔９番 清沢正毅君登壇〕 

○９番（清沢正毅君） 今の資格確認書というのは、結局村民の理解、住民の理解からすれば、

結局名前が変わっただけの保険証と理解していけば、なかなかマイナカード、マイナ保険証

の今後の促進というのは難しくなるのかなと。そういうふうに捉える人が何人いるかなんで

すよね。私はぱっとそういうふうに捉えたんですが、なかなかこの制度自体が進展していか

ないというのは、もういろんな医療機関でもいろんなメディアの中でも言われているように、

国民の、あるいは住民のその不信感だとか説明不足だということに対して理解がなかなかさ

れていないというところが非常に多いなという現状の中でスタートしているものですから、

どこから来ても、この制度自体を非常に複雑化させている、これは政府の責任なんですけれ

どもね。 

  複雑化させているために、この前の回覧板で、村のほうからは今後の制度について、扱い

についていろいろ村民の中に徹底されているんですけれども、これも回覧板自体見ても分か

りにくいところが結構あるんですよね。もう少し丁寧な説明内容をつけていかないとなかな
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か理解できないところがどうしてもある。 

  それで、さっきから言っているように複雑な制度で、今回この回覧板で村民の皆さんにい

ろいろ説明していますけれども、この内容で理解できたとか、あるいはできないとか、いろ

いろ問合せというのは回覧板の内容について幾つか出てきているかどうかというのをちょっ

と伺いたいと思うんですけれども。 

○議長（北村直樹君） 上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 

○住民福祉課長（上條裕子君） すみません、この回覧板を12月の回覧板として発行したんで

すけれども、先ほどのお問合せはございますけれども、これを見てのお問合せもあったかと

思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔９番 清沢正毅君登壇〕 

○９番（清沢正毅君） 確かにこれを見て、問合せというのはやっぱり幾つかあると思います

よね。 

  なかなかこれだけを見ても、私も理解できないところが結構あって、後期高齢者の医療保

険、こういったのからいっても、さっきも話をしましたけれども、資格確認書、これがどう

送られてくるかというところが令和６年12月から令和７年７月末まで新たに資格取得した方

へは資格確認書を交付しますということなんですが、この辺もきちんと、自分が対象になる

のかならないのか、ここに該当するのかしないのかというところがいま一つ、ちょっともう

少し説明文とか詳しい詳細を付け足しといていただければ分かるんですけれども、なかなか

そのところが理解できない。 

  ８月の年次更新時には、マイナ保険証の有無にかかわらず全員に資格確認書をお送りしま

すということで、それ以降というのはもう必然的に何もしなくても資格確認書が必ず全員に

来るということになれば、さっきも言ったように保険証と何ら変わりもないよねというよう

なふうにも取れるんですよね。 

  そういうところをもうちょっと親切丁寧に言葉を加えてもらえればありがたいなというと

ころとか、本当に資格確認書を利用する場合は役場への申請をして、限度額の区分を資格確

認書に印字する必要がありますとか、その中で申請できるのは１割負担と非課税世帯の方、

もしくは３割負担の方と、こういうことになりますが、受け取った人たちとすれば、役場で

の手続が必ず全部必要だというふうになるのが、それから、限度額の申請、これが確実にど
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ういうふうにやっていったらいいのかと、こういうところが、ちょっと理解がもう少ししや

すい、要は相手が後期高齢者ですから、その人たちがここで言っている意味をどういうふう

に理解できるかというところをもう少し、やっぱり懇切丁寧に説明をして、説明といいます

か書いておいてもらえれば問合せもないし、理解もできる人が非常に多くなってくるだろう

というふうに思いますので、こういったところにもう少し気を遣っていただきたいなという

ところをぜひお願いしたいと思いますが。 

  それから、私が言いたいというか、現状は何を言いたかったかというと、とにかくが各医

療機関においてもメディア関係においても、あまりにも拙速に国がその医療現場のＤＸを急

ぐあまりに説明が不十分で、国民の理解が十分得られないということが多く、国民が不信感

を抱いている、こういうことが住民にも言えるというふうに思います。 

  12月のスタートがスムーズに行われているか、朝日村もどうなのかというところを十分確

認したかったということで、住民の中にきちんと説明を理解してもらって、スムーズな移行

ということを本来やっていってもらいたいというふうに思っているものですから、そういう

意味で、住民からの問合せで、この、やっぱり理解度というものについてはどういうふうに

村としては捉えているのかと、そんなところがもしあったら教えてもらいたい。 

○議長（北村直樹君） 上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 

○住民福祉課長（上條裕子君） 保険証に関しましては、やはり自分が保険証を使う場面にな

らないと、なかなか理解を進めるというところは難しいかなということは考えておりますし、

もちろんスムーズな移行に関しても、スムーズにいければいいんですけれども、なかなか国

の施策等もございますので、いかないところもございます。 

  村といたしましては、やはり利用するときに利用できるということが一番だと思っており

ますので、窓口にいらっしゃった方やお問合せには親切丁寧に答えていきたいと存じますし、

今清沢議員からもご提案ございましたとおり、周知するチラシ、リーフレット等については

ちょっと気を遣いながら作成していきたいと思っております。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔９番 清沢正毅君登壇〕 

○９番（清沢正毅君） ありがとうございました。 

  あと１点、ちょっと伺いたいんですが、最初のほうでもいろいろ触れましたけれども、各

自治体では問合せに対する対応というのもありますけれども、この制度が発足して、スター
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トして、これから新しい形で資格確認書だとか情報のお知らせだとかいろんなものを、手続

を進めていくという中で、今まで以上に、今までの保険証発行以上に業務が、相当負荷がか

かっていっている、余計な業務が出てきている。そういうことというのは、実態としてどう

なんでしょうか。 

  問合せに対するのは暫定的なんですけれども、それ以外の保険証発行以外に資格確認書で

すとかお知らせですとか、いろんな後期高齢者も含めた手続上の問題が、いろいろ仕事上負

荷がかかっているんじゃないかというふうに理解しているんですが、その辺、実態として現

場としてはどんな感じなんでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 

○住民福祉課長（上條裕子君） そうですね、今、たまたま切替えの時期でもございますし、

システムも新しくなっているところでございます。マイナンバーカードの窓口とマイナ保険

証の医療保険の窓口も同じ課にはございますので、連携を取りながらやっているところでご

ざいます。 

  やっぱり切替えの時期というのは、職員の業務量ももちろん増えてくるというところで、

課で、係で連携して協力して取り組むというところで、そうですね、業務量が確かにこの切

替えの時期は増えると思いますし、新しい制度を職員が覚えていくというところの負担も抱

えているとは感じております。 

  以上になります。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔９番 清沢正毅君登壇〕 

○９番（清沢正毅君） ありがとうございました。 

  窓口、現場でも今回のいろんな制度、仕組みが結構複雑になってきているし、名前も変化

してくる。移行に当たっても一時的な負荷というのはしようがないとしても、多分、今後も

扱いの中でいけば、いろんな部分で窓口のところが混雑してきたり、あるいは業務が増える

んじゃないかということも想定します。 

  そのご苦労にはぜひ感謝したいと思いますが、最終的に私のほうからのお願いは、そうい

う意味で、当村の窓口においても、あるいは村の中においても例外なく大変な業務負荷が増

大してきているんじゃないかなというふうには心配しているところではありますけれども、

先ほども申し上げましたように、回覧板の中でも徹底はしていますが、まだまだ村民の理解、
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そういったところが十分ではないんじゃないかなというふうに思っています。 

  村民目線に立って、やっぱり村民の不安を少しでも和らげて十分に理解してもらえる住民

サービス、こういったところをぜひ心がけていただいて、このマイナカード、マイナ保険証

の利用促進、こういったものに、目標に達するようにぜひご努力いただきたいということを

お願いして、１問目の質問は終了させていただきます。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員の１問目の質問は終わりました。 

  ２問目の質問をどうぞ。 

  清沢正毅議員。 

〔９番 清沢正毅君登壇〕 

○９番（清沢正毅君） ２問目の質問でございます。 

  朝日村消防団ＤＸ推進に消防団向けの災害支援システム「コミュたす」の導入を検討した

らどうかというご提案でございます。 

  近年、日々の火災対応にとどまらず、大規模災害の多発化・激甚化により、地域防災の中

核を担う消防団の役割がますます重要性を帯びてきております。朝日村消防団も例外ではあ

りません。 

  そんな中、最近の新聞情報によりますと、昨年2023年７月にリリースされた消防団員の作

業負荷軽減と勤怠管理を行うとともに、自治体関係者の活動時間の記録・集計にかかる時間

の削減も可能にした消防団活動の業務効率化実現のためのシステム「コミュたす」が各自治

体で話題となっており、導入の自治体が広がりつつあります。既に県内では上田市と青木村

が導入しているとのことであります。 

  この質問を聞いてくださっている皆さんに「コミュたす」システムの機能を少し紹介しま

すと、スマートフォンにシステムをインストールして、ＬＩＮＥを使って団員に出火時の出

動指令を出し、団員同士の出動予定者と手段が把握できる。火点場所と周辺水利マップが表

示され、現場到着前に火点近隣の水利の位置と種類が把握できるとともに、先着隊からの状

況共有ができます。それから、鎮火情報も団員に通知、出動中の団員一覧も把握でき、そし

て、消防団員ごと、分団ごと、災害ごとの出動記録が管理でき、団員の出動報酬と年額報酬

の支給計算や源泉徴収も可能。また、被災状況の共有化機能もございます。団員間や災害対

策本部、指令室等と共有化し、自然災害時の広域災害発生時の記録も残せるといった機能を

備えたシステムであります。 

  私がここであえて提案しなくても、朝日村消防団役員の皆さんはじめ朝日村防災士会の皆
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さんは、既にこのシステムを熟知しており、研究・検討が進められていて重複した提案とな

ってしまうかもしれませんが、私は、朝日村消防団も例外なく抱えている人口減少に伴い消

防団員の成り手不足、出動率も低下しつつある課題に対して、地域防災力の強化に向けて少

しでも消防団活動の負担軽減と質の向上に貢献できないかを期待して、こうしたシステムの

導入検討を提案させていただきますが、いかがでしょうか。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） それでは、清沢議員からご質問のございました消防

アプリにつきましてご回答をさせていただきます。 

  清沢議員ご提案の消防アプリにつきましては、議員からご紹介がありましたように、出火

時の出動指令、また、出動可否の確認、車両位置や水利など位置情報の確認など、現場の情

報共有が図られるほか、出動報告や出動状況の取りまとめなどがシステム化されていまして、

迅速な消防団活動や消防団員の業務の効率化が図られるため、県内でも導入する自治体が増

えてきている状況でございます。この近隣の自治体も令和３年度に塩尻市、昨年令和５年に

松本市で導入がされているようでございます。 

  こうした中、当村におきましても導入に向けて検討を進めておりまして、現在、消防団員

によりこうしたアプリの比較検討を行うためのトライアルを実施しております。この10月か

らは、ソフトバンク株式会社の「消防団ワークス」というアプリのトライアルを実施してお

りまして、ただいま議員からご紹介のありました「コミュたす」につきましても、業者さん

のほうから提案をいただいておりまして、この後トライアルを行っていく予定にしてござい

ます。 

  この消防団アプリでございますけれども、各メーカーから幾つかの種類が出されておりま

して、塩尻市と松本市が導入しているものもそれぞれ違うアプリになっております。スマホ

に直接ダウンロードするものや、「コミュたす」のようにＬＩＮＥを使用するものなど様々

でございます。 

  また、使える機能というものはあまり大差ございませんが、やはり細かい仕様の部分が違

っているところがございまして、例えば、火災時の通報連絡でございますけれども、通常の

メールと同じ着信音で受信するものや、強制的にスマホの音量を上げて受信するものなど、

仕様に違いがあるようでございます。消防団員がそれぞれ一定期間使用して、最も使用しや
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すい最適なアプリを選定し、早ければ来年度に予算化をして導入をしていきたいと考えてお

りますので、お願いしたいと思います。 

  また、これとは別に、村内の消火栓、防火水槽など水利の位置情報でございますけれども、

これにつきましては、既に村が財産管理、構築物ということで財産管理を行っておりますけ

れども、その管理上、航空写真上にこの防火水槽と消火栓の位置を落とした地図情報を所有

してございますので、これを来年度の予算で、インターネット上で見ることができるように

変換していきたいというふうに考えております。 

  このシステムにつきましては、消防団だけでなく村民の誰もがパソコンやスマホ上でその

位置が確認できるようにシステム化を図ってまいりたいというふうに考えておりますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔９番 清沢正毅君登壇〕 

○９番（清沢正毅君） ありがとうございました。 

  今の回答ですと、もう前向きに検討を進めていただいているということと、現在も消防団

自体でいろいろトライアルで、ソフトバンクのものだとかほかのものを含めてどの機能が一

番いいのか、こういうのを見極めるための行動を進めていただいているということでござい

ます。 

  確かに、この「コミュたす」しか注目していなかったんですけれども、ほかの情報も聞く

と、いろんなシステムが出来上がってきているということで、そういうものを相対的に見て、

どれがいいのかというのを決めてもらうというのは村のほうで主導してやってもらえれば一

番いいだろうなというふうに思います。 

  早ければ来年ぐらいの導入ということを今考えて取り組んでいるということでございます

ので、やはり、先ほど来言っているように、消防団の活動の効率化だとか合理化だとか、あ

るいは早期な消火活動への展開、あるいは防災活動に役立つ情報の管理、こういったものに

ついて非常に有意義なシステムではないかなというふうに思いますし、また、事務局たる行

政、こちらのほうの業務負荷も軽減できるというような情報もございます。 

  そんなところで、しっかりとまた吟味していただいてやっていただければいいと思うんで

すが、最後に総務課長のほうでお話しになっていました水利等の地図情報、これがどこにど

ういうふうにあるかというのは即確認ができるようになっているというのと、村民もそれな
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りに把握できることが可能になってきますということなんですけれども、ちょっとさっきの

「コミュたす」のシステムの中で紹介したように、火点現場等に行くときに、もうその周り

の水利が、貯水槽があるのか、消火栓があるのかどうかというそういうポイント的に何かで

きるようなシステムになっているのか。 

  この「コミュたす」は、何かその火点の周辺、近隣のものが実際に火災になったときに出

てくるというようなことも言われているんですが、この水利等の地図情報が出るシステム、

仕組みというのは、全体的なものなのか、そういう万が一のときにポイント的に見られるも

のなのか、その辺はどんな感じのものなんでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） 清沢議員の２回目の質問にお答えさせていただきた

いと思いますけれども、村の財産管理で行っている地図情報に載っている水利情報につきま

しては、航空写真の上に落としてあるだけですので、多分スマホとかインターネットで見る

とすれば、グーグルマップのようなものに位置だけ落としても全体が見えるということで、

ふだん消防の皆さんとか住民の皆さんが自分の周りのどこにどういった水利があるかみたい

なものを確認していくようなものになると思います。 

  やはり、消防アプリのものについては、現場の周りにどういったものがあるかという一部

の地域情報になってくると思いますので、両方を使い分けるような形ではないんですけれど

も、今、ちょっと来年度想定しているものは全体のグーグルマップのようなもので、どこに

水利があるかというものだけになると思いますので、お願いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔９番 清沢正毅君登壇〕 

○９番（清沢正毅君） いずれにしても、この「コミュたす」をするかどうかは別問題として、

それぞれ今、松本や塩尻やいろんなところで導入をされておりますので、その中で一番いい

システムというものをぜひご検討いただきたい。それから、村の事務局のほうでの報酬だと

か、いろんな出動計算等々の事務の合理化にも結びつく。このようなことも言われています

ので、消防団活動のＤＸの推進にぜひ役立てていただきたい。来年の導入、早ければという

話ですが、できるだけ目標に合わせて、１年後ぐらいにはその導入が、ベターなシステムの

導入が図られる、そういうことを期待したいというふうに思いまして、私の質問は終了させ

ていただきます。 
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○議長（北村直樹君） これで、清沢正毅議員の一般質問は終わりました。 

  それでは、ここで休憩を取りたいと思います。 

  再開を10時35分といたします。 

 

休憩 午前１０時２６分 

 

再開 午前１０時３５分 

 

○議長（北村直樹君） それでは、予定の時間となりましたので、一般質問を再開いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 清 沢 敬 子 君 

○議長（北村直樹君） 次に、10番、清沢敬子議員。 

  清沢敬子議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） 10番、清沢敬子でございます。 

  本日は、２問の質問をさせていただきます。お願いします。 

  １問目、情報公開について。 

  （１）融和集会は、小林村政２期目のスローガンである「福祉と融和にあふれる村」の実

現のため、地域や団体といった枠組みにとらわれず、定期的に村民と村長と直接懇談する機

会として令和５年度から新たに設けた対話集会です。村民との意見交換や今の村政を知って

もらうことで、村民と歩調、ベクトルを合わせた村づくりを進める機会として月１回開催さ

れています。 

  ９月24日、第16回「村長と話そう！融和集会」を傍聴させていただきました。参加者は、

村政の課題について意見や思い、ご自身の考えを真剣にぶつけ、本音で話し合われていると

感じました。 

  融和集会って何をやっているのと聞かれることがあります。どんな質問があったのか、村

がどのように考えているのかを情報公開することで、住民一人一人が地域に関心を持ち、積

極的に活動することにつながり、村民益になるのではないかと考え伺います。 
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  この集会の記録は保存されていますか。 

  村長自らが発案し、村民誰もが参加できる公の集会にもかかわらず、会議の内容を情報公

開していないのはなぜですか。 

  （２）御馬越小水力発電事業、長野県食肉公社誘致などの計画をめぐり、村民への情報公

開について伺います。 

  多くの村民から、事業を決めてから説明会をされても、何を言っても進めていくんだろう

という諦め。村民への説明会の前に、なぜ新聞の報道が先なのか。なぜ、自分たちの知らな

いところで事業が進んでいくのか。決める前に説明してほしい。説明するのが遅過ぎるので

はないかと、多くの声があるのをご存知でしょうか。 

  村民には知る権利があります。 

  村民に、判断材料を提供し、村民と共に検討することを求められているのではないかと思

いますがいかがですか。 

  （３）近隣自治体の情報公開条例について調べてみました。 

  当村では、朝日村公文書公開条例、公文書の公開を求める条例です。 

  松本市では、松本市情報公開条例として、平成13年12月に施行され、松本市公文書公開条

例の全部を改正しています。 

  第３条第１項、「市は、市政に関する正確で分かりやすい情報を市民が迅速かつ容易に得

られるよう、実施機関相互間の情報を提供し、その有効活用を図るとともに、インターネッ

ト等を活用した情報提供施策の充実を図るなど、情報公開の積極的な推進に努めなければな

らない。」。 

  第３条第２項、「市は、効果的な情報提供を実施するため、広聴機能等情報収集機能を強

化し、市民が必要とする情報を的確に把握するよう努めなければならない。」。 

  第３条第３項、「市は、重要な政策の決定にあたっては、企画立案の段階から適宜必要な

情報を市民に提供するよう努めなければならない。」となっています。 

  また、塩尻市では、塩尻市情報公開条例として平成10年３月に施行され、その全文には

「公文書」という文字はなく、「情報」となっています。 

  第３条第２項、「実施機関は、情報の公開に併せ、広報活動の充実に努めるとともに、市

政に関する正確で分かりやすい情報を積極的に提供するよう努めなければならない。」とな

っています。 

  情報公開は、当たり前の時代になりました。村民がいろんな意見を申し上げるのは、村政
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に興味があり、村を大切に思っているからこそだと思います。 

  情報公開条例に定めることで、村政の在り方も明確になり、村民への信頼向上と村政への

積極的な参加につながるのではないでしょうか。条例改正が必要と考えますがいかがでしょ

うか、お願いします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して当局の答弁を求めます。 

  清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢光寿君登壇〕 

○企画財政課長（清沢光寿君） それでは、清沢議員ご質問の情報公開につきましてお答えい

たします。 

  融和集会の議事録でございますが、一字一句ではございませんが、どんな内容のご意見や

ご要望であったかを記録し、理事者はじめ全課長と情報共有を図り、村づくりにおける貴重

なご意見として、参考にさせていただいてございます。 

  次に、情報公開しないのはなぜかということでございます。 

  この融和集会は、村長が住民の皆様と直接対話をして、村政に関する意見やアイデアを聞

く機会として設置したものでございます。自由活発な意見をお伺いするための集会であり、

情報公開することにより、自由な意見を述べる機会が失われるのは、この融和集会を設置し

た目的ではないと捉えてございますので、ご理解をお願いいたします。 

  次に、各種事業計画に伴う情報公開と検討方法についてでございます。 

  小水力発電事業や食肉公社移転につきましては、これまでに、地権者や地元住民、全村民

向けに説明会等開催してきました。両事業はともに、村が主体となって進める事業ではない

ため、状況を見ながら、必要な開催内容や方法を実施事業者等と調整の上、実施しているの

が実情でございます。しかし、住民の皆様からのご意見もございますので、出せる情報は提

供できるよう調整してまいる所存でございますので、お願いいたします。 

  次に、朝日村公文書公開条例につきましてでございます。 

  当村の公文書公開条例につきましては、国の上位法律でございます行政機関の保有する情

報の公開に関する法律の施行前から検討され、条例が制定されたため、公文書公開条例とい

う名前になってございます。全国的に、この法律の施行日を境にしまして、施行前に制定し

た自治体は、「公文書公開条例」、法律の施行後に制定した自治体は「情報公開条例」とな

ってございます。当村のように、法律の施行前に制定された条例が誤りということではなく、

公文書の開示請求に関する規定などは、全て盛り込まれております。 
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  ただし、法律の施行後に情報公開条例として制定した自治体につきましては、法律の目的

に沿って、より総合的かつ積極的に情報公開することとしておるところでございます。 

  ここで、議員ご提案は、村公文書公開条例に情報公開の積極的な推進事項を追加し、公文

書の公開請求がなくても、情報を住民に提供していくべきだということのご質問だと思いま

す。 

  村民への情報公開は、村政に対する村民の理解と信頼を深め、村民参加による開かれた村

政の推進には不可欠だと思います。今後は、村としても開示請求による公開文書の範囲の見

直しや、現在条例に盛り込まれていない積極的な情報公開といった部分を、近隣自治体等と

状況を踏まえながら実施に向け検討してまいりますので、よろしくお願いいたします。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） 分かりました。 

  そうしますと、法律の施行日前に制定されているので公文書公開条例、その後に制定され

たものに関しては情報公開条例となっているということ、理解いたしました。 

  前向きに検討していただいているということで、うれしく思いますけれども、では、朝日

村の情報公開の現状はどのようになっていますか。現状、どこまで情報公開で、その後、そ

れ以外のところの情報公開を求められたとき、公文書以外の情報を求められたときとかは、

どのようになっていますか。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して当局の答弁を求めます。 

  清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢光寿君登壇〕 

○企画財政課長（清沢光寿君） ２番目の清沢議員のご質問にお答えいたします。 

  今、清沢議員のおっしゃっていただきましたのは、多分、文書の公開というよりも、情報

を公開するということの案件だと思います。 

  そちらにつきましては、過去、村のほうも会議録だとかそういったものを、一連に公表し

ていきましょうといったときもあったんですが、今現在、統一的なことがないものですから、

一部会議録等、議会の会議録であったり農業委員であったりとかという、そういった委員様

のこういった議事録については、公開している部分があるんですが、じゃその他のものはど

うかということについては、ちょっと決まりごとが決められていないものですから、適宜そ
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の状況に応じてやっているというところでございますので、お願いいたします。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） やはり、村民に分かりやすい情報、今、村がどのように動いている

のか、どのように考えているのかということを公開していくのはとても大事なことだと思い

ます。 

  今の現状から、今後の課題、どのように考えていらっしゃいますか。 

○議長（北村直樹君） 清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢光寿君登壇〕 

○企画財政課長（清沢光寿君） 引き続き、清沢議員のご質問にお答えいたします。 

  先ほど、申し上げましたが、本当に村民と共に考えていくには、情報というものの提供は

必要不可欠だと思ってございます。 

  その点で、今、村のやっていることが全て、やはり情報公開しているかという部分が、足

りない部分も、不足している部分もあると思われますので、そういった部分については、も

う一度全課で合わせて、どういった方法でどういったものをやっていくかという決まりごと

を、しっかりつくってやっていきたいと思ってございます。 

  当然、人権に関わる部分だとか、そういった部分は当然公開できない部分もございますの

で、明確な範囲を決めて、しっかりと公表できるような仕組みをつくっていきたいというふ

うに思ってございます。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） 分かりました。 

  では、情報公開のメリットということでお伺いしたいのですが、実際に具体的にメリット

となるものは何か、何であるかとお考えですか。 

○議長（北村直樹君） 清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢光寿君登壇〕 

○企画財政課長（清沢光寿君） 引き続き、清沢議員のご質問、お答えいたします。 

  情報公開におけるメリットということでございますが、一つは正しい認識の下、村民の皆

さんも考えるということができますので、そういった正しい情報を発信することによって、
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村民の皆様と共に、行政をしっかり考えられるという機会がつくれるということだと思って

ございます。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） 参考までに、塩尻市で情報公開条例としてやっている取組で、ご紹

介しようと思うんですけれども、塩尻市では広報広聴戦略として、市長への手紙、電子メー

ル、電話や窓口でよくある相談、市民の声として、市の公式ホームページで積極的に情報公

開し、まちづくりに反映しているということです。 

  どこでも市長室については、広報やホームページにイラスト入りで公開し、より多くの皆

さんに市長がどんな話をしたのか発信するという取組を始めています。 

  広報、こういう形であるんですけれども、このようにやっていらっしゃるということで、

お話も伺ったんですけれども、本当に徹底した対話を進めるためには、市民とのやり取りを

可能な限り公開することが必要だと。そうすることで重複した質問が省略できて、さらに深

い対話が進められるからだということでした。 

  新聞にも、市民の声ということで、先日、記事になっておりましたが、やっぱり情報公開

というのはとても大事だと思いますので、ぜひ進めていっていただきたいと思います。 

  そして、融和集会につきましては、この集会は村長、副村長、教育長、企画財政課長、職

員が出席するスペシャルな会議なんですけれども、このような会議で情報公開されないとい

うのは、もったいないなと思うんですが、自由な意見が言えなくなるということなんですけ

れども、こういう時代、やっぱり自分で意見を言うという方は、言える方が増えているとい

うか、そのようにも感じますし、ぜひこれを、情報公開しちゃいけない部分は、個人的なこ

とだったりは、情報公開してはいけないということは分かります。ただ、皆さんにとって有

益なことに関しては、情報公開するべきではないかと私は思うのですが、その辺いかがでし

ょうか。 

○議長（北村直樹君） 清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢光寿君登壇〕 

○企画財政課長（清沢光寿君） 引き続きまして、清沢議員のご質問、お答えいたします。 

  確実に、これはまた検討させていただくわけですけれども、松本市さんですかね、塩尻さ

んですね。ホームページちょっと見させていただきまして、市長さんのやられている内容を
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確認させていただきました。非常に事細かに書かれている場合と、あと項目ごとに分けて情

報公開されていることもございました。 

  ただ、村長の公約でもございますので、村長の方針にまた従っていくわけですが、村長と

相談させていただく中で、また項目ごと、誰がどうこう言ったとかということじゃなくて、

項目にこういう意見があって、こういうように村として回答させてもらったとかということ

であれば、それは確かに、議員がおっしゃるとおり何回も何回も聞かなくても、村民の皆様

はそれを見て理解できるということもあるかと思いますので、そういったものを踏まえて検

討させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） 前向きな回答いただきまして、ありがとうございます。 

  ぜひ、村民はいろんなことを知って、住民参加、参加してやっていきたいと思っていると

思います。朝日村の村民は、本当意識も高いと思いますし、朝日村村民の力を借りる意味で

も、ぜひ進めていただきたいと思います。 

  以上で、１問目の質問を終わります。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員の１問目の質問は終わりました。 

  ２問目の質問をどうぞ。 

  清沢敬子議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） では、２問目の質問です。 

  御馬越小水力発電事業について。 

  （１）村民の不安視していることを改めて伺います。 

  三俣堰堤から取水し、県道下へ埋没する直径110センチの水圧管を通り、もえぎ野手前ま

での1.2キロメートルが減水区間になります。流量0.3立米は流すとのことですが、この水量

で川の水が枯れることはないのでしょうか。 

  上流部には御馬越水道があり、井戸からポンプアップして配水池に送り、御馬越、御道開

渡、大石原で、防火用水・生活用水・農業用水として使われています。減水の影響で地下水

が枯れるということはないのでしょうか。 

  災害時、水が枯れていては、火を消すこともできないわけですが、その場合、どのように
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対処されるのか、どのようにお考えでしょうか。 

  針尾水路は、農業用水・防火用水・生活用水として使われている大切な水路です。発電後、

針尾水路の頭首工の対岸へ最大約1.8立米の水が放水されます。放水される位置は対岸30メ

ートル上流は検討中とのことですが、河床がさらわれないように洗掘ブロックを置くとのこ

とです。直径110センチから1.8立米の送り出される水は、物すごい勢いと大量の水です。コ

ンクリートでできた洗掘ブロックは、10年、20年のうちには相当浸食されてしまうのではな

いかと思われます。その場合、誰が対応し、責任を負うのか。影響を受ける針尾区、本郷地

区の住人には説明が必要だと思いますが、いかがでしょうか。 

  この事業のメリットとして、村長は「ＣＯ２削減である」とうたっていますが、朝日村に

とってのメリットは何でしょうか、もう一度明確にお願いします。 

  （２）７月７日住民説明会では、約50名の村民が参加し、疑問、不安、意見など、多くの

質問がありました。その質問に対し、村は対応してきたのでしょうか。 

  ９月定例会での一般質問では、村長は、日本水力に対し「何度も何度も毎日でも説明会を

するよう求めていく。」と答弁をされました。７月７日住民説明会から５か月を経過しまし

たが、住民説明会が１度も開催されていないのはなぜですか。 

  （３）９月定例会の一般質問では、４名の議員が御馬越小水力発電事業について取り上げ

ました。 

  その後、まもなく日本水力より議会に説明したいとの申出があり、10月９日全員協議会後

に、説明会が行われましたが時間が足りず、１か月後の11月６日全員協議会後に、仕切り直

されました。その中で、日本水力は「最終手段として、漁協が反対しても漁協との今までの

やり取りを記載した資料を県に提出し、事業を進めていく。」との発言がありました。 

  事業を進めていくためには、地元住民の同意、漁協の同意、村長の意見書が必要だと認識

していますが、漁協の同意がなくても、本当にこの事業を進めていくことができるのでしょ

うか。 

  村長は、このような日本水力の強引なやり方に協力されるのでしょうか、お願いいたしま

す。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して当局の答弁を求めます。 

  小林建設環境課長。 

〔建設環境課長 小林秀樹君登壇〕 

○建設環境課長（小林秀樹君） それでは、清沢議員ご質問の小水力発電事業についてお答え
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します。 

  初めに、（１）になります。0.3立方メートル毎秒の流量で、川の水が枯れることはない

のかについてですけれども、専門的な知識や調査を行っているわけではございませんが、日

本水力さんの資料で、議員もご覧になったと思いますが、渇水期の流量とほぼ同量であり、

また、最低１流量0.3立方メートル毎秒になるのは、１年間で２週間程度と聞いております。

したがって、枯れることはないと捉えております。 

  続いて、減水の関係で、御馬越水道の取水している地下水が枯れることはないかについて

ですけれども、御馬越水源は深層地下水であります。一般論になりますが、地下水は雨や雪

が地表面から地中に数年、数十年単位で地下浸透した水が帯水層にたまる状態の水です。 

  御馬越の地下水は鎖川の増水、減水にかかわらず、一定の水位を保っております。したが

って、鎖川の減水により地下水の影響は小さいと考えられます。 

  続いて、針尾水路の頭首工の件についてです。放水する河床に洗掘ブロックを入れて、針

尾用水路方面に水を持っていく仕組みの計画と聞いております。洗掘ブロックの劣化におい

ては、発電施設の一部であります。運営、維持管理は事業者が責任を持って対応していただ

きます。 

  説明については、受益者を含む地域住民に必要であり、事業者には説明会を行っていただ

きます。村としても、地域住民の代表として、事業者と住民との間での意見調整を行ってい

きます。 

  続いて、朝日村としてのメリットですけれども、９月議会、古池議員の一般質問において

村長が、メリット、デメリットについて答弁しております。大所高所に立って、鎖川の小水

力発電事業が再生可能エネルギーとして、地球温暖化にストップをかけられる。環境への影

響度をよく見て判断し、進めていきたいと答弁しておりますので、よろしくお願いします。 

  （２）について、７月７日の住民説明会での質問に対して、村は対応してきたのでしょう

か。また、その後の住民説明会が、１度も開催されていないのはなぜですかということです

けれども、質問の回答については、住民説明会を行っていただくよう、事業者には対応して

おります。 

  また、７月７日以降の住民説明会ですが、９月24日に全村民向け、現地説明会を実施して

おります。その後の説明会の時期については、村からの設計変更のお願いや事業者の考えも

あるかと思いますので、まとまり次第行うと思います。ご理解をお願いいたします。 

  （３）について、漁協の同意がなくても本当に事業を進めていくことができるか。また、
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村は強引なやり方に協力するのかについてですけれども、議会への説明会でも、会長がおっ

しゃっていたとおり、許可認可申請自体は、漁協の同意がなくても可能と聞いております。

村として、事業が漁業に与える影響もあります。漁協の同意は必須で、県としても許可は難

しいと判断すると思います。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員、再質問はございますか。 

  清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） まず、１問目、地下水がなくなることはない。安定していて大丈夫

だと思われるということなんですが、これやっぱり、日本水力の調査ということでこのよう

なご回答いただいていますか。村として、環境調査というものを９月の定例会のときに、環

境アセスメントするものではないんだけれども、村民の不安があると思うので、調査をして

いくということを村長が申されていたんですけれども、村としてこういう調査をするという

ことはないですか。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 今、議員がおっしゃっている環境調査というのは、議員は何を、何の

ことを環境調査をすればいいとおっしゃっているか分かりませんが、私は、流量だと思って

います。まずは、今回の事業が一番影響を与えるものは。 

  ですから、私も鎖川の堰堤に行って、堰堤に立って、水量を自分で測って、そして、今ど

れだけの水量が流れているかというのは、自分の目でちゃんと確認をしてきております。 

  この間、日本水力さんが川で実験をしましたよね。ロープを張って、今どれだけの水量が

流れている。あの以前に、私は、課長と一緒に、副村長もいたかな、堰堤に上がって、今ど

のぐらいの流量が流れているか、そのときには、約1.8立米毎秒、本当に取るだけの水量が

流れていました。それは、自分で立って、深さを測って、それで幅を測って、そして１秒間

に流れる流量を、これは流量計じゃなくて、目で、物を落としてカッチンでどのぐらい移動

するか、これはもう本当に概算ですけれどもね。 

  そういったことから、流量を一番大事だということで、自分の目でも見ています。ですか

ら、1.8というのはこれが入る流量だなと。じゃそれは、枯れてしまうから、どれだけ流す

んだということで、大方の流量は分かっております。 
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  ですから、議員が心配される環境への影響というのは、私は、流量を捉えています。 

  それと、その流量で魚が暮らせるかということ。それは、国がずっと調査を研究をしてき

て、最低限これだけの流量があればいいという、そういった結果を基に、私たちも判断をし

ているということになります。 

  それと、第三者に対しての調査ですが、いろんな人に今、投げかけをしています。いろん

な人に。事業者であったり、または、そういう実際に小水力発電をやっている他の事業者と

か、そういうことでありますので、我々としては、現在、可能な限りやっているということ

を申し上げます。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） いろんな調査、他の事業者、今の業者、調査をしていくということ

で理解していいでしょうか。実際にやっぱり調査、目視とか素人目で判断するというよりは、

しっかりした調査をしていただくのが一番かと思うんですよね。 

  なので、外部の方の調査というのは、必要ではないかと思います。そのように考えていら

っしゃると受け取ってよろしいですか。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 先ほども、申したとおり、何の調査が必要かというところをもう少し、

いろんな人と詰めて、小水力発電が与える影響は、何と何と何がどうなればいいのかという

ところも踏まえて、今後調査研究をしてまいりたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） ぜひ、これは本当に、これから10年、20年、30年、50年先のことま

でのやっぱり大事なことですので、しっかり調べていただきたいと思います。 

  この事業に関するメリットということで、ＣＯ２削減であるということは分かります。Ｃ

Ｏ２削減というのは、やっぱり宇宙規模の対外的なというか、ちょっと置いておいて、朝日

村にとって、住民にとってのメリットは何なのかと、これがほぼないという。固定資産税と

いうことはお聞きしています。固定資産税も、ちょっと600万と聞いていたのですが、違う

回答を融和集会でされていたということをお聞きしたんですけれども、その点どういうふう

になっているんでしょうか。 



－55－ 

  朝日村にとってのメリット、固定資産税以外も、きちんとちょっと今お聞かせ願いたいと

思います。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して当局の答弁を求めます。 

  小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 内輪で、がたがたしてすみません。 

  今、この手元に資料がないもので、ちょっと今お答えできませんが、私と副村長は、

1,200万円というような記憶があったんだけれども、課長は600万円と言っているんで、私の

記憶違いで600万円かもしれません。 

  それと、今後、固定資産税が600万円、毎年入る云々じゃなくて、国の定めるカーボンニ

ュートラル、いわゆるＣＯ２を吐き出す作用とＣＯ２を吸収する作用で、将来はニュートラ

ルにしようという、この大目標を達成させるためには、みんな県・村に、国の方針を県と村

は守る必要がありますから、村もゼロカーボンビジョンをつくるなどして、今後、具体的に

2030年までに、2050か、ニュートラルにしていくという実行計画を今後立てていかなくちゃ

いけません。今、総務系で一つずつ着実にやっているのは、太陽光発電によるＣＯ２削減と

いう部分と、これから重要視してくるのは、重要視というか私たちがやらなくちゃいけない

のは、もっともっと効率よくやるためには、小水力発電というのは、これはもう避けて通れ

ない道なんですね、将来のために。何か笑っている議員さんもおりますけれども、本当にそ

うなんです。我々は村として、やっぱり国の定める、県の定める、そのカーボンニュートラ

ルというものに向かって、何をやっていくかということを真剣に考えなくちゃいけない、そ

ういった時期だと思っています。 

  ですから、今の小水力発電の方法について、今、自然を考える会の皆さんだとかいろいろ

と、やっと話合いをしている最中ですけれども、どうしていったら本当に実現が可能なのか

ということは、やはり村としては、将来にわたって考えていかなくちゃいけないというふう

に思っております。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） カーボンニュートラル、大事なことだと思います。 

  ただ、固定資産税も600万、償却資産がなくなると５年ぐらいすれば、僅かになってしま

うんですけれども、村民からすると、例えば、電気代が２万円が１万5,000円になりました
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とか、そういう地産地消というか、そういうことであれば納得いくのではないかと思うんだ

けれども、住民にメリットが感じられなくて、そこまで無理してやる必要があるのだろうか

ということをよく言われます。 

  そのことは、やっぱりよく考えなければいけないと思いますし、小水力発電、水路という

場合もありますし、村には87％の森林もございます。そういった中で考えていくということ

も、今後、それに対する実行計画を立てていくということであれば、そういうのも含めて考

えていただいていったらいいのではないかなと思います。 

  ちょっと、時間も少なくなってしまったので、前に進みたいと思うのですが、そのように

お願いして、住民説明会に関してなんですけれども、９月24日に現地説明会、これ急遽行わ

れたもので、たしかホームページで１週間くらい流したと思うんですよね、住民の方に。な

かなか、多分、告知放送もなかったと思うんです。だから、集まった人数も少ないというこ

とと、現地で水量を測ったということは分かりましたけれども、やっぱり住民にとってみれ

ば全体像、これはどうなんだという住民が判断するような、しっかり判断できるような会で

はなかったと思います。 

  その後、議会でも説明を受けましたけれども、なかなか納得できるような、ああそうかと

思えるような説明ではなかったと記憶しております。 

  そうしましたら、ちょっと進めさせていただきますが、まず、環境省、国土交通省が出し

ている「既設砂防堰堤を活用した小水力発電の手引き」というものが存在するんですが、こ

ういうものが出ています。これはご存知であると思いますが、ご存知ですかね。この手引書

は、環境省、国土交通省が既存の砂防堰堤・ダムを活用した水力発電に関わる調査・検討を

取りまとめ、得られたことを分かりやすく公表するために作成されました。 

  目的は、既設砂防堰堤を活用した小水力発電を検討している事業者と砂防堰堤を管理して

いる自治体へ普及のためにつくられた手引です。これは日本水力がこの事業をやる上で、手

引書となるものです。 

  ４番の項目に、発電事業実施時の注意すべきポイントの項目に、越えなければならない幾

つかのステップが書かれています。その中で、私が重要だと思ったのがステップ１、ステッ

プ２に書かれています。 

  ステップ１は、事業候補地の選定です。 

  注意事項に、この時点でノックアウト・ファクターがないか確認することとなっています。

ノックアウト・ファクターとは、絶対に満たさなければならない条件や基準のことをいい、
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満たしていない場合は、この事業自体がアウトです。 

  注意すべき項目４つの中に、４番目に自治体・地元住民・漁業協同組合等の反対とありま

す。ステップ１で、漁協が反対であるということは、この事業はアウトということです。 

  ステップ２にも、事業可能性評価、この地点で発電所を建設して問題ないかの確認です。 

  １、流量観測、維持流量調査、環境調査と項目では、維持流量調査時には、漁業協同組合

に生息魚類や産卵状況をヒアリングすること。また、維持流量の調査地点、方法等は必要に

応じて、河川管理者である松本建設事務所の助言を受けること。事前に河川管理者松本建設

事務所と漁協に調査に問題がないか確認することとなっていますが、日本水力は確認をして

いるのでしょうか。 

  まず、ここからお願いします。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員の持ち時間、４分30秒を切りました。 

  手短に回答、または集約に入ってください。 

  小林建設環境課長。 

〔建設環境課長 小林秀樹君登壇〕 

○建設環境課長（小林秀樹君） ただいまの質問について回答いたします。 

  漁協に調査確認しているかということなんですけれども、その辺については、ちょっとま

だ、村としても日本水力さんには確認は取れていませんので、よろしくお願いします。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） 多分、反対している漁協に確認を取るというのは難しいんじゃない

かなと思います。 

  村長は、この手引書や条例からいうと企業に指導、助言をする立場でいらっしゃると理解

しております。漁協との同意を取るのは、事業者である日本水力がすることだと理解してお

ります。 

  なぜ、村長は、この公共事業でもない、この一企業がやる事業に対して、村長自ら漁協に

交渉に当たっていらっしゃるのですか。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） そういう見方があるというのは、今初めて分かりました。確かにそう

ですね。 
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  私は、前の議会で答弁をしたと思うんですが、ＣＯ２削減いわゆるカーボンニュートラル

という、我々何をやろうかと、行政は本当によく考えています。 

  小水力発電というのは、その一番いい手段の一つなんですね。いわゆる再生可能エネルギ

ーとして使えるのは。そういった村のメリット、国のメリット、そういったものを考えて、

これはいい事業だなと思っております。ですから、行政としても、この事業がうまくいくよ

うに、今漁協が反対されているので、漁協に行政としても、何とか賛成できませんかという

そういうことは、私は当然のことだと思っています。行政のやるべきこととしてね。何もお

金をもらっているわけでもない、何かの恩恵を受けているわけでもない。そういう中で、行

政は将来を見越してやらなくちゃいけないこといっぱいあるんです。 

  ですから、今そのような見方をされているというのは、おおなるほど、そういう見方もあ

るのかと、本当に今驚いた次第です。 

  ですから、そういう立場で、漁協に対していろいろ協議を申し上げているということであ

ります。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） 漁協としては、何度も村長からも書面でいっていますし、日本水力

も、また足を運んでいるんですけれども、全て以前にもお断りした企業があって、私どもは

賛成できかねるということでお断りしているんですけれども、先ほどのこの既設砂防堰堤を

活用した小水力発電の手引きでも、ステップ１のところで、もう漁協が反対しているという

ことは、その事業を進めていくステップ２の前に確認して、もうノックアウト・ファクター

であるので、そこでもうアウトだということになっています。 

  まとめさせていただくと、どちらかというと朝日村の住人は、おとなしいと思うんですよ

ね。今まで、かつてこのように村民が反対運動を起こして、立ち上がったことがあったので

しょうか。私の記憶にはございません。 

  この住民活動は、御馬越小水力事業の中止を求めることと同時に、村政の在り方を変えて

ほしいという村民からのメッセージではないかと考えます。今後の行政のご対応に期待した

いと思います。この小水力発電事業も見直していただきたいと、私も思います。 

  以上で、私の一般質問を終わります。 

○議長（北村直樹君） これで、清沢敬子議員の一般質問は終わりました。 
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───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 齊 藤 正 法 君 

○議長（北村直樹君） 次に、１番、齊藤正法議員。 

  齊藤正法議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） １番、齊藤正法でございます。 

  本日は、２問の一般質問をさせていただきます。 

  まず、１問目になります。 

  地域計画の策定・管理についてお伺いいたします。 

  現在、全国各地で地域計画の策定が進められています。この地域計画は、自治体ごとに異

なる特性や課題を踏まえ、住民や関係者との協働によって、地域の未来を描く重要な指針と

なります。 

  地域計画の成功には、住民の意見をどれだけ反映させるかが重要であることは明らかです。

しかし、地域計画策定の過程において、住民の多様な意見をどのように整理し、計画に反映

させるかは、多くの自治体で課題となっています。さらに、策定後の具体的な施策や進捗管

理が不十分であると、地域計画が実行性を欠くという懸念も指摘されています。 

  朝日村においても、来年３月末を期限として地域計画の策定が進められています。本年11

月末には、全地域での住民懇談会が終了しました。その内容をどのように計画に反映させる

のか、また、計画策定後の取組をどのように進めていくのかが重要なポイントとなります。 

  こうした背景を踏まえ、本村の地域計画の策定に向けた進捗状況や住民の意見の取扱い、

さらには、地域計画策定後の具体的な対応について、以下の質問を行います。 

  （１）現在の地域計画策定の進捗状況と今後のスケジュールを教えてください。 

  （２）利用権設定促進事業（相対契約）の廃止について、どのように周知される予定でし

ょうか。 

  （３）農地バンク（農地中間管理機構）を活用することによる出し手と受け手、地域のメ

リットは何でしょうか。 

  （４）地域計画に含まれない圃場について、今後の管理と活用は検討されていますでしょ

うか。 

  （５）地域計画策定後の進捗管理や評価、必要に応じた見直しはどのように行う予定か、
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回答をお願いいたします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して当局の答弁を求めます。 

  大池産業振興課長。 

〔産業振興課長 大池 守君登壇〕 

○産業振興課長（大池 守君） 議員ご質問の地域計画の策定・管理についてお答えいたしま

す。 

  初めに、（１）計画の進捗と今後のスケジュールですが、地域計画は10年後、地域の農業

をどんな農業にしていきたいか。また、大切な農地をどう守り、次の世代につないでいくか

を話し合い、地域の皆さんの希望する方向を明らかにする計画であります。 

  現在は、各地域の意見集約と目標地図の作成を行っている段階でございます。 

  計画の素案を作成し、１月中には農業委員会、ＪＡなど農業関係者の意見を伺う機会を設

けます。その後、計画案を役場で２週間縦覧し、令和７年３月末までに村ホームページなど

で、公告をする予定でございます。 

  次に、（２）利用権設定促進事業の廃止に伴う周知についてでありますが、令和５年４月

より、農地の貸し借りの法律が変わり、相対による貸し借りと農地中間管理事業が一本化さ

れております。２年間の猶予期間がありましたが、令和７年４月からは農地中間管理事業に

よる貸し借りとなります。令和５年11月の回覧板で周知は行っておりますが、これからまた

回覧板、ホームページで再度周知をする予定であります。また、利用権設定を更新される方

へ、文書で周知も行ってまいります。 

  次に、（３）農地バンクを活用するメリットでありますが、受け手の方は、賃料の支払い

や契約事務が楽になります。複数の地権者から農地を借りている場合であっても、賃料の支

払いは農地バンクが行いますので、受け手は農地バンクに一括支払えば、農地バンクがそれ

ぞれの地権者に支払いますので手間がかかりません。出し手の方は、賃料が農地バンクから

確実に振り込まれる形となります。 

  また、農地バンクの貸付けは、農業者年金制度の経営継承に該当します。賃貸借だけでな

く、農地の売買でも税金の優遇が受けられます。800万の譲渡所得の特別控除などが適用さ

れるものでございます。 

  また、地域のメリットとしては、まとまった農地を貸し付けた地域などに協力金が交付さ

れます。 

  また、農家負担ゼロで基盤整備事業が実施できます。この制度を活用して実施されたのが、
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くりあげ場工区など、村内３か所の圃場整備事業でございます。 

  次に、（４）地域計画に含まれない圃場については、集約が困難であり、点在されている

ため、現在、全てを把握できておりません。今後、所有者にアンケートなどを実施し、実態

把握に努めてまいります。 

  最後に、（５）地域計画策定後の進捗管理でございますが、地域計画そのものよりも、策

定の過程の中で地域の将来を話し合う場をつくり、地域の話合いが継続していくことが、成

果につながると考えております。計画策定後も地域農業の実情に応じて、随時見直していく

ことが重要であります。村内10地域の農地の利用状況などを把握しながら、計画に定めた方

針に基づき、適宜協議の場を開催し、取組の具体化に向けた協議を行ってまいります。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） ありがとうございます。 

  今後のスケジュールのところで、まず１点お伺いいたします。 

  地域の話合いが終了しまして、今、いろいろ集約に入られているということなんですが、

今回、地域計画の中で、農業経営基盤強化促進法、こちらの第18条の１項の規定で、地域で

の会議の話合いの結果については公表するべきという文言が設けられております。こちらの

それぞれの各地域での話合いの結果については、公表される考えでしょうか、お伺いいたし

ます。 

○議長（北村直樹君） 大池産業振興課長。 

〔産業振興課長 大池 守君登壇〕 

○産業振興課長（大池 守君） 議員２回目の質問に対しまして、お答えさせていただきます。 

  まだ、公開するというふうには、今ちょっと考えていないんですが、地域計画まとめる段

階にあって、個人情報だったり、そういうことがクリアできれば、公開のほうへ前向きに考

えてまいりたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） ありがとうございます。 

  地域計画の今のそれぞれの話合いの結果等々につきましては、各自治体で公表の仕方とい

うのは温度差があるのかなというふうに思いますが、それぞれ自治体では、やはり18条の１
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項に基づいて様式５の１というものなんですが、きちんとそれぞれの自治体の首長の名前で

公表をされております。ここで書かれている課題ですとか、そういった文言が、そのまま地

域計画の中でも、使われているというような状況になっております。地域計画の素案につき

ましても、これも同じ法律の19条で公表するものと、公開するものということで位置づけら

れております。 

  お隣の山形村さんですと、ホームページ用に、今後、各地区の懇談会行われるようなんで

すが、地域計画の流れと懇談会の会場と日時、それからその結果と、素案の公告は今後行い

ますよといったところが、ホームページ上に全て掲載されておるんですが、朝日村もぜひ、

ホームページ用に各地区の結果ですとか、今後、素案が出てまいりますがそちらの案につき

ましても、同じくホームページ上で掲載していただければと思いますが、そちらについての

お考えはいかがでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 大池産業振興課長。 

〔産業振興課長 大池 守君登壇〕 

○産業振興課長（大池 守君） 議員言われるとおり、やはり情報公開必要だと思いますので、

その辺もちょっと隣の山形村さんのやつ確認しながら、朝日村も倣って各地域、10地域です

がどんな状況だったかを、公開を前向きに考えていきたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） ありがとうございます。 

  それから、利用権設定事業の廃止についてお伺いいたしますが、現在、利用権設定促進事

業は新規、それから継続の手続は可能かと思いますが、こちらはいつまでその手続、農業委

員のほうで受付可能かどうかお伺いいたします。 

○議長（北村直樹君） 大池産業振興課長。 

〔産業振興課長 大池 守君登壇〕 

○産業振興課長（大池 守君） やはり、４月１日が切替えになりますので、３月末までの方

たちは大丈夫なんですが、それ以降の方たち、要は利用権の設定が切れるような場合は、中

間管理機構のほうへお願いするというような文面でお願いしていきたいと思います。 

  ３月に切れる方たちにも、やはりそのような情報提供はして、農地バンク、農地中間管理

機構を利用するような形で広報をしていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 
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○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） よろしくお願いします。 

  それから、中間管理機構の推進のところになりますが、今後は圃場の貸し借りにつきまし

ては、中間管理機構と農地法の第３条のみのところになってまいります。 

  今現在、やはり朝日村、昔から圃場されている方ですと、ちょっとうちの畑できないんで、

代わりにトラクターかけておいてよというような口頭での契約ですね。いわゆる闇小作とい

ったものが、やはりちょっと見受けられるところもあるかと思いますが、今回、地域計画の

区域内につきましては、このいわゆる闇小作といったものにはどのような対応になってくる

のか、考えをお伺いいたします。 

○議長（北村直樹君） 大池産業振興課長。 

〔産業振興課長 大池 守君登壇〕 

○産業振興課長（大池 守君） やはり、闇小作的なことは、多分、状況はあると思いますが、

ちょっと、実態までは分からないようなところがありますので、やはり今、そういう状況で

はないことを周知していかなきゃいけないと思いますので、これで、相対との中間管理機構

が一体化されましたので、農地中間管理機構に一本化されたことも周知しながら、貸手、受

け手というような形のところを、ちゃんとしてもらうような形をちょっと広報なりしていき

たい、ＰＲしていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（北村直樹君） 齊藤正法議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） 対応よろしくお願いします。 

  それから、目標地図の作成において、今現在、誰の圃場を誰が耕作しているかということ

が、まずその確定が必要になってくるかと思います。 

  また、今後、中間管理機構に移行するに当たっては、その賃料ですとか、期間、そちらの

確定も当然必要になってくるかと思いますので、それぞれ耕作者の方には、きちんとそこの

確定ですとか、今この圃場、幾らで契約しているかといったところの確認が必要になるかと

思いますが、そういった確認の作業につきましては、いつぐらいから始まる予定か、ご計画

ありましたらお伺いいたします。 

○議長（北村直樹君） 大池産業振興課長。 

〔産業振興課長 大池 守君登壇〕 
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○産業振興課長（大池 守君） やはり、賃料のところでありますので、相対であったり、そ

こでは賃料があったり、またはトラクターかけるだけということで賃料が発生しない状況も

ありますので、そういうところは、今貸し借りに対しては、中間管理機構も併せてそういう

ところはしっかりしているんですが、先ほど言った、やっぱり闇であったりというところは、

つかみ切れていませんので、やはり今、契約を結んでいただいている農家の方たちの賃料だ

ったりというところは、今、農業委員会のほうで把握しておりますので、そういうところを

使って地図に落とし込んでいくというような形になると思います。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） そちら、賃料ということでお金もかかってくるところもあるかと思い

ますので、確認のほうしっかりしていただくようにお願いいたします。 

  それから、メリットのところで１点お伺いしますが、出し手のメリットということの中に、

農地バンクが管理するという文言が、たしか入っているかと思います。農地の圃場主は、誰

かは分かっているけれども、借手がいないと。特に、今ですと遊休農地になって、雑草が生

えたりですとか、そういったようなところが出てくるかと思いますが、今後、地域計画の区

域内に入った場合に、そういった草刈り等々につきましても、中間管理機構のほうが独自に

やっていただけるのか、そこのところお分かりでしたらお伺いいたします。 

○議長（北村直樹君） 大池産業振興課長。 

〔産業振興課長 大池 守君登壇〕 

○産業振興課長（大池 守君） 今現在、農地中間管理機構が、朝日の農地を管理していただ

けるという実態がちょっと今ないものですから、それは、４月から今度は一本化されますの

で、借手がない農地というところの対応に対しては、また、農業委員会通して、遊休荒廃農

地にならないような対策は、ちょっとしていかなきゃいけないかなと思いますけれども、ど

こまで農地中間管理機構が行えるかというところも把握しながら、遊休荒廃農地の対策は取

っていきたいと考えておりますので、お願いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） ありがとうございます。 

  それから、（４）の地域計画外の圃場について、今回それぞれ10地区の圃場で地域計画の

懇談会を行いましたが、それ以外の含まれていないところでも懇談会ございました。今後も
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このような形で、地域計画に含まれない圃場の地域についても、懇談会等のようなものを行

っていただけるかどうかお考えありましたら、お伺いいたします。 

○議長（北村直樹君） 大池産業振興課長。 

〔産業振興課長 大池 守君登壇〕 

○産業振興課長（大池 守君） 今現在、計画をつくらなきゃいけないところは青地、いわゆ

る農振地域になりますので、農振地域でいうと、今10地域以外というと、針尾のほうに点在

しているような形、農振地域がありますので、そういうところをまとめてになるか、アンケ

ートを取るのかちょっとそれは、もう一度、農業委員会通して検討させていただきたいと思

いますので、お願いします。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） ぜひ、皆さん集まっていただいてお話ができるような機会が、もし設

けていただけるのであれば、ぜひ推進をしていただきたいと思います。 

  地域計画策定後の管理といったところになりますが、また、それぞれの地域で場合によっ

ては懇談会等が開かれるかと思いますが、今回の地域計画の懇談会でも、集まっていただけ

る方の人数について、やはり圃場の規模によって反比例するのかなといったようなところが

見受けられました。 

  地域計画の手引の中にも、やはり会議ということになりますと、いつも年配の経営者の方

が来て、いつもの代わり映えしないような方たちがどうするかという話になるよりは、多く

の方、奥さんですとか、後継者のある息子さんだとかお孫さん等も、来てもらえるような工

夫をするべきというような記載がございますが、今後も、そのような懇談会開く場合に、何

らかの形で多くの方に集まってもらえるような、何か仕組みを考えていただければと思いま

すが、今回の地域計画に出席された人数も踏まえて、もしお考えありましたらお伺いいたし

ます。 

○議長（北村直樹君） 大池産業振興課長。 

〔産業振興課長 大池 守君登壇〕 

○産業振興課長（大池 守君） 地域懇談会、幾つか私も参加させてもらったんですが、やは

り西洗馬原、古見原という大きな圃場のところだとやっぱり参加者も少なく、圃場に対して

参加者が少なかった面は否めないと思います。 

  そこで、何か得策があったところは、ちょっと厳しい、今、何か案があればというところ
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なんですが、ちょっと特に今用意はないものですから。 

  そういうところに、これから農地を守っていくという形で、どうしてもやっぱり意見いた

だきたいときは、何らかの別の事業なのか、土地改良事業なのかというところの、そういう

ときに合わせてとか、そういうようなところでちょっと、多くいるときに、また一緒に、こ

れからの農業ということを考えていただくような機会を設けさせてもらえればと考えており

ますが、ちょっとうまい得策が今のところ思いつかないんですが、そういうような状況で、

多くの皆さんに意見をいただけるような機会をつくっていきたいと思いますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） 周知といいますか、多くの方に集まってもらえる機会ということでは

あるんですが、直近ですとちょうど12日と13日に、朝日村５地区４会場でＪＡの車座講座ご

ざいますね、ぜひ、ちょっとあまりにも近々ですので対応難しいかもしれませんが、もしそ

ういった会ででも、農水省等でパンフレットがＰＤＦで出ておりますので、そういったもの

を置いておくことで、また地域計画のアピールになるかと思うんですが、ちょっとすみませ

ん、もうあさって以降、すぐのところでありますが、ご検討いただければありがたいと思い

ますが、いかがでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 大池産業振興課長。 

〔産業振興課長 大池 守君登壇〕 

○産業振興課長（大池 守君） ありがとうございます。 

  ちょっと、早速ＪＡさんと話をして、地域計画というものがこういうものだというものを、

何かパンフレットをちょっとつくらさせてもらって、ＪＡさんの計画になるのか、一緒のパ

ンフレットになるのか、分からないですけれども、ちょっと置かしてもらうような形でＪＡ

さんと詰めてまいりたいと思います。お願いします。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） すみません。ちょっと近々のところで申し訳ございませんが、ぜひ対

応のほうよろしくお願いいたします。 

  今回の地域計画は、朝日の圃場を守るということで、本当に１歩目の計画になります。ぜ

ひ計画倒れにならないように、いいものにしていただきながら、朝日の農地を守るという活
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動を継続していただくことをお願いいたしまして、私の１問目の質問を終わりにいたします。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員の１問目の質問は終わりました。 

  ２問目の質問をどうぞ。 

  齊藤正法議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） ２問目の質問をさせていただきます。 

  カスタマーハラスメント対応についてお伺いいたします。 

  近年、カスタマーハラスメント、いわゆるカスハラが社会問題として広く認識されるよう

になっています。 

  カスハラとは、消費者や利用者がサービス提供者や職員に対して、過剰な要求や不当な言

動を行うことを指します。その中には、暴言や威圧的な態度、長時間の不合理な拘束、場合

によっては暴力行為などが含まれます。 

  総務省での調査や自治体の報告によると、行政機関や公共サービスの現場でもカスハラ事

例が増加傾向にあり、これにより職員が精神的、身体的負担を受けるケースが少なくありま

せん。また、これらのハラスメントに対する適切な対応が遅れると、職員の士気低下や離職

につながり、住民サービスの質にも影響を及ぼすおそれがあります。 

  全国的に、カスハラ対応として具体的なマニュアルの整備や相談窓口の設置、場合によっ

ては迷惑行為防止条例の制定を行う自治体も増えており、その有効性が注目されています。 

  朝日村においても、住民との接点が多い職員や施設利用者を対象とした対応の在り方が重

要な課題であると考えます。そこで、本村においてカスハラにどのように対応していくのか、

また、今後どのように取り組んでいくべきか確認するため、以下の質問を行います。 

  （１）カスハラと見られる行為の実態や頻度について、どの程度把握されていますか。 

  （２）カスハラが職員に与える心理的、身体的な影響について、どのように認識されてい

ますか。 

  （３）カスハラ対応に関する具体的なマニュアルやガイドラインは整備されていますか。 

  （４）カスハラ防止の必要性を啓発する取組は検討されていますか。 

  以上、お伺いいたします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して当局の答弁を求めます。 

  上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 
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○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） それでは、齊藤議員のカスタマーハラスメント対応

についてのご質問にお答をさせていただきたいと思います。 

  最初に、カスハラと見られる行為の実態、頻度、どの程度把握されているかというご質問

でございます。 

  議員おっしゃられますとおり、カスタマーハラスメント、通称カスハラと呼ばれまして、

企業や従業員が顧客から受ける過度なクレーム、不当な要求、暴力的な行為など、著しい迷

惑行為のことを言い、深刻な社会的問題となっているところでございます。このカスハラ対

策のため、民間企業の間ではマニュアルを整備する動きもあるようでございますけれども、

明確な解決法はまだ確立されていないようでございます。 

  また、このカスハラの被害は民間企業だけでなく、自治体で働く公務員にも及んでいる状

況にありますが、特に自治体は公共の利益のために存在する組織でありまして、全ての住民

をサービスの対象としているという組織の特性がございます。 

  地方公務員法では、服務の根本基準として、「すべての職員は、全体の奉仕者として公共

の利益のために勤務し、且つ、職務の遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念しなけれ

ばならない。」と定められていて、住民側も公僕、いわゆる公衆に奉仕する者といった認識

を持ちやすいために、公務員に対する要求とか、エスカレートというものは増加傾向という

かひどい傾向になり、対策が難しいとされている状況でございます。 

  当村の実態でございますけれども、具体的な調査は行っていないために分かりませんが、

全国の公務員調査の結果としましては、過去３年間にカスハラの被害を受けた職員は46％で

あったということが報告されているものもございます。 

  当村のような地方の自治体におきましては、比較的まだ人口も少なく、都市部に比べると

まだ、住民のお互いの顔が見える関係にございますので、比較的に都市部に比べては少ない

傾向にあるとは思いますけれども、暴力的な行為はないにしろ、威圧的な態度や過度なクレ

ーム等を経験している職員はいると捉えております。 

  続きまして、カスハラが職員に与える心理的、身体的な影響についてでございますけれど

も、カスハラを受けると精神的な苦痛により、職場や対人対応への恐怖感、またストレスの

蓄積により、不安障害や鬱状態を引き起こし、療養休暇や休職といったケースに陥ることが

想定されます。 

  昨年度、カスハラ被害を受けた自治体職員が、鬱病を発症し退職に追い込まれたケースも

報告されているということは、認識をしているところでございます。 
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  続きまして、カスハラ対応に関する具体的なマニュアル、ガイドラインは整備されている

かのご質問でございます。 

  村では、平成15年になりますが、朝日村不当要求行為等対策要綱が定められておりまして、

職員が公務を遂行する上で受ける不当要求行為に対し、組織的取組を行うことにより、当該

事案に適切に対処し、もって職員の安全と事務事業の円滑な執行を確保するということとし

て定めてございます。この不当要求行為というものには、暴力行為による不当な要求、その

ほか、威圧的な言動により職員に嫌悪の情を抱かせ、不当な要求を強要するなどの行為を想

定しております。 

  また、こうした不当要求行為に対応する場合は、複数の職員で冷静に毅然とした態度で対

応し、その内容を逐次記録することとしているほか、事案が発生した際は、職員は所属長に

報告し、所属長は不当要求行為が確認された場合は、直ちに警告、退去命令、排除等、必要

な措置を講じ、事態が窮迫していると認めるときは、直ちに警察機関へ通報することなど、

不当要求行為が嫌がらせなどの行為に対しましては、個人でなく、組織的、包括的に対応す

ることとしております。 

  また、職員間のセクハラや上司からのパワハラなど、あらゆるハラスメントを防止するた

め、朝日村職場におけるハラスメント防止等に関する要綱も定めておりまして、こちらは職

員内部のハラスメントとして策定してございますので、カスハラは含まれておりませんが、

ハラスメントに対する相談窓口を総務課のほうに設置しておりますので、こうしたカスハラ

につきましても、何かあれば職員の相談に対応してまいりたいと考えております。 

  続きまして、カスハラ防止の必要性を啓発する取組の検討ということでございますけれど

も、この下のカスハラ等の行為の防止対策としましては、庁舎建設時にも検討がなされまし

たが、当時もほかの自治体で窓口において暴力事件等が発生した状況がございました。 

  そういったことから、当村の窓口は、通常のローカウンターという低いカウンターもある

んですけれども、職員を守るという観点から全てハイカウンターといたしました。また、窓

口に防犯カメラを設置してございまして、庁舎の入り口には、来庁者に防犯カメラを設置し

ているということを知らせる掲示を行っております。 

  また、事務所内には職員への暴力行為を防ぐために、さすまたを設置しているほか、カス

ハラの中には、職員の名札を撮影し、ＳＮＳで拡散をするといったハラスメントも報告され

ていることから、現在、顔写真入りフルネームの名札から職員の名字のみの名札に変更する

よう準備を進めています。 
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  また、職員研修としまして、一昨年からヘビー・クレーム対応研修という研修がございま

してこちらのほうに、これまで10名ほどが参加をしてございます。また今年度、職員研修セ

ンターの出前研修というものがございまして、こちらにつきましては全職員を対象に、窓口

接客とクレーム対応研修を実施する予定でおります。 

  今後、このカスハラの啓発等につきましては、今、ちょっと具体策はないんですけれども、

近隣やほかの自治体の状況踏まえて、検討していきたいというふうに考えておりますので、

お願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） ありがとうございます。 

  対応につきまして、不当要求行為についての対応といったところがメインになってくるか

と思いますが、やはり昨今カスハラという言葉は、とてもメジャーといいますか、聞かれる

ようになってまいりました。 

  やはり、職員の方につきましても、何をもってカスハラとするのかと、クレームなのか、

カスハラなのかといった判断基準といったところは、個々の受け止め方にもよってくるかも

しれませんが、やはりそういったものを庁内で統一されて、こういったものがカスハラだと

いったところは、明確にしていくべきなのではないのかなというふうに思いますが、カスハ

ラの判断基準が、それぞれの職員の方々が認識されているのかどうか、庁内でこういったも

のがカスハラだよといったことが統一されているかどうか、ちょっと現状をお伺いさせてく

ださい。 

○議長（北村直樹君） 上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） それでは、齊藤議員の２回目のご質問でございます

けれども、やはり定義というものが、なかなかちょっと設定するのが難しくて、職員側に落

ち度があって正当なクレームなのか、果たしてカスハラというか、過度な要求なのかという

ところを捉えるのが、やはりなかなか難しいと思います。 

  やはりそういったところは、複数の職員で対応するということで、個人だけでなくて、周

りで上司がいたりしますので、そちらのほう複数人で対応して、内容をしっかり聞き取って

対応していくということが大事になると思います。 
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  特に、当村の窓口もやっぱり若い職員多いですので、窓口、カスハラの受け止めをしてＳ

ＯＳを出した職員がいれば、周りの職員が気づいて所属長に報告をして、全員でそういった

ことなのかどうかということを、確認を含めて対応していくということが大事だと思ってお

ります。 

  今、ちょっとそういった対応ということで、要綱は定められているんですけれども、ここ

のところ、やっぱりそういった具体的なマニュアルとか、実際にどういう対応するのかとい

うことが、しっかり職員間のほうで認識化されていないと思いますので、この機にしっかり

そういったマニュアルというか、どういった行動取るのかということも、ちょっと具体的に

また、定めてまいりたいと思いますので、お願いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） ありがとうございます。 

  それから、現状ということで、カスハラに限らずハラスメントの実態を把握するために、

職員に定期的なアンケートですとかヒアリングを行う予定があるかどうか、お伺いさせてく

ださい。 

○議長（北村直樹君） 上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） 齊藤議員のご質問ですけれども、先ほども申し上げ

ました、ちょっと職員の実態調査というのが行われていなくて、これまでのハラスメントに

対する調査というのは行われておりませんでしたので、また機会を持ってちょっと対応して

いきたいと思います。 

  村では、一昨年ですか、それまで職員間のハラスメントにつきましても、セクハラのみだ

ったんですけれども、中小企業のほうで、パワハラに対する要綱の規定も盛るような国の法

律の改正がありましたので、村のほうでもパワハラに対応するハラスメントの要綱なんかも

定めておりますので、ちょっとまたそういったものがあるかどうかというのを、また機会を

捉えて調査を進めてまいりたいと思います。 

  そして、このカスハラでございますけれども、今、総務省のほうで全国的な調査が行われ

ているということで、全国の自治体の中で抜き打ちで、今、アンケート調査が行われている

状況にございます。たまたま、朝日村がその一つに該当しまして、今、職員のうち25名抽出

で、アンケート調査を行って総務省のほうに報告するようにしてございますので、よろしく
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お願いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） ありがとうございます。 

  それから、最後になります。 

  啓発活動のところで１点になりますが、せんだっても某町長が、選挙の関係で机をどんと

たたいた動画が出回って、パワハラだと大炎上した件がございますが、カスハラに限らず、

ハラスメント全般について、やはり加害者は無自覚なことが多いとよく聞きます。 

  ですので、どういったものがハラスメント、カスハラだとか、パワハラだよといったもの

を、やはり庁内だけではなく、村民に向けても何らかの形で啓発活動をしていく必要もある

のかなというふうに思ってまいります。 

  今回、カスハラについての質問といったところになりますので、今後カスハラの具体的な

事例、そういったガイドラインですとかそういったものを村民に対して、広報誌等を使って

啓発される予定があるかどうか、お伺いをいたします。 

○議長（北村直樹君） 上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） 齊藤議員ご質問の啓発の関係ですけれども、先ほど

お話させていただきましたとおり、ちょっと現時点では考えておりませんでしたけれども、

やはりハラスメントについては、加害者というか、知らない間に自分が加害者になっている

ケースもあると思いますので、そういった形で、知らない間に加害者になっていませんか、

みたいな形で、住民のほうに防止の普及啓発とか、チラシの配布とか、ポスターの掲示等に

つきましては、ちょっと今後、検討させていただきたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） 対応のほうよろしくお願いいたします。 

  毎年、12月は職場のハラスメント撲滅月間だそうです。 

  厚労省でも、対策のリーフレット等作成しておりますので、ぜひ職員を守る対策ですとか、

支援体制の強化をお願いいたしまして、２問目の質問を終わりにいたします。 

○議長（北村直樹君） これで、齊藤正法議員の一般質問は終わりました。 
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  ここで昼食の時間を取りたいと思います。 

  再開を13時20分といたします。 

 

休憩 午後１２時０７分 

 

再開 午後 １時２０分 

 

○議長（北村直樹君） 一般質問を再開いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 中 村 文 映 君 

○議長（北村直樹君） 次に、２番、中村文映議員。 

  中村文映議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） ２番、中村文映です。 

  本日は、２項目について質問させていただきます。 

  １項目目。朝日小学校の学びの改革について伺います。 

  先日、朝日小学校で開校150周年記念式典が盛会に行われました。子供たちの元気な発表

や歌声に朝日っ子パワーをもらい、全校児童が真摯に取り組んだ式典に大いに感動を覚えた

次第です。 

  しかし、学年ごとクラスごとに整然と並び、礼儀正しい子供たちの姿を見てふと思ったこ

とは、この激動の時代にあって30年前の息子や、60年前の自分の頃の式典風景とあまり変わ

っていないなという思いでした。 

  朝日小学校の150年の歴史は、まさに日本の義務教育制度の歴史とも重なります。年齢に

応じた学年区分や統一化、確立されたカリキュラムなどを先生が教え授ける一斉教育法は、

子供を効率的に組織化する社会的技術として大きな効果を発揮し、明治以降の日本の経済発

展に大きく貢献したと言われています。 

  先日19日長野県教育委員会は、10月３日から募集していた学びの実践校の申込みを締切り、

県内33市町村から計38件（126校）から提出があった応募内容の選考会議を開催しました。 
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  県は、長野県総合５か年計画しあわせ信州創造プラン3.0の教育目標の中、個別最適な学

びの転換プロジェクトの取組の一環として、異年齢での学習や学校生活の新しいルールづく

りに取り組むなど、従来の学校の在り方を大きく変えるウェルビーイング実践校（ＴＯＣＯ

－ＴＯＮ事業）を進めています。ウェルビーイングとは心身ともに満たされた状態のことを

言い、県の応募要項には、全ての子供が「好き」や「楽しい」「なぜ」をとことん追求する

ために、自ら学び方を選択でき、自己実現できる学校としています。 

  そこで、以下の質問をします。 

  １、教育委員会は学びの実践校事業について教育委員に諮り、検討を行いましたか。また、

小学校校長とこの件につき打合せ及び意見聴取は行いましたか。 

  ２、募集に当たっての県教委の資料に「変化の激しい時代、子供も多様化。教育課題は山

積。これに対応していくには、学校は今のやり方のままでは限界」との現状分析があります

が、教育長は現状をどのように捉え、今後どのような学校を目指すか伺います。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  百瀬教育長。 

〔教育長 百瀬司郎君登壇〕 

○教育長（百瀬司郎君） それでは、私のほうから中村議員の１番目のご質問、朝日小学校の

学びの改革についての１番目、村教委は学びの実践校事業について教育委員会に諮り、検討

を行ったか。また、小学校長とこの件について打合せあるいは意見聴取をしたかということ

についてお答えをいたします。 

  まず、今回募集のあったのは、県教委の事業「ウェルビーイング実践校ＴＯＣＯ－ＴＯＮ」

であります。目指す学校の姿は、全ての子供が「好き」や「楽しい」「なぜ」をとことん追

求するために、自ら学び方を選択し、自己実現できる学校をつくるということでございます。 

  募集は、教育委員会とそこに属す小・中学校が対象であり、募集期間は10月のほぼ１か月

間でございました。 

  結論としては、朝日村教育委員会としては手を挙げませんでした。朝日村教育委員会では、

この情報が入った９月末の教育委員会の席で、県からの資料の説明及び協議を行いました。

その席では、具体的にどういう学校にするかという学びをイメージできるか、いい取組だと

思うが、先生方が主体的にやる気にならないとこれは進まないなどの考えが出されました。 

  校長先生とは９月と10月に学校としてどう対応するか検討をいたしました。小学校でも検

討をしていただきましたが、取組の柱を決めて先生方の意思統一を図るには、音楽会あるい
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は通知表をまとめる10月の多忙期の公募１か月間では検討時間がなさ過ぎるということで、

今回は応募を見送ることといたしました。 

  次に、２番目の募集に当たっての県教委の会議資料に「変化の激しい現代、これに対応し

ていくには、学校は今のやり方のままでは限界」との現状分析がありますが、教育長は現状

をどのように捉え、今後どのような学校を目指すかについてお答えをいたします。 

  現在の学校の状況は、従前と違い大きく様変わりをいたしました。特にコロナ禍を経て、

さらに教育の在り方、ものの考え方が変わり、それまで当たり前と思われていたことが当た

り前でなくなる世の中になりました。まさに多様性の時代であります。 

  そういう意味で、議員のおっしゃるとおり、学校は今までのやり方ではどうしても手詰ま

りになっているのが現状でございます。 

  ちょうど今年、朝日小学校は150周年を迎えましたが、今の学校教育の姿は150年前のその

頃とそう変わりはございません。教師が黒板の前にチョークを手にして立ち、子供たちは整

然と机に座って先生の講義を聞くという姿であります。常に子供たちは教師からの指示や指

導で学問のシャワーを浴び続けるという形でございます。これは効率的、あるいは統制とい

う意味では大変有効な指導方法であったかと思います。 

  しかし、これからの子供たちが生きていく時代は、常に変化する社会情勢の中で、それま

での言われたことだけやる、あるいは指示どおりに動くだけの主体性のない人材ではなく、

前提や常識に捉われず新たな発想で課題を解決し、自らの力で、あるいは仲間とともに協働

的に未来を切り拓いていく力が必要になります。 

  そのためには自分で考え、自分で判断し、ものごとに対して主体的に動き、ときには自己

主張をし、他者に働きかけ、また、他者とともに学び合う人間を育てなくてはなりません。 

  このようなことを考えたとき、私どもの教育大綱の基本理念にしたためた「ふるさとを想

い 未来をともに拓き 自らを耕し続ける人づくり」を念頭に置けば、仲間と力を合わせ、

自らを磨き、昨日と違う今日の自分に高めようとする人づくりを進めたいと考えております。

そこで、これからの学校教育では、子供が主体的に自らの課題を追求する学びを位置づけよ

うと考えています。 

  そのための１つ目、子供が自らの課題を意識を持って追求するために、ときには学習を教

師指導型授業から抜け、問題解決型の学習に切り替えていくことです。算数、国語、社会な

ど教科学習はもちろん、総合的な学習の時間などでも課題追求型の授業を行うことが大事だ

と考えます。 
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  そのための２つ目は、朝日村に根差した学習を取り入れ、朝日村ならではの学習活動を取

り入れていくということが大事だと考えます。言い換えれば、朝日村の持ち味を生かし、学

習材にすることでございます。仲間と教室を飛び出し、地域にフィールドを求め、地域の大

人と会話し、自らの課題解決に向けてアクティブに体験し探求することが大事になります。

まさに県のＴＯＣＯ－ＴＯＮが提唱している「好き」や「楽しい」「なぜ」をとことん追求

する姿であります。 

  そういった中で、自分が育った朝日村をより深く知り、朝日村への愛着を持ち、やり遂げ

た自分自身に自信を持ち、自己肯定感を高める子供が育つこととなります。 

  これが私が考える子供が主体的に学ぶ、朝日村が好きな子供を育てる学校のイメージでご

ざいます。 

  以上であります。 

○議長（北村直樹君） 中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） ありがとうございます。 

  確かに私も１か月という募集期間は短かったなというふうに感じております。その中で、

それぞれの機関が調整して企画書を出していくということは、なかなか難しいなというふう

に思いましたけれども、ただ、実際のところは先ほども紹介しましたけれども、33の市町村、

126校で申込みがあったのも事実です。 

  先ほど教育長のほうから紹介いただきました朝日の取組もありますし、検討内容も理解い

たしましたが、やはりそれぞれの学校がそれぞれに今のままでは駄目だという問題意識を持

って、学びの改革に日頃取り組んでいたからこそ、この１か月の間にも126校から申込みが

あったというふうに私は捉えるんですけれども、その辺は教育長のお考えは。 

○議長（北村直樹君） 百瀬教育長。 

〔教育長 百瀬司郎君登壇〕 

○教育長（百瀬司郎君） 中村議員２番目のご質問にお答えします。 

  １か月間という募集期間は大変短いという、これは本当に短くて、各市町村の教育長さん

たちにお話を聞いても、やはり大変短い期間でまとめられないというようなお話もお聞きし

たところでございます。 

  しかし、中村議員がおっしゃるとおり33市町村は手を挙げているわけですから、その間に

まとめることはできたということだというふうに思います。それはいずれにしても課題意識
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をしっかり持って、そして、そこに対する問題意識をみんなが共有していたということかも

しれません。 

  それでは朝日村ではそういうことが共有できていなかったかというと、そういうことでは

なくて、やはり先生方が統一した意識を、その柱を据えるということがなかなかできにくか

ったということでございます。ですから、先生方お一人一人には課題意識、今の教育につい

ての課題意識それぞれの立場でそれぞれ持っていたわけですが、それを今度はどういった１

本の柱で動こうかとするときのまとめがなかなか難しかったということでございます。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） ありがとうございます。 

  県の発言といいますか、県の文書なんかを見ていますと、県は2027年頃までにウェルビー

イングに取り組む学校を50％ぐらいまで引き上げたいというような目標を持っているような

んですけれども、今教育長のほうから決して朝日の中でも問題意識がなかったりしたことで

はなく、柱が、総合的な柱、どちらに進むかという柱がまだ決定できていないかということ

だったんですけれども、それに取り組む県の動きに比べて、多少ゆっくりかなという思いも

受けるんですけれども、教育長が今後柱を進め、朝日の小学校の中で実践していくためのス

ケジュール感というものがあったら教えていただきたいんですが。 

○議長（北村直樹君） 百瀬教育長。 

〔教育長 百瀬司郎君登壇〕 

○教育長（百瀬司郎君） 中村議員３番目のご質問にお答えします。 

  学校を変えていくスケジュール感というようなご質問だと思いますけれども、今回のＴＯ

ＣＯ－ＴＯＮの考え方というのは、非常に私は共感できるものがございますし、恐らくこの

考え方はこれからの長野県教育をあと数年すれば、多くの学校がそういった学校の取組を始

めていくんじゃないかというふうにも思います。 

  しかし、こういったそれぞれのやり口を決めて、そして学校を改革していくというやり方

は、やはり先生方同士のコミュニケーションとか、あるいは、そういったうちの学校ではこ

ういう柱で進めていくんだという方向性をある程度一本化しなきゃいけないものですから、

そういった意味では先生方同士の懇談とか、あるいは検討がどうしても必要になるかと。 

  そういったことは、いずれにしても１年あるいは２年後には実践に入っていくと思います
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ので、恐らく朝日小学校としてもあと１年の間は検討しながら令和８年ごろにはある程度の

方向性で実践に取り組んでいくことになるかなということも考えられます。 

  そんなことも、これから校長先生と、これから毎月私ども校長先生とは懇談を重ねており

ますけれども、そういった機会を通して、来年あるいは再来年に向けて検討を進めてまいり

たいと思っております。 

  以上であります。 

○議長（北村直樹君） 中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） 私が改革に必要性を強く感じるのは、先日新聞発表された全国の不登

校児の数です。小・中学生の不登校児が全国で34万6,482人、11年連続、前年比で15.9％も

増えているということです。 

  また、長野県でも7,060人で前年比23.1％、2019年度から2023年度の５年間で倍増してい

るという、これが現実のわけですので、県はこの状況に公教育の改革は待ったなしとしてい

るわけなんですけれども、この件についての教育長の認識と、また、朝日小学校の不登校の

状況というのは今どうなっているか教えていただきたい。 

○議長（北村直樹君） 百瀬教育長。 

〔教育長 百瀬司郎君登壇〕 

○教育長（百瀬司郎君） 中村文映議員４番目のご質問お答えをします。 

  不登校生が増加しているという、この前の新聞の報道34万人という全国の報道、大変びっ

くりしたところでございますし、しかし、コロナ禍を経て不登校生が急激に増えたというこ

とも事実でございます。そういった子供たちのものの考え方とか、あるいはやり口とか、あ

るいは迫り方というのが、やはり子供の側でも変わってきているというふうに思います。 

  しかし、学校がこれまでやってきたやり方というのがございまして、そこに子供をはめよ

うとすると不適応を起こしていくという子供も増えていくというのが、ある程度これからの

考え方になるのではないかというふうに思います。 

  そういう意味では、子供を変えていくという考え方ではなくて、学校が変わるという方向

に方向を変えないといけないのではないかというふうに思っているところでございます。 

  ですから、不登校生の今ある現状をそれぞれ一人一人状況は違いますけれども、しかし、

学校に対する不適応があるとすれば、やはりその子なりの状況を捉えた上で、その子なりの

居場所とか学び口とか、そういったものを学校が提供していくということが、これから求め
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られることになるんじゃないかというふうに思います。 

  朝日小学校の不登校生現在３名、４名当たりのところでございます。コロナ前はゼロとい

うような状況もございましたけれども、コロナ禍を経て、若干増えてきているという状況が

見られます。 

  以上であります。 

○議長（北村直樹君） 中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） 朝日小学校の取組は、私はすばらしいと思うんです。コロナ禍を経て

３名、４名というふうな形でやっているかと思うんですけれども、先生たち学校に来る取組

をしっかりしていただいていると思います。 

  ぜひ、先ほど来教育長がおっしゃっている、今特に最後におっしゃったように、子供を学

校に合わせるんじゃなくて、学校が変わっていくという姿勢で取り組んでいただければなと

思いまして、私の１問目の質問を終わります。 

○議長（北村直樹君） 中村議員の１問目の質問は終わりました。 

  ２問目の質問をどうぞ。 

  中村文映議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） 最初に議長にお断りしたいんですけれども、私の一般通告の文言には

入れていなかったんですけれども、午前中の質問を聞きまして、私の質問への答弁にも関係

するかと思いますので、一言申し上げてから質問に入りたいと思いますがよろしいでしょう

か。 

○議長（北村直樹君） 中村議員の一般質問の理解や議論を深めるため、関連質問であればこ

れを許可いたします。 

○２番（中村文映君） ありがとうございます。 

  午前中の質問の答弁の中で、ＣＯ２削減があたかも目的であるような答弁がございました。

あくまで目的、目標は世界が取り組まなければいけない目標は、自然との共生です。ＣＯ２

削減の多くの取組は、それはあくまでその手段であって、決して目的ではないと私は考えま

す。 

  また、世界の国も全ての自治体が取組を進めているとの答弁がありましたが、現実は村で

も条例をつくりましたが、今全国の地方自治体では再エネ導入を抑制する条例が制定された
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り、強化されております。その数は250を超え、促進する条例が30から40程度であるのに比

べてはるかに多くなっているのが現実でございます。それは、山を切り崩したり、森を切り

開いたり、川を枯れ川にしたりと環境保全や安全面で許容できないような事業が実際行われ

ているからです。 

  以上を申し上げてから、私の質問に入らせていただきます。 

  ２問目、庁内検討会議と情報公開の在り方について伺います。 

  先日、中学生・高校生による中央公民館と周辺公共施設の「あり方を検討する会」のワー

クショップが開催されました。村は昨年度施設の今後につき庁内で検討会を開き、たたき台

になる案を作成し、議会も素案の説明を受けました。現状分析や課題を捉える内容、具体的

な図案などを分かりやすく丁寧な仕事をしていると感じました。 

  その一方で、この間出席させていただいた小水力発電所、食肉加工施設の村民説明会等の

村の答弁は、「業者の説明では」「業者の資料では」「調査はしていない」「私の感覚では」

「専門家に意見を聞いていない」「明確な事業計画が提出されていないので検討が進んでい

ない」等々の村の答弁を聞くにつけ、庁内での検討が十分されず、言ってしまえば業者・事

業者任せの姿勢を感じます。 

  また、村民へ速やかな情報公開、十分な情報提供し、村が率先して村民の多様な考え方や

意見を聞く姿勢が見えないと感じています。村民の皆さんからは、「新聞で見たがどうなっ

ているんだい」「そんな会があったんだね」「方向が決まってからじゃ聞いても仕方がない」

「村長が会議の冒頭でこうしたいと言うのはおかしい、村民の意見を聞いてから決めるんじ

ゃないのかい」「船が出航してから行先を聞くようなものだ」等々私の下に多く寄せられて

います。 

  鎖川の小水力発電所建設事業推進も食肉加工誘致も情報を得ている村民の皆さんの関心は

高く、また、情報ソースによって大きくその判断が分かれています。しかし、両事業とも今

を生きる村民はもちろん、将来世代にも影響が及ぶ50年、100年と続く長期的な事業である

にもかかわらず、主人公たる多くの村民に責任ある村の独自の調査、研究、検討による十分

な検討材料、判断材料、情報が提供されていないと感じています。 

  そこで伺います。 

  １、村は両事業に対し庁内職員による検討委員会をつくり、専門家や学識経験者から意見

を聞いたり、調査・研究をして、村長や村民に判断材料を提供するような報告書や提言書を

作成していますか。 
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  ２番、議員の質問にもありましたが、先月17日に行われた食肉公社進出計画説明会を報道

関係者に非公開にした理由は何か。また、村が村民に向けて開く会を非公開にする明確な基

準はありますか。 

  ３、こちらも先ほど清沢敬子議員の質問にもありましたが、松本市は公文書公開条例を松

本市情報公開条例へと全部改定しています。その１条に「市の保有する情報の一層の公開と

市民の積極的な市政参加を図り、もって市の諸活動を市民に説明する責務を果たし、市民の

的確な理解と批判の下にある公正で開かれた市政推進に寄与する」とあり、第３条には「市

は重要な政策を決定するに当たっては、企画・立案の段階から適宜必要な情報を市民に提供

するよう努めなければならない」とあります。 

  村には現在公文書公開条例はありますが、目覚ましく進む情報化社会に対応するため、情

報公開条例に改定する予定はありますか。 

  以上、質問します。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して当局の答弁を求めます。 

  清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢光寿君登壇〕 

○企画財政課長（清沢光寿君） それでは、中村議員ご質問の庁内検討会議と情報公開の在り

方についてご説明いたします。 

  初めに、私は原新田企業誘致事業に関する調査等についてお答えいたしますが、企業誘致

につきましては、関係する課と連携を図りながら協議を行ってございます。企業、そのほか

県、地権者等と調整を図り進めており、直接村が調査・研究を行い、報告書や提言書を作成

することは現在実施してございません。 

  次に、食肉公社進出計画における全村民向け住民説明会を非公開とした理由でございます。

先ほども小林議員のご質問にお答えいたしましたが、この食肉処理施設移転計画につきまし

て、いまだ不透明な内容でございまして、報道機関による新たな情報発信が独り歩きして、

村民の皆様にさらなる不安を抱かせてしまうというような考えから非公開で実施させていた

だいてございます。 

  また、この企業進出につきましては村が直接行うものではなく、あくまでも長野県食肉公

社及びその上部機関でございます全農が行うものでございます。本事業の主体者側が明確な

情報を公表しておらない中、当村が積極的に行うことがどうか、または進めることがなかな

か難しいというふうに捉えてございますので、食肉公社や県と相談をし実施しておりますの
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でご理解をお願いいたします。 

  また、村には村民向けに開く会を非公開とする明確な基準というものがあるかどうかとい

うことでございますが、そういったものの明確な基準は特にはございません。その事業案件

に応じましてそれぞれ対応してございますのでご理解お願いいたします。 

  次に、朝日村公文書公開条例につきましては、先ほど清沢敬子議員にご回答させていただ

いたとおりでございますが、村民への情報公開、やはり積極的に村政に対する村民の理解と

信頼を深めて、そして村民参加による開かれた村政の推進には不可欠だと捉えてございます

ので、今後先進市との状況を踏まえながら検討してまいりますのでよろしくお願いいたしま

す。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） 今お聞きしますと、庁内検討はもちろん各課で一緒に行っているとい

うことだったんですが、詳しい調査とか研究等はしていないということだったんですけれど

も、今私の手元に今回の小水力発電についていろいろ調べる中において、白馬村の庁内小水

力発電研究会報告書というのが出てきまして、それを読ませていただいたんですけれども、

当然状況は違うと思いますが、白馬村は自分のところでやろうとか、それから民間も導入し

ようとか、いろいろな関係の中でこれを研究していますから、全く朝日村の状況とは違う部

分もありますが、でも、こちらを読ませていただきますと、前副村長の発案の下に上下水道

課長、それから農政課長、農政土地改良係長、農政主事、建設課長、財務主任、子育て支援

課主事、総務課企画調整係長、集落支援地域おこし協力隊等11人からなる検討会を開きまし

て、そしてメリット・デメリット、それからどんなふうな取組がされたらいいのか、民間誘

致なのか、自主でやっていくのか等々を約13ページにわたって調査報告書を提出して、それ

がホームページ上でも公開されています。 

  私は、村のこの事業に対する、先ほど来村が主体となって行う事業ではないというご答弁

ございましたけれども、やはり以前の村長の答弁の中にも、村でも考えるかみたいな発言も

あったと思いますので、できれば事業を進める上において、いろいろな事業これからも出て

くるかと思うんですけれども、やはりいかに庁内で意思統一し、それを理事者のほうに対し

て判断材料とするような仕事の仕方をしていっていただきたいというふうに思うわけですけ

れども、その辺いかがでしょうか。 
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○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 仕事の進め方についての考え方ですよね。 

  中村議員のおっしゃるとおりで、今例えば公民会周辺施設の在り方とか、それは今のよう

な進め方でやっております。 

  ただし、今回の２つの件は企業を誘致するというところで、我々のノーアイデアの中から

企業が進出したいという、こういう手を挙げてきた事例でありますので、そこまでの全員で

もって、さてこれからどうするかという検討とは私はちょっと違うと思っています。 

  ですから、あくまでも進出する企業がどういった考え方を基に、どういった事業計画を立

てて、それが村のためになるのかならんのかという部分は村で判断しますが、仕事の進め方

としては、やはり企業が朝日村に進出したいというのがまずの発端でございますので、そこ

までの我々はスタッフを検討するということでは、いままでやっておりません。 

  ただ、今回は鎖川の自然を考える会の皆さんとも協議をさせてもらっている皆さんとも協

議をさせてもらっている中の一つとして、今の計画は反対ですというふうに言われていて、

その会の皆さんとも再度確認をし合ったのですが、小水力を将来大事な柱に据えるというと

ころは合っていますので、そういったこと今後分かってきていますので、村としても将来に

向けた小水力発電はどうあるべきかというのは、これから並行して、もしかしたらやってい

かなくてはいけない、そのように思っています。 

○議長（北村直樹君） 中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） 今村長のほうから答弁いただきましたけれども、やはり私は他者から

持ち込まれた企画案であっても、村の今後のことを考えた場合、それが村にとってメリット

があるのか、デメリットがあるのか、これを誘致すべきか、すべきじゃないかについては、

やはり村民の意見を聞き、それから庁内で検討し、結論を出していくものだと思うんです。

他力本願であってはならないなというというふうに思うところです。 

  先日、食肉加工施設の説明会の折に担当課長のほうが税金と村のメリットについて質問を

受けました。そのときに事業自体が明確になっていないので、今のところまだお答えできな

いと、そういう税収面とかについての計算もまだしていないという発言がございました。 

  私は、何とも遅いなというふうに思ったところなんです。現在食肉公社は稼働中の企業で

すので、当然財務状況というのは調べれば分かりますし、どれだけ税金は納めているかとい
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うものも分かりますので、やはりそういう数字を基に試算を行い、これだけ村に税金が入る

メリットがあるとか、この部分せっかく増えた部分について、長期的な事業でございますの

で、何十年にわたってこういう形で税金が村に入ってくるんだから、今地権者から要望の強

い工業団地の予定地の、先ほど来話も出ましたが、線下を村が公園にするとか駐車場にして

いきたいというような構想を村が事業に対して描く工業団地構想をつくっていただいて、そ

れを村民に示すことが村民の判断材料になろうかと思います。 

  その辺についてはいかがですか。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 今質問は２つほど要素があったと思うんですが、最初のほう、この間

の説明会で課長がうまく答えられなかった、それはもう当然その時点で答えるべきであろう

というところですよね。それは許してください。まだ何も構想がないもんで、いただいてい

ないもんで、これからなんです、これから。 

  ですから、これからもっともっと村民の皆様に、または当然地権者の皆様にちゃんとした

事業が見えてきたらお知らせをしていくと。それで、見えてきたら事業計画も見えますから、

それでもって我々としてはやっとそこで計算ができる材料がそろうわけですよね。 

  今申し上げられませんが、その件に関してはゼロでありますので、これ以上私は答えるこ

とができません。 

  もう一つのほうは何でしたっけ。 

〔「村が事業に対して描く工業団地の構想を」の声あり〕 

○村長（小林弘幸君） 分かりました。 

  村が描く工業団地の構想ということになれば、やはりあそこを村の土地開発公社がまずは

全体を買って、そして区画整理をして、そして売り出すというのが村のやり方になると思い

ます。ですけれども、今はあそこは我々としては全部を村が、土地開発公社が買って、そし

て区画整理をして、そこに企業誘致をするという財力と力が今ないもんですから、いわゆる

あそこ全体を工業団地化ということで応募を求めると、企業進出を求めるという策できてお

りますので、ちょっとその辺はご理解をいただきたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） 今村長のおっしゃったことも分かりますが、ただ、先ほども私も申し
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ましたけれども、企業の財務状況とか今税金をどのくらい納めているということは、もう分

かるわけですので、努力すれば分かることであり、そんな秘密難しいことではないと思いま

すので、そういうことも含めて研究していただきたいということと、それから、描く工業団

地の構想につきましても、資金的なものももちろんあるんでしょうけれども、でも、長期的

な経過でもし企業が、誘致がなったということになれば、こういう形で財政が増えるわけで

すから、これを使ってやろうとか、何らかの形でやはり今後手を打っていっていただきたい

と思います。 

  あと、小水力の発電所の計画についてもしかりなんですけれども、やはり私はメリット・

デメリットを村民に伝え切れていないので、なかなか村民の理解が進まないんではないかな

というふうに考えております。 

  先ほども申しましたが、総論でのＣＯ２削減に貢献とか再生可能エネルギーの推進という

だけでは、やはり村民は理解ができないと思いますので、デメリットについて、当然鎖川の

自然を守る会の皆さんも再考をお願いしているのは、ＣＯ２削減の必要性も小水力発電のメ

リットも理解した上で、あくまで村が村民に将来にわたって受けるデメリット、環境に与え

る悪影響が大きくありませんかということで、また朝日村の鎖川の清流を一企業に託してい

いのですか、立ち止まって検討してくださいということをお願いしているというふうに私は

思っております。 

  先ほど来、村の発言の中にもございましたが、外から持ち込まれた企画で、村がお金を出

したり主体的に取り組む企画ではないというお話でしたが、結構、建設環境課長はじめ村長

も含め、議会もそうですが、多くの労力を使って今この事業を検討を、まだ今の段階してい

るんですけれども、もうそろそろ決着をつけたほうがいいのかなというふうに私は思うとこ

ろです。 

  先日提出された署名が1,200人を超えるというふうにも私は聞いております。水利権を持

つ漁協のほうも理解がなかなか得られないということも聞いております。 

  これ以上判断を引き延ばせば、企業側にも、やはり企業側は期待しますし投資も続けてい

き迷惑がかかります。職員も本来の村の仕事以外、言ってみれば余分な仕事に貴重な時間を

取られています。判断を引き延ばしても、いいことは一つもありません。 

  村には現在、先ほど来説明があっている全県的松本広域で対応していかなくてはいけない

食肉公社問題もあります。村長、いつまでもこの問題に注力せずに、ここで決断をしていっ

てはいかがというふうに思いますが、村長いかがでしょうか。 
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○議長（北村直樹君） 中村議員の持ち時間が４分を切りました。答弁も手短に。中村議員は

集約に入ってください。 

  小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 豊田議員の質問にありますので、私はここで答えていいのかどうか分

かりませんが、小水力発電の価値、目的、いろいろ云々、先ほど中村議員のお考えをお聞き

しました。それはもうそのとおりでございます。 

  それで、将来にわたって、例えば今はある企業の計画でございますけれども、本当に将来

にわたってこの有効的な再生可能エネルギーの使い方を研究していかなくちゃいけないとい

うのは、これはやらなくちゃいけないことだと先ほども私答弁しましたけれども、ですから、

もう少し時間をいただいて、慌てることではありませんので、もう少し時間をいただいてじ

っくり、将来朝日村がやるためにも、漁協の皆さんだとかみんなに方向性を分かってもらい

たいという思いもありますので、もう少し時間をいただきたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） ありがとうございました。 

  ぜひ熟慮して、結論をなるべく早めに出していただければなというふうに思います。 

  最後ですが、ここで子どもの権利委員会に寄せられた子供たちの声を紹介して私の質問を

終わります。 

  「大人は自分たちが経験しない未来のことについて決めることをやるべきではないです。

あなたたちが地球を壊してしまったら、私たちはどこで暮らせばいいのですか」という子供

たちの声が国連に寄せられています。 

  以上で私の質問を終わります。 

○議長（北村直樹君） これで、中村文映議員の一般質問は終わりました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 羽多野 美 映 君 

○議長（北村直樹君） 次に、３番、羽多野美映議員。 

  羽多野美映議員。 
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〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） ３番、羽多野美映でございます。 

  私は２問質問させていただきたいと思います。 

  それでは１問目、地域とともに未来を切り開く教育のビジョン。自らを耕し続ける人づく

りのために。 

  これまで子供たちの体力向上や運動保育に関して、教育委員からは具体的な取組として１

校１運動や運動保育の工夫などの回答をいただいてきました。これらの取組は地域全体で子

供たちの成長を支える第１歩となっており、私はこれを非常に前向きに捉えています。 

  しかし、地域全体で協力し、持続可能な教育をつくり上げるためには、これらの取組をさ

らに発展させる必要があります。特に、朝日村の教育大綱に掲げられた「ふるさとを想い、

未来をともに切り拓き、自らを耕し続ける人づくり」の理念に基づき、これからの支援体制

をどのように構築していくのかが重要です。 

  現在、朝日村では学校支援ボランティアの導入や公民館講座での運動講座開催など地域と

の連携が進んでいますが、これらの取組を持続的に発展させ地域の特色を生かすためには、

どのような具体的な支援体制を構築していくべきでしょうか。地域全体が支える教育体制の

実現に向けて、今後どのような方法を取り入れていくべきか、教育委員会としてのビジョン

と具体的な施策をお伺いいたします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  百瀬教育長。 

〔教育長 百瀬司郎君登壇〕 

○教育長（百瀬司郎君） それでは、羽多野議員１番目のご質問、地域とともに未来を切り開

く教育ビジョンについてお答えをいたします。 

  大変大きなテーマをいただいておりますので、私からは特に地域の特色を生かし、地域と

連携した教育の支援体制の構築についてお話をさせていただきます。 

  議員のご質問にあるとおり、時代の変化に伴って今の保育や学校教育をはじめ、公民館活

動を含めた生涯学習においても地域との連携なくしては成り立たない時代となりました。朝

日村でもこれまで地域と連携して数多くの取組を行ってまいりました。朝日小学校では、コ

ミュニティースクールを母体とした学校支援ボランティアの皆さんに学校に入っていただき、

学習支援あるいは環境整備などのお手伝いをいただいております。 

  また、わくわく館ではＪＡはじめ地域の皆さんのサポートをしていただきながら、農業体
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験、川遊び体験、天体ゲストスピーチ等様々な体験をさせていただいています。保育園では

山雅のサッカー遊び、農園作業、餅つき、繭玉つくり、お年寄りとの交流など、地域と連携

して行われています。 

  鉢盛中学校では、総合的な学習の時間で、太鼓、地域の文化活動など、地域の伝統文化に

触れたり、地域の課題を探求する学びを展開したりしています。また、公民館講座における

運動・スポーツの講座やお料理など、文化的な講座も地域のその道に秀でた講師の皆さんに

よる教室が開催されているところでございます。 

  こうした朝日村ならではの特色を生かした地域連携は、子供たちの活動を下支えするとと

もに、学校だけでは実現できない子供たちの学びの幅を大きく広げていただいているところ

であります。 

  地域の教育力を生かし、子供たちが地域の大人と関わる中で地域を知り、人と触れ合い、

自らの糧としていく、これはまさに議員おっしゃる大綱にある自己を耕し続ける人間の育成

の場になると考えています。これらの取組については、今後もぜひ継続していきたいと考え

ているところであります。 

  さて、このような地域と連携した教育の場における取組を持続的に発展させ、具体的に支

援体制をどう構築すべきかというこれからのお話をさせていただきます。 

  ご承知のとおり、今学校教育に迫る大きな課題は中学校の部活動地域移行であります。こ

れは、鉢盛中だけでなく全国の中学校部活動を対象に行われることになります。鉢盛中学校

では、３市村の組合立となっており、松本市内の学校と同様に令和７年度末までに休日部活

動、令和８年度には平日部活動も段階的に地域移行となることを目指しています。 

  これまで学校の先生方が部活動指導をずっと行ってきましたが、少子化による部活動の縮

小、先生方の働き方改革のためにそれを是正していくことになります。しかし、これは戦後

何十年にもわたって築かれてきた学校部活が終わることであり、中学校教育の大きな転換点

になると考えています。 

  地域移行になりますと、指導者は地域クラブの指導者となります。しかしながら、山形

村・朝日村の２村だけでは指導者の確保がなかなか難しいのが実情であります。当面は地域

連携の動きは、この部活動地域移行への取組が最優先となります。中学生が休日や学校を終

えた後過ごす場、受皿となる活動団体、あるいは指導者となる方の確保などが急がれます。 

  私は、中学生が休日や放課後何の目的もなくだらだらと過ごすといったことだけは、ぜひ

避けたいと考えております。そのような意味で村内で志のある方、あるいは団体の皆さんに
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はぜひ手を挙げていただき、鉢盛中学校の生徒たちに力をお貸しいただければありがたいと

そう思っているところであります。 

  以上であります。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） 再質問をする前に、私の通告書の内容には記載されていなかった部

活動の地域移行について、この問題は地域で取り組むべき教育体制において重要なキーワー

ドとなりますので、以下、この再質問で触れさせていただくことを議長にお許しいただきた

いのですが、許可をいただけますでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員の一般質問の理解や議論を深めるため、関連質問であれば

これを許可いたします。 

○３番（羽多野美映君） ありがとうございます。 

  それでは、先ほどの教育長のご答弁で触れられた部活動地域移行は、地域との連携を進め

る上で重要な課題の一つだと私も考えております。今回の質問は、今後の教育のビジョンと

いう大きな枠の中で取り上げさせていただきましたが、この質問テーマを地域との連携を生

かした持続可能な教育体制と据えて進めさせていただきますと、部活動地域移行は、朝日村

全体として子供たちをどのように支えていくかという仕組みの土台として非常に大切な考え

方だと思います。現在国が進めようとしている部活動地域移行は、専門的なクラブへの移行、

試合や競技会に重点を置いた団体への受入れ体制の充実を図るような方向へシフトしている

ように感じていて、私は従来の部活動が持つ多様な価値を十分に反映できていない可能性が

あるのではないかということを心配しています。 

  部活動は、必ずしもトップアスリートや芸術家を育てる場ではありません。子供たちのチ

ームワークや責任感、努力する喜びなど日常生活でも生かすことのできる価値を得る場とし

て、日本特有の文化の一つであると私は認識しております。この文化を地域の中でどのよう

に再評価し、現代の子供たちに合った形で発展させていくかが、これからは非常に重要だと

考えています。 

  部活動の地域移行は、朝日村全体が子供たちを支え、地域との連携を深めていくためにそ

ういう取組になるべきかと思いますが、朝日モデルとして地域移行を進めていくために、ど

のような具体的な工夫や取組が必要だとお考えですか。お聞かせください。 

○議長（北村直樹君） 百瀬教育長。 
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〔教育長 百瀬司郎君登壇〕 

○教育長（百瀬司郎君） それでは、羽多野議員２番目のご質問についてお答えをします。 

  地域連携を生かしながら中学校の部活地域移行をどのように進めていくかというようなこ

とだと思いますけれども、やはり正直なところ、指導者となる人材というのはそうはなかな

かいないというふうに考えられます。大会やコンクールなどに出場ということになりますと、

登録あるいは資格取得、指導者研修等がどうしても必須となってまいりますので、そういっ

た状況の中に身を置くということは、それなりの意識の高い方ではないと、なかなか難しい

のではないかというふうにも思っております。 

  私の考えるのは、そういった方々によるお力で部活動地域移行をやっていただく方が出れ

ば、それはそれで非常にありがたいことですし、そういうところに入ればいいんですが、そ

うでない子供たち、部活に入らない、あるいはそういった活動に入らないで、属さないでフ

リーになってしまうというような子供たち、このところをどのように居場所として子供たち

を支えていくかというところが私には非常に大事な、大きなポイントになっております。 

  ですから、私の考えているのは、地域クラブでがっと形をつくった組織立ってやっていた

だくことは、それはそれでいいんですけれども、もっと気軽な中学生の居場所としての場所

ができないかどうかというようなところを今模索はしているところであります。 

  指導者というような肩書とか肩肘張らずに、自分の好きをやっている方は村内にたくさん

いるんじゃないかというふうに思います。例えばバドミントン昔やっていたとか、あるいは

吹奏楽に入っていたよとか、あるはイラストを私は得意で描いていた、茶道をやっていたよ、

あるいは落研にいましたとか、いろいろなそれぞれの村内の方の技がある。あるいはテクニ

ック、あるいは知恵がある。その技を持ち寄っていただきながら、子供たちにはそれに触れ

る機会の場所を設定していくというような、ちょっとまだ形にはなっていないんですけれど

も、イメージとしては子供たちがそういった場所に入って、気軽にそういったものに触れて

いくということができたら、もちろん小学生でも結構ですし、地域の方がそこに一緒になっ

て入ってもいいですし、将棋をやりましたとか、将棋を打っても結構ですし。もちろん一人

で勉強するというような形でも、それは全然構わないんですが、居場所としての場所を地域

連携の中でできないかなというのが、私の今少し胸の内で考えているところになります。 

  そういった中で、自分から少しでも何か自分を耕していくきっかけとなるものがその子の

中に芽生えたら、それは最高にすばらしいことですし、そして、またそれが趣味となったり、

あるいは生きる糧となったりするということもあり得ますので、いろいろな機会にそういっ
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たものに触れていくということが、中学生あるいは子供たちにできたらいいんじゃないかな

というふうに思っております。そういったニーズがあるのかどうかも含めて、とてもまだ形

になっているものではありませんけれども、イメージとしては地域連携としてはそんなとこ

ろができればいいなということを思っている次第であります。 

  以上であります。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） 教育長のおっしゃるとおり、子供たちの居場所として子供たちを支

える場所というのをどういうふうに考えていくかというのが、これからの地域で子供を育て

ることに関して非常に私は重要なことだと思っております。 

  地域移行に関しては、学校支援ボランティア、公民館講座、既存の取組についても地域と

のつながりを生かしたすばらしい努力だと私は感じています。しかし、一方で既存のクラブ

のマンネリ化、受入れ体制の不足、地元の文化やスポーツ資源の乏しさといった現状から十

分の幅広い選択肢を提供できない、そうじゃないかなということも心配として私は今感じて

いるところです。 

  ここで、先ほど教育長もおっしゃっていましたけれども、大会やコンクールを目指す、そ

ういったところの競技性、技術を高めるといった点から少し目を外してやはり私は考えたい

と思います。 

  子供たちが地域に自然に溶け込み、安心して参加できる新しい選択肢を増やすために、朝

日村としてどのような方策が考えられるかということを積極的に検討してほしいということ

です。これらの課題を解決するには、従来のクラブ形式に縛られない新しい発想が必要だと

思います。 

  しかし、新しい発想というのは、何かを生み出そうということではないと思います。普段、

この朝日村の普段使いの私たちの暮らしの中にあると考えていただきたいと思います。ここ

に具体的な提案をさせていただけるとすれば、農家の方々との連携による農作業体験、園芸

体験、実際に育て収穫し、販売まで手がけることが体験できるような取組、それから、地元

の作家さんと一緒に作品づくりをする。もしかすると地元の作家さんは、かなり朝日村の方

はハイレベルな方が多いですから、その作品づくりなどの場面に触れることはできないかも

しれません。そういう場合は下準備などの体験、展示会のプロデュース、そういったところ

も面白いかなと思います。 
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  あるいは、子育て支援センターでのボランティア活動、美術館での活動など、実際私たち

が生活する地域の日常生活の中で自然に溶け込める活動を模索するというのはどうかと思う

んですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 百瀬教育長。 

〔教育長 百瀬司郎君登壇〕 

○教育長（百瀬司郎君） ありがとうございます。 

  羽多野議員３番目のご質問にお答えをします。 

  今羽多野議員から大変ユニークで、また幅の広い、そして子供たちにまた夢を描かせるよ

うなご提案をいただいて大変嬉しく思います。私も地域に溶け込む、それは暮らしの中にあ

るんだという羽多野議員の考えには非常に賛成であります。子供たちが朝日村の今ある朝日

村の文化・芸術あるいは伝統、あるいは産業の中に子供たちが身を置いていくという、そう

いったことは、まさに朝日村の根っこにあるもの、まさに朝日村に入るということだという

ふうに思います。別に遠くのものではなくて、目の前にあることに親しみを持っていく、触

れていく、そういった活動が農業体験にしろ作品づくりにしても、そういったことも含めて

できていけば、これは最高にすばらしいことじゃないかなとそんなふうに思います。 

  また、こんなことも入れて今後検討をさせていただきたいと、そんなふうに思っておりま

す。 

  ありがとうございました。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） 教育長おっしゃるとおりで、このことこそが地域特性を生かした新

しい形だと私は思います。何かどこかの自治体で始めた新しいことをまねることではないと

思います。朝日村に従来からあるものを、従来の形のまま子供たちに自然に受け入れていく

ような体制づくりということができないかを模索すべきでないかと思います。 

  部活動の地域移行にこの質問の話題がシフトしました。この件につきまして、スケジュー

ル的な部分をお伺いするのは質問から外れますので控えさせていただきますが、ぜひスピー

ド感を持って取り組んでいただきたいと要望したいと思います。 

  そして、この問題は単に中学生の活動の場を地域で展開することにとどまらず、子供たち

の居場所づくりとして、地域全体で彼らを育て、支え、安心して暮らせる場をつくっていく

ことが本質的な意義であると改めて感じています。 
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  そこで教育長、とても漠然とした質問です。 

  冒頭にありました「地域とともに未来を切り拓く教育のビジョン、自らを耕し続ける人づ

くり」というところで、私はぜひ教育長の思いを伺いたいです。朝日村としての地域と子供

たちの未来像、10年後、20年後、描くとしたらどのようなものを思い描きますか。お聞かせ

ください。 

○議長（北村直樹君） 百瀬教育長。 

〔教育長 百瀬司郎君登壇〕 

○教育長（百瀬司郎君） 羽多野議員４番目のご質問にお答えをします。 

  答えになるかどうか分かりません。 

  私の教育観は、子供たちが通常でしたら保護者の庇護の下に育てていただいているという

形を取るだろうと思いますが、ある時期から子供たちが自分で自分のことを自覚した場合、

その時点から自分自身を自分で育てる立場になっていくというふうに感じています。これが

できるということが、本当はできているんですけれども、本人は気づかないことなのかもし

れません。 

  例えば、私が今から30年も前に教室の子供たちを目の前にして、小学校４年生の子供たち

が発言をしたら、教室で手を挙げて発言をするということが少なかったもんですから、どう

にかして発言みんなでしましょうみたいなことを考えたんです。そうしたら、そのときに子

供たちは、発言１回したらシールをもらって名前のところに貼り付けていったらどうかとい

う発言があったんです。子供たちは、それはとてもいいねと言って決まりそうになったんで

す。 

  そうしたら、ある１人の子が手を挙げて、私それは違うと思うと言ったんです。シールを

もらうことで発言をするって、それはそれでいいんだろうけれども、私は何か違う感じがす

る。それよりやはり自分で発言しようと思って発言するということのほうが大事だという言

葉をその子が言ったんです。 

  このときに私はそういう発想を全くそのときに持っていなくて、私もシールの段階であっ

たもんですから、この子の発言がどういう意味を持っているかということが分からなくてい

たんですけれども、後で振り返ったらもうすごいことだというふうに思いました。 

  そうやって子供たちは、自分の価値観とか自分自身をどう育てていこうかとすることを多

分持っている。気づかないかもしれないけれども、自分で自分を育てようとしているという

子供たちが多いと思うんです。そういう自覚できた子供たちを育てていくのが本当は大事で
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はないかなと、私は常日頃から思うようになりました。 

  あと20年後、30年後、それはやはりそういった自分で自分自身を育てるということを自覚

できた人づくりをしていくことで、村民の皆さんの向上というか、精神的発展につながって

いくんではないかなというふうにも思っています。 

  ちょっとまとまりませんが、すみません、こんなことで許してください。 

  以上であります。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） 急な、ちょっとむちゃ振りで大変申し訳ございませんでした。 

  教育長の思いというのをいつかこの場で聞いてみたいなということをずっと思っていたも

のですから、今日はお話伺えてよかったです。30年前の４年生といえば、恐らく今ここにい

る私の世代じゃないかなと思います。30年前に戻って、ここで百瀬先生からお話を伺ったよ

うな気持ちで聞いておりました。 

  今回の件につきましては、教育委員会が地域との調整役となり、ここが非常に重要なこと

だと思います。教育委員会が調整役となるということです。方向性を示しながら、村全体で

の新しい教育体制づくりをリードしていく必要があると思います。 

  今回質問に対してしっかりとご答弁をいただきました。地域や子供たちとの協力の仕組み

づくりに関しては、この先課題は山積しています。実現可能性を裏づけるソースに関しても、

小さな自治体としては新たな人手や費用を確保することは難しいと感じます。 

  しかし、先ほども申し上げましたが、朝日村モデルとして推進していくとすれば、今ある

日常を子供たちに親しみのある形で参加できるようなものにしていくということではないか

と思います。提案・要望を含め受け止めていただき、子供たち、ひいては朝日村にとって先

の見える明るい地域づくりとなるようご尽力いただきたいと思います。 

  これで、私の１問目の質問を終わりにいたします。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員の１問目の質問は終わりました。 

  ２問目の質問をどうぞ。 

  羽多野美映議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） それでは、続きまして２問目、ポイ捨てを止める力をどう生み出す

か、村民の行動と制度の役割についてでございます。 
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  村内では一部ポイ捨てが見られる状況があり、環境美化や地域住民の意識向上が求められ

ています。例えば、私自身も草刈りボランティア作業できれいにしたばかりの土手に空き缶

が捨てられているのを目にしたり、自宅前に誰かがコンビニ袋に入れたごみを置いていくと

いった経験があります。 

  以前、自動販売機を設置していた際には、家庭のごみの持込みやごみ箱に入らないごみが

周辺に放置されるなど、こういった問題があり、販売機設置をやめざるを得ませんでした。 

  こうした状況を踏まえ、ポイ捨て防止に向けた村民の行動変容を促すため、どのような制

度的アプローチや啓発活動が可能かを、以下質問いたします。 

  １、村内でのポイ捨ての現状把握や調査の実施について。 

  ２、ポイ捨て防止に向けた啓発活動の現状と今後の計画について。 

  ３、環境基本条例への追加や細則の整備、新たな条例の制定の可能性について。 

  以上、お願いします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  小林建設環境課長。 

〔建設環境課長 小林秀樹君登壇〕 

○建設環境課長（小林秀樹君） それでは、羽多野議員ご質問のポイ捨てを止める力をどう生

み出すか、村民の行動と制度の役割についてお答えいたします。 

  初めに、（１）ポイ捨ての現状把握や調査の実施についてですけれども、まず、村内での

主な不法投棄、ポイ捨て場所は、人目につきにくい場所や道路沿い、荒廃地などに発生して

おります。 

  現状把握や調査については、毎月２回程度担当職員によるパトロール、また、毎月数回県

から委嘱された不法投棄監視連絡員さんが早期発見、未然防止するためにパトロールを行っ

ています。併せて片付けもしておりますのでよろしくお願いします。 

  （２）ポイ捨て防止に向けた啓発活動の現状と今後の計画についてですけれども、先ほど

申し上げました活動により、常習的にポイ捨てが行われる箇所に啓発看板の設置、また、村

内企業、村内各団体、役場職員による定期的な清掃活動を行っており、以前に比べごみの量

は減少しておりますけれども、後を絶たないのが現状で苦慮しております。 

  個人のマナー、モラルに頼る部分ございますが、引き続き継続して、今申し上げました活

動を行っていきます。 

  （３）環境基本条例への追加や細則の整備、新たな条例の制定の可能性についてですけれ
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ども、朝日村環境基本条例及び環境基本計画に基づき、朝日村ポイ捨て禁止等による環境美

化に関する条例と規則を平成16年に制定しております。現状改正は考えておりませんが、必

要に応じて柔軟に対応していきたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） まず、１番目にご答弁いただいた件について再質問させていただき

ます。 

  やはりポイ捨ては人目につきにくいというところにするというのが一般的かと思うんです

けれども、私が目にした何件かのポイ捨てに関しては、ここに捨てるのというような場面に、

本当にちょっと表現が悪いんですけれども、気軽に捨ててある、そういったちょっとモラル

を逸脱しているようなポイ捨ての現場を見ることがあります。そして、大変驚いたのは数年

前なんですけれども、鎖川の松の木橋におもむろに車を止めて、橋の上から白いレジ袋をぽ

いと捨てていく人がいたんです。村民の方でした。 

  こんなことってあるのと、私見ていたんですけれどもというふうに実は内心思ったんです

けれども、それを止める力って何だろうということを以前からずっと私は思っていたんです。

まず、この現状を把握せずに適切な対応を講じるということは非常に難しいと思います。な

ので、村としてはパトロールをしていただいたり対応をしているところだと思いますけれど

も、この現状についてもう少し詳しくやっていく必要があるんでないかなというふうに私は

思います。 

  村内の特定の場所や時期に焦点を当てた簡易的な調査、それから村民へのアンケート調査

など、現場感覚を得るための手法を取り入れるということは可能でしょうか。こういうこと

をすることによって、村民の方も意識するということだと思うんです。また、地域の環境保

全活動を行っている団体やボランティアがあるとすれば、そういったところから意見を集め

る仕組みをつくること、そういったところに関してはいかがでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 小林建設環境課長。 

〔建設環境課長 小林秀樹君登壇〕 

○建設環境課長（小林秀樹君） それでは、ただいまの質問に対してお答えさせていただきま

す。 

  やはりごみの関係ですけれども、住民だけではございません。また、外から来る人もごみ
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を捨てています。住民に関しては今言ったような対策を考えていきたいと思います。 

  よろしくお願いします。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） 外から来る人ももちろんそうだった、今自分の中ではちょっと考え

にありませんでした。すみません、外から来る人ももちろんそういった行動を取る可能性が

あると感じました。 

  ですが、これを抑止する力というのは、やはり村民の中の機運を高めるということだと思

いますので、ぜひ何か工夫をしていただきたいと思います。 

  それでは、続いて２番目のポイ捨て防止に向けた啓発活動のご答弁につきまして、具体的

にこの啓発活動、看板を設置したり、企業さんにお願いしたりということですけれども、こ

の中で私ご答弁の中で気になったのが、職員が率先してお掃除をしているというところです。 

  職員の皆さんにやっていただいては本当はいけないんじゃないかなと思います。やってい

ただいているから私たち村民は気がつかないです、きれいになってしまうので。そういった

ところを自分たち片づけているんですけれども、村民の皆さんどうでしょうかというような

呼びかけ、どういうふうにしていけばいいか、この啓発活動についてこの際のターゲット層、

例えば小・中学校との連携、それから自治会、地区の皆さんたちに地域ぐるみの取組として、

何か啓発活動取り組んでいただけるような、こういった働きかけができるかどうかお伺いし

たいと思います。 

○議長（北村直樹君） 小林建設環境課長。 

〔建設環境課長 小林秀樹君登壇〕 

○建設環境課長（小林秀樹君） それでは、ただいまの質問にご回答させていただきます。 

  職員の美化活動ですけれども、やはりそういう姿も見ていただきたいと思います。あと、

先ほどいただきましたご意見ですけれども、住民、学校、企業、また村など連携して、地域

全体で意識改革を進めていくのが啓発につながるのではないかなと思いますので、よろしく

お願いします。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） 小林建設環境課長のおっしゃるとおり、職員の姿を見て、私たちし

っかり学ばなきゃいけないなと思います。ありがとうございます。 
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  それでは、３番目の条例に関してです。 

  条例や規則の整備が、これは急には難しいと思います。しかし、このポイ捨て禁止に関し

て、はっきりとほかの自治体で明確に上げている自治体もありますので、他の自治体ではど

のような事例があって、それがどのような効果を上げているかを参考にすることも有効かと

思いますので、朝日村においてもまず細則を設けることで問題解決に向かう、そういった具

体的な１歩を踏み出すことというのも大事じゃないかなと思います。 

  また、条例化が難しい場合でも、村として、独自としてポイ捨て禁止宣言などの取組指針

を設けることについて、再度検討いただけないでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 小林建設環境課長。 

〔建設環境課長 小林秀樹君登壇〕 

○建設環境課長（小林秀樹君） ただいまの質問に対してお答えします。 

  １回目の質問で平成16年に朝日村ポイ捨て禁止等による環境美化に関する条例と規則を制

定しておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  あと、他のそういった条例も参考にしていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） ポイ捨て問題というのは、このポイ捨てをされたごみを見ると、や

はり気分が悪くなります。この問題は村として現状の課題を認識し、村民一人一人がこの問

題に向き合うという重要性について共有しなければならないと思いまして、私はこの場を活

用させていただきたいと思いました。 

  村の未来を見据えたとき、環境保護活動の重要性は言うまでもありません。しかし、その

ためにまず村全体で環境の価値や保全の必要性を深く理解し、それを日常の行動に落とし込

むことが重要だと感じます。 

  ポイ捨てのような小さな行動ですら村内で統制が取れていない現状では、環境維持活動を

進める土台が揺らいでしまうと思います。少し時間がありますので、村長、この件について

いかが思いますか。お答えをお願いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 急に振られちゃったような感があるんですが、ポイ捨てといいますか、
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環境美化活動で朝日村の職員が、さっきも話あった、役場の周辺をきれいにしようというこ

とで、私もごみ袋とそしてはさみと、つかむはさみ等持って、１周すると結構私多く集める

んですよ。それでも袋の中３分の１くらいはいっぱいになる。ただここ１周、半周くらいで。 

  目に見えないごみというのも結構あって、本当にどうしてこんなものがあるんだろうとい

うのも中にはあるんです。ですから、今はボランティアとして草刈りをお願いしていますが、

これ以上ボランティアを増やすとまた村民の皆さんからぶうぶう言われるかもしれませんが、

みんなで家の周りのごみを拾おうなんというようなそんなキャンペーンもいいのかなと、今

答弁を聞いていてそんなこと思いました。 

  いずれにしましても、私もいろいろな世界各地で仕事をしてきましたけれども、日本が一

番美しい国です。本当にごみが少ない。めったないと言ったほうがいいのか。そういうせっ

かく美しい国に住んでおりますので、もっと美しくするということで、もしインバウンドの

方が朝日へ来たら、えっと思うようなふうになっていったらいいなと思います。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） すみません、先ほどの教育長に引き続きむちゃ振りをさせていただ

きましたけれども、このポイ捨て、ポイ捨てポイ捨てとさっきから何でこんな小さいことに

私こだわるのかというふうに思われている方もいらっしゃると思うんですけれども、ポイ捨

てされたごみ、これは川や土壌を汚染する、私たちの生活環境をむしばむ、ポイ捨ての蓄積、

これは野生動物や植物に深刻な影響を与える、結果的に環境破壊につながっていく、環境の

劣化につながるということを朝日村の住民一人一人が学び直すことが、私たちの行動を変え

る力になるんだと思います。 

  まず、これが整ったときに初めて、本当に持続可能な環境保全活動が成り立つのではない

でしょうか。 

  どうか、村全体としてまず取り組むべきことを見極め、この問題にしっかり向き合ってい

ただきたいと願っています。 

  以上で、私の質問を終わりにしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） これで、羽多野美映議員の一般質問は終わりました。 

  ここで休憩を取りたいと思います。 

  再開を３時５分といたします。 
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休憩 午後 ２時５２分 

 

再開 午後 ３時０５分 

 

○議長（北村直樹君） それでは、時間となりました。一般質問を再開いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 豊 田 惠美子 君 

○議長（北村直樹君） 次に、５番、豊田惠美子議員。 

  豊田惠美子議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） ５番、豊田惠美子です。よろしくお願いいたします。 

  冒頭に、中村議員のお言葉をいただきたいと思います。自然との共生が目的でありＣＯ２

削減はその手段である。私は議員になってから、一貫して朝日村の宝物、緑と川と水を守り、

その自然を子供たちや村民みんなで楽しむことの取組について伺ってきました。その観点か

ら、以下３問の質問を用意させていただきました。 

  １、鎖川三俣小水力発電所建設計画についてです。ここで、朝日村史に触れたいと思いま

す。本来豊かな自然を持つ朝日村の環境保全や自然保護の状況はどうであろうか。鎖川に住

む魚類、水生昆虫も、めったに見られないほど減少してしまった。自然界から動物や植物、

魚類たちが減っていく原因、間接的には人口の増大と自然開発、農薬の使用、水質の汚濁と

水系の破壊などが、その主なものである。ちょっと飛ばしまして、朝日村には豊かな自然が

残され、よく保護されているといって村を訪れる人たちは、その自然の美しさと村人の人情

の温かさをたたえる人が多い。我々は、この恵まれた自然と、時代の要請による地域開発の

諸問題について慎重に検討を加え、その兼ね合いを十分に考慮して、村の将来の発展を図る

のが今後の大きな課題となるであろう。鎖川支流の野俣沢は、両岸が急斜面で、各地で大崩

壊を起こしている。特に右岸から流入するヤセホ沢、オンダシ沢、左岸よりの小滝沢などで

は、山頂に向かって浸食も進んでいく様子がよく見られる。これは野俣沢に沿って断層があ

り、砂岩泥岩互層が著しく粉砕されていることに加えて、樹木を伐採してしまったことに起

因する。この土砂が野俣沢第三堰堤を埋め立てている原因となっているというのが、まるで
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今のことを言われているかのようなことが村史には書かれております。 

  そこで質問にいきます。 

  現在、再生可能エネルギー設置事業について、各地で自治体の規制が強化されております。

朝日村の再生可能エネルギー設置事業の筆頭に挙げられたこの計画について、村長は、９月

議会で、村民の声を聞いて、村民の理解が得られないときは事業撤退する。また、村民から

の質問に、漁協の同意が得られない場合は事業は白紙となると回答されています。奈良井川

漁業協同組合は、この計画に反対しており、県を含む協議、一度行われたと理解しておりま

す、及び小林村長による説得に同意しないまま、この件のアプローチがあってから３年以上

の月日が経過しています。 

  鎖川の自然を考える会は、12月５日、現在の計画に反対し、中止を求める要望書を村長に

提出しました。提出時に読まれた文の一部を読ませていただきます。鎖川の自然を守るため、

現在の御馬越小水力発電所建設計画の中止を要望します。要望事項１、計画の再考、２、環

境調査、３、話合いの継続の実現を求め、村内653筆、村外を合わせ計1,244筆の要望書を本

日村長に提出します。署名取組の中で、多くの村民の方に励ましと激励の言葉をいただき、

また、感謝の言葉を寄せられ、勇気づけられてまいりました。 

  一方、多くの村民の方々が、小水力発電所建設には反対だが、署名はちょっとと言われる

方が多くいらっしゃいました。そういう村内において、署名を寄せてくださいましたお一人

お一人に敬意を表し、改めて感謝いたします。この署名の氏名・住所は上記目的以外には使

用しないことを署名用紙に明記しております。小林村長におかれましても、確認するまでも

ないことではありますが、１筆という扱いに徹していただき、村民の個人情報に対する秘密

が守られ、流用されることのないよう、この旨を徹底され、ご確認いただけますようお願い

申し上げます。 

  以上です。 

  この日、村長は、現在の計画に反対であるというスタンスは鎖川の自然を考える会と同じ

であると話されたと聞いております。多くの村民の声を受け止めていただき、村民の代表者

として、また、漁協の動員が得られない事態を踏まえ、村の子供たちに豊かな自然を伝えて

いくという村長の責務に期待して、以下質問いたします。 

  （１）鎖川三俣小水力発電所建設事業について、小林村長の決断を伺います。 

  （２）決断の根拠と決断内容の目的を伺います。 

  （３）村は村民に対して説明責任を果たされましたか。 
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  ア、御馬越地区住民説明会ではいかがですか。 

  イ、事業者による御馬越地区住民への同意確認はどのように行われましたか。９月議会で

村長は、仮に同調圧力があったとしたら、よろしくないと回答されました。村の対応は適切

であったと考えますか。 

  ウ、御馬越地区住民の説明会参加者が少なくなった理由について、どう考えますか。 

  エ、御馬越地区以外の朝日村民への説明責任はいかがですか。 

  （４）県による鎖川の水利権取得許可は、奈良井川漁協が反対しているため小林村長の意

見に左右されます。鎖川の水利権については、村民一人一人の同意が必要だと、多くの村民

の声があります。村長は、村外の山形村、塩尻市、松本市、今井、神林、笹賀ほかを含めた

計1,244筆、村内653筆に示された村民の意向を受け止めて、事業者への協力表明を翻し、事

業撤退を促していただけますか。 

  １番は以上です。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  小林建設環境課長。 

〔建設環境課長 小林秀樹君登壇〕 

○建設環境課長（小林秀樹君） それでは、豊田議員ご質問の鎖川三俣堰堤小水力発電事業計

画についてお答えさせていただきます。 

  私からは、（３）と（４）について答えさせていただきます。 

  まず、村による説明責任についてですけれども、こちらはまだ途中であります。今のとこ

ろ、御馬越地区全員から同意をただいたということで適正な説明をしたと捉えております。

御馬越地区の同意につきましては、議会全員協議会において、地元齊藤議員からも、通常の

やり方で同意をいただいたという発言がありましたとおり、適切だと判断しております。 

  御馬越地区説明会で回数を重ねることで参加者が少なくなったことについてですけれども、

原因については分かりかねます。御馬越地区も含め、全住民向け説明会は今後も必要に応じ

て実施していきます。よろしくお願いします。 

  続いて、（４）の水利権についてです。村長の意見についてですけれども、朝日村全体の

意見として重要な役割を果たします。地域住民の利益を守り、公平な水利権の配分、環境へ

の配慮など、地域の社会経済活動に深く関わるため、慎重でバランスが取れた判断が重要だ

と考えております。 

  以上でございます。 



－103－ 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 度重なる同じ質問ありがとうございます。こういった質問をこの場で

大勢の方からいただくと、そのたび、お互いの理解が深め合いますので、非常に私はいいこ

とだなと、ありがたく思っております。そして、こういった、今日この議会の内容は、テレ

ビでも見られるし、ユーチューブでも見られるし、みんなに、お互いの論点は何かというと

ころが伝わる、そういったことでは、私は非常にいいことだというふうに思っていますので、

いっぱい質問いただくといっぱい答えて、私の今考えていることが伝わればいいなと思って

います。 

  それでは最初に、ストレートな質問で、この事業に対して、村長、決断をしろということ

でございます。この決断をしろというのが、今の時点で決断というのは、先ほど、もうちょ

っと時間が欲しいという、中村議員のときには話をさせてもらいましたけれども、どういっ

たことを言えば豊田議員から合格点をいただけるか分かりませんが、別の角度で言いますと、

先ほどもちょっと触れましたけれども、小水力発電の可能性を、私はゼロにすることは非常

に将来においてもったいないなというふうに思っております。ですから、現在の計画もあり

ますけれども、今後の小水力発電の可能性を諦めずに追求していきたいというふうに思って

います。 

  この背景は、先ほどから何回も言いますが、国で示したカーボンニュートラルという将来

に向けた大きな、そういった計画を達成させるためには、国民みんなが、またはその地域み

んなが、できることを一つ一つやっていかなくては何もできない。何か行動に移していかな

いと、そういったことにはならないというのが私の根底にあるからです。 

  そして、この間も、鎖川の自然を考える会の皆さんと協議を行いましたが、これは初めて

のそういった場での協議でありまして、非常に私はありがたく受け止めております。その場

で、今回の現在の建設計画の中止を要望しますというのをいただいたわけです。村内の653

名の皆さん、または周辺の方の1,000名を超える署名というのは非常に重く受け止めさせて、

まずはいただいております。先ほどから申すとおり、しかしというところが私の考えであり

まして、この異常気象を止めるだとか、地球を守るということをやっていくためには、一つ

一つ先ほど言ったような行動をとらなくてはいけない、その一つが、鎖川にその可能性があ

るならば、小水力発電を何とか進めていきたいなと。ただしこれは、みんなが納得する方法

で、例えば一つとして、県企業局が提案した堰堤の落差だけをやるのは、それは漁協のほう
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もオーケーと言っているわけです。そして、自然を考える会の皆さんも、それはそれでオー

ケーだと言っていると。じゃ、今の方式が、どこがいけないのか。そういった協議が、お互

いに反対する人と、我々推進したいほう、これは、今行政が推進するような立場で私、言っ

てしまっていますけれども、企業が推進したい方法と、それを、やっぱりどうだったらいい

のか、もう全て駄目なのか、そういった議論がないままに、この反対署名の方たちは、そう

いった議論が十分尽くされていない状況というふうに私は思っていますので、ぜひ、そうい

った議論を今後進めて、折り合うところがあるのか、そういったことを協議してまいりたい

というふうに思っています。 

  そして、先ほどからも出ていますが、やはり、村民全体で考えるだとか、先ほどの考える

会からの要望の中にもあります話合いの継続ということがございます。その一環なんですが、

例えば、小水力発電を考えるフォーラム的なものを定期的に主催して、賛成意見、反対意見、

そういったものを述べ合うだとか、その中で、何とかＣＯ2削減につながるようなことがで

きないかというようなことを、今後時間をかけて、私はやっぱり協議をしていく必要がある

というふうに思っています。ですから、ほぼ大方の方が納得いただけるような計画でないと、

やっぱりいけないんじゃないかなということで、いろいろ周りの事情を勉強したり、いろい

ろ今後していきたいというふうに思っています。 

  直近では、そういった小水力発電の現場も見に行くことも考えておりますし、いろいろみ

んなで勉強をし合って可能性を追及していきたいというのが、私の現在の決断といいますか、

思っていることでございます。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） 鎖川の自然を考える会は、小水力発電建設について考える会ではあ

りません。その会の目的は、鎖川の自然を考え、その流域に親しみ、子供たちとともに、そ

の川で遊んだり、水生昆虫や魚類が、どんなものがいるのかというふうなことを観察してい

く活動内容を主な趣旨としておりますが、たまたまといいますか、鎖川の上流にこの建設計

画が持ち上がったので、この件に関わっているというふうに私は理解しています。私は一会

員で、代表ではないので、少しはどこかで齟齬があるかもしれませんが、私の一個人の考え

を申し上げると、村長が言われたように、話合いの継続をしていただける、そして調査もし

ていただける、ということはとてもありがたいことだというふうに思います。 
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  でも、御馬越の住民説明会で、私は傍聴に行かせていただきましたが、村は、その前の村

民説明会、それから７月７日の村民説明会のときには、村として、きちっとその場で答えら

れることは答えていただいているという印象は受けました。地元地区に関しては、事業者の

説明なので遠慮されていたのか分かりませんが、村はきちっと対応されていないという印象

を私は受けました。村として、どういうスタンスであそこに臨むのかということは検討され

たのかと思いますが、そのときの課長さんのお話は、共催ということでお願いしますという

ことで、共催されたというふうに理解しています。 

  皆さん、最初におっしゃっていたのは、とても単純なことです。何で、鎖川でこの計画が

出てきたんですかと。鎖川というのは枯れ川なんだよねと、水なんてそんなにないんだよと、

ここはすごく土砂がたまっているんだけれども、こんなところで本当に発電なんてできるの、

住民がいる集落の間に、大きな導水管に満々と水をたたえたそれが通るということは技術的

には可能かもしれないけれども、日本で初めて行われるそれって、住民のためですか、村民

のためですか、観光としての資源になるんですかと、おかしいんじゃないのと、自分たちは

起きて、このせせらぎの音を聞いて癒しを感じている、御馬越の自然をこのままにしておい

てほしいという声を皆さんからいただいています。その声について、きちっと村は答えてい

ないというふうに私は感じています。 

  最後の説明会のときにも、地区長さんは、事業者が、これは意思確認することですよねと

いうことを何度も言われていますが、それに対して、いや、地区が関わってもらわないと、

ここは物事が進んでいかないと、集まって皆さんに説明しないと、みんなどうしたらいいか

分からないという発言がなされています。そしてなおかつ、分からない人、反対の方には個

別に説得に行きますということが記録として残されていますが、こういう対応は村として適

切であったと村長はお考えですか。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） あの時点では、それ以上はないと思います。ですから、あの時点で考

えられることは、一応、説明がされているんだろうというふうに思います。いわゆる疑問点

に答えるということと、そして同意をいただくということについては、あの御馬越での説明

会においては適切だったというふうに思っています。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 
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○５番（豊田惠美子君） 村長のお考えは承りました。私は、納得はできませんが、ただ、今

日の皆さんの質問に対する村長のＣＯ２削減にかける熱意というものはとても伝わってきて、

漁協に対する説得も、なぜ村長が行くのかという質問に対して、もう、地球環境のために、

これはもうここの地方自治体として当然のことだと考えているというご説明をいただいて、

私には理解できない論理ですけれども、ああ、村長はそういうお考えなんだなということは

分かりました。 

  次の２番目や３番目の質問に関わってもきますが、ＣＯ２削減に関しては、今、日本国内

でも各自治体で規制の強化が行われています。それは中村議員が言われたとおりです。あま

りにもトラブルが多過ぎて、こんなはずじゃなかったと、こんなに自然が破壊されると思わ

なかった、想像力がなかったというふうなことが、新聞記事であちこちに載っております。 

  だから、朝日村にはそれをしてほしくない、やっぱりここは想像力をめぐらせて、朝日村

の宝物って何、そして、お金をかけてやっていくんだったら、観光資源だったら、キャンプ

場とか鉢盛山とか、緑との共生の中で、そこにどのように森林も生かして生きていけるかと

いうことを村長にお考えになっていただければありがたいなというふうに思っています。 

  １番目の質問はこれで終了したいと思います。 

  まだ、２番、３番とさせていただきますので。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員の１問目の質問は終わりました。 

  ２問目の質問をどうぞ。 

  豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） 三俣堰堤付近の土砂堆積及び野俣沢の土砂流出の管理についてです。 

  （１）キャンプ場手前、三俣橋の改修工事と野俣沢からの流出土砂の浚渫撤去が行われて

います。土砂の浚渫撤去は、今後定期的に行われますか。11月２日の雨で、三俣堰堤の上に

幾つも大きな石と流木が運ばれていました。この場所の管理は村が行っていますか。 

  （２）大量の土砂流出、堆積があるこの場所、三俣堰堤での小水力発電事業は可能だと、

村及び県は評価を行われていますか。どのような判断をされていますか。 

  （３）野俣沢の管理及び野俣沢林道管理は三俣堰堤上の土砂の堆積に関連していると私は

思うんですが、村はどのようお考えになっていますか。鉢盛山登山道管理は村にとって重要

な課題ですが、林道、登山道崩落防止に向けた村の中長期計画はありますか。 

  以上です。 
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○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  大池産業振興課長。 

〔産業振興課長 大池 守君登壇〕 

○産業振興課長（大池 守君） 議員ご質問の三俣堰堤周囲の土砂堆積・流出及び野俣沢の管

理についてお答えいたします。 

  初めに、（１）野俣沢、中俣沢、樫俣沢は砂防指定地であり、県松本建設事務所で管理を

行っていただいております。土砂の撤去は現地を確認して県が行っております。大きな石は

漁協からの要望で設置されたと聞いておりますが、現在は撤去されております。 

  次に、（２）土砂堆積の対応は、先ほど申し上げたとおりです。長期的な計画はございま

せん。小水力発電への評価ですが、これはあくまでも村の立場でお願いしたいと思います。

事業者が、取水に対し、土砂などを考慮して可能と判断しているのであれば、その判断を支

持したいと思います。 

  最後に（３）中長期的な計画はございません。先ほど申したとおり、野俣沢、中俣沢、樫

俣沢は砂防指定地であります。長年にわたる治山事業による堰堤工事も終了しており、現在

は県による土砂の撤去など、維持管理を実施していただいておりますので、ご理解をお願い

したいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） 三俣堰堤で小水力発電事業は可能ですかという問いに対して、事業

者の判断に従うというお答えをいただきました。このことについて、県に伺っていただくこ

とはできますか。三俣の上流域の維持管理も、それから、堰堤等を造って管理されてきたの

も県であるということで、その県は、ここで小水力発電事業は可能だというふうに考えてい

るかどうかということを伺っていただくことはできますか。 

○議長（北村直樹君） 大池産業振興課長。 

〔産業振興課長 大池 守君登壇〕 

○産業振興課長（大池 守君） 豊田議員の２問目の質問ですが、そこの、要は小水力発電を

やるという段階にならないと、やっぱり県は、その状況を見られないですよね。その判断も

併せて小水力の申請を日本水力はするわけです。そこで、まだ事業計画段階ですので、そこ

がしっかりと固まってきたら、県に当然申請しますんで、そこで県の判断は出ると思います
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けれども、今、私たちで県のほうにお願いするとか、そういうことは、ちょっと今、控えて

いきたいと思いますので、あくまでも事業者が県へ、取水していいかという判断を申請する

わけですから、そこで、県はやっぱりそこを、いろいろ設計だとかいろんなものを見て判断

しなければいけないと思いますので、今現在で、計画段階のものを県に判断を委ねるような

ことは、ちょっと村としては今、考えておりませんので、お願いします。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） 基本的な質問なんですが、川での小水力発電事業ということはどう

なのかと、今、小水力発電事業は、用水路等で行われているのがほとんどであって、清沢敬

子議員も質問された中にありましたように、漁協が反対、地元住民が反対、あるいは自治体

が反対だったらば、もうそこではできないから、ほかのところを探しなさいと国土交通省で

すらそういうガイドラインを出しているんですよ。だから、どうして村長がそんなに頑張ら

れるのかということが分からなかったんですが、それはＣＯ２削減のためだということでお

っしゃっていましたので、３番目の質問で、そこはお伺いしていきたいと思います。 

  基本的に、鎖川の流域、流量でもって、日本水力が言う小水力発電所というのは本当に可

能なのかということについては、確かに、県のほうも、まだ一般的な話をしただけで、具体

的な設計の相談も受けていないので、まだそういう段階ですというお話でしたので、課長の

お答えはなるほどとは思いますが、それとは別に、一般論として、この流域で、こういう土

砂が堆積するところで、小水力発電というのは三俣堰堤で可能なのか。村長もちょっとおっ

しゃっていましたが、野俣沢の第三堰堤は可能なのかということとも、もしかしたら関連し

てくることかもしれませんが、その辺のところは、きちっと課題として捉えていって、県の

考えを私は知りたいなというふうに思っております。 

○議長（北村直樹君） 村長に対しての質問ということでよろしいですね。 

  小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 何番の質問でも同じことが出てくるんで、今答えますけれども、技術

的に言えば、私もいろいろ勉強させてもらいましたけれども、可能です。それは、あれだけ

の土砂流出がある中で、そういう設計には今なっています。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 
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○５番（豊田惠美子君） 村長がお答えくださったので、たまたま長野県内のほかの小水力発

電所を見学する機会がありまして行かせていただきました。やっぱり土砂の流出が激しいあ

のような場所だと、発電のプロペラがもたない、六、七年で交換していますというところで

した。だから、日本水力の技術力は、そこは大分前に造られたところなので、今はもっと上

がっているのかもしれませんが、20年とか50年とか100年だってもつんだということに対し

ては、私は、どうなのかなと、想定外のことが今次々と起こってきているこの中で、技術力

を売り物にしている事業者ですが、私たちの疑問や質問に対して、私の個人的な評価として

は、まともに答えてくださっていない事業者であるというふうに考えていますので、日本水

力についての質問ではなく、今回は村長に対しての質問に絞らせていただいております。２

問目はこれで終わりたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員の２問目の質問は終わりました。 

  ３問目の質問をどうぞ。 

  豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） ３番、朝日村、そして、地球環境維持にＣＯ２削減は、村長が言わ

れるように非常に重要な課題です。そこで、村のゼロカーボンビジョンの現状と計画につい

て伺います。 

  その前に、ＣＯ２削減について、日本水力の事業者は、ＣＯ２削減になるんだというふう

におっしゃっていましたけれども、朝日村のＣＯ２削減にはなっていないということは明確

だと思います。小水力発電所を建設して、そしてそこを運転していく、あるいは道路工事を

行うということについて、多大なＣＯ２を排出します。それに対して、植林とかそういうこ

とは考えていただけますかという質問に対して、そんなことはしないよと、稼働したら、忘

れました、１週間かな、くらいで、おつりがくるくらいＣＯ２削減になりますというふうな

説明を11月６日に受けましたが、優良企業と言われているところは、自分のところで出した

ＣＯ２は、自分で植樹をしたりして、今現在、ゼロカーボン、カーボンニュートラルを行っ

ています。そういう意味でも、日本水力というのはどういう会社ですかというふうに私は疑

問を持っています。すみません、差し挟んでしまいました。 

  朝日村ＣＯ２削減を目的とした具体的な実施計画は村にありますか。 

  （１）村の豊かな自然と景観を次世代に伝えていく目標の下、村はゼロカーボンビジョン

を作成しましたが、ゼロカーボンビジョンに朝日村のＣＯ２排出量、森林によるＣＯ２吸収
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量を数字で示していますか。実態把握と現状分析を数字で教えてください。ＣＯ２削減の計

画と目標へのロードマップが具体的な数値で示されていますか。 

  （２）森林は地球環境維持のため、また、暮らしに大切な資源です。地球にとって、村民

にとって大切な資源である森林の保全と育成について、村は森林保全維持管理の計画を立て

ていますか。 

  （３）朝日村内の水資源の保全、維持管理について、村の中長期計画はありますか。 

  （４）朝日村の緑・水の保全計画を作成し、村の総合計画、環境基本計画等との関係を明

示したＣＯ２削減実施計画を作成する予定はありますか。（１）、（２）、（３）、（４）

について、環境審議会で審議されていますか。また、企業誘致等の産業開発と抑制地域指定

について審議されていますか。 

  （５）朝日村における再生可能エネルギー発電設備設置事業と環境等との調和に関する条

例第７条に、村長は、抑制区域を指定することができるとあります。御馬越、御道開渡、村

の上水道施設のある針尾大尾沢地区を開発抑制区域に指定し、森林及び水資源の保全確保を

村が積極的に行う予定はありますか。 

  （６）これは本当に純然たる疑問というか質問です。教えていただければありがたいです。

朝日村における再生可能エネルギー発電設備設置事業と環境等との調和に関する条例施行規

則第４条（土地利用基準及び設置基準）の抑制区域指定に河川と明記されてあります。河川

は、再生可能エネルギー設置事業の抑制区域ですか。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  小林建設環境課長。 

〔建設環境課長 小林秀樹君登壇〕 

○建設環境課長（小林秀樹君） それでは、朝日村のＣＯ２削減を目的とする村の実行計画に

ついてお答えします。 

  初めに、（１）についてですけれども、朝日村ゼロカーボンビジョンにおいて、現在の朝

日村のＣＯ２排出量、森林によるＣＯ２吸収量の数値の掲載はございません。掲載している

数値ですけれども、県ゼロカーボン戦略より算出した数値を人口割りで朝日村の数値に変換

したものになります。現在の朝日村のＣＯ２排出量、森林によるＣＯ２吸収量の数値につい

ては、今現在、地球温暖化対策実行計画を策定していますので、現在、数値は算出中で、こ

の計画により朝日村の地球温暖化対策に取り組んでいきます。 
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  （２）については、担当課よりご回答いたしますので、よろしくお願いします。 

  続いて、（３）村内の水資源の保全・管理維持についての中長期的計画についてですけれ

ども、議員おっしゃるとおり、水の保全と維持管理は重要課題と認識しております。朝日村

において、水資源の保全・管理維持のみの中長期計画はございませんが、第３次環境基本計

画の基本目標に、自然環境と共生した村をつくる、水辺環境の保全の箇所に、水資源の保全

について位置づけております。 

  続いて、（４）の環境審議会の審議についてですけれども、（１）から（３）の項目につ

いて、審議会において、ゼロカーボンビジョン、環境基本計画、それぞれ意見を聞き、案を

作成しておりますので、環境全般の審議はされております。また、抑制指定地域は、朝日村

における再生可能エネルギー発電設備設置事業と環境等との調和に関する条例の第７条、抑

制区域の指定の部分と解釈しておりますけれども、こちらも環境審議会で審議されておりま

す。 

  企業誘致と産業開発については審議されておりませんけれども、今後、環境全般について

関係するものであれば、村長の諮問に応じ審議を行っていきますので、ご理解をお願いしま

す。 

  続いて、（５）についてです。鉢盛山を源流とする樫俣、中俣、野俣沢、また船ケ沢、大

尾沢については、森林法に定められた保安林であります。したがって関係法令で規制されて

おります。開発抑制区域の指定については、環境と住民生活のバランスを取るために重要な

役割を果たしますので、今後検討していきたいと思います。 

  最後、（６）についてです。抑制区域の指定についてということで、朝日村における再生

可能エネルギー発電設備設置事業と環境等との調和に関する条例第７条第１項において、特

に必要があると認めるときは事業を抑制する区域を指定することができると定めております

ので、河川について、特に指定する区域にしてはおりません。令和元年の設定後、抑制区域

の指定はしていませんので、よろしくお願いします。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 大池産業振興課長。 

〔産業振興課長 大池 守君登壇〕 

○産業振興課長（大池 守君） 議員ご質問の（２）森林保全維持管理の計画についてお答え

いたします。 

  議員のおっしゃる森林保全維持管理の計画というものに合致しているか分かりませんが、
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村では、森林法に定められた事項を規定する朝日村森林整備計画を作成しております。計画

期間は令和13年度までです。計画では、村の森林を公益的機能別専用支援林として区分けを

行っております。その大部分は水源涵養、森林が水資源を蓄え、育み、守っている働きを目

的として位置づけられております。また、そのほとんどが、国・県により、先ほど建設環境

課長が申したとおり、保安林に指定され、立木の伐採や土地の形質の変更など規制されてお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員、持ち時間が３分30秒を切りました。集約に入ってください。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） （６）について、もう少しお聞きしたかったんですが、その前に、

全部を通して、村長は、今は決断のときではなくて熟慮されるというふうにおっしゃいまし

たが、実際に、漁協は、ずっと３年以上反対し続けています。そして、村民からこれだけの

声があったということに対して、村長は９月議会で回答され、一村民に対して、漁協の賛成

が得られない場合は白紙になると言ったことに対する責任はどのように果たされていかれる

おつもりか、お聞きしたいです。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 責任という言葉が、最後に頭の中に残りましたけれども、ちょっと、

それからずれるかもしれませんが、今、私たち行政がやっていることは、村にある条例、い

わゆる朝日村における再生可能エネルギー発電設備設置事業と環境との調和に関する条例、

この条例にのっとって仕事をしています。ですから、まだ、条例が、ゴーの判こをつく、ま

だ、この辺なんです。ですから今の段階で、私は、判こは押せません。いわゆる漁協の反対、

そして地域住民の反対というのがあります。まだそういう状況なんです。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） 村長がゴーの判こを押せないということはとてもよく分かります。

ゴーの判こではなくて、事業撤退するという決断についてお伺いしています。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 
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○村長（小林弘幸君） それは、再三申し上げているとおり、村が考えていることじゃありま

せん。企業が鎖川に進出したいという、そういうことで今動いている話ですから、事業を撤

退するだとかそういったことは、私どもには何も権限はありません。ただ、話合いの中で、

もう、多分分かっていますけれども、漁協は反対しているし、これだけの反対運動は起きて

いるしということになれば、企業自ら、これは時間がかかるなという判断の中で、どう考え

るかということだと思います。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） 最後に、冒頭引用させていただいた中村議員の言葉に帰ってしまう

と思うんですけれども、ＣＯ２削減は手段であって、村と地球環境にとってとても大切なこ

の自然との共生、森、川をどのように守っていくのか、それを村としはてどういうビジョン

を持って、どういう計画があるから、あなたの計画には賛成できませんよという、そういう

計画が村にあるべきではないかということを最後に申し上げて、終わりにいたします。 

○議長（北村直樹君） これで、豊田惠美子議員の一般質問は終わりました。 

  ここで、皆様にお知らせいたします。 

  本日の会議時間は、本日の議事日程が終了するまで、あらかじめ延長をいたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 清 澤 あゆみ 君 

○議長（北村直樹君） 次に、６番、清澤あゆみ議員。 

  清澤あゆみ議員。 

〔６番 清澤あゆみ君登壇〕 

○６番（清澤あゆみ君） ６番、清澤あゆみでございます。私の質問は１問です。 

  災害に強い地域づくりのために必要な取組とは。 

  ９月１日に予定されていた今年の総合防災訓練は台風に接近に伴い中止となりました。当

村に台風の影響はなく安心しましたが、各地区において準備された訓練内容が実施されなか

ったのはとても残念なことです。 

  今年元日に起きた能登半島地震に続き、その後、能登は豪雨災害にも見舞われました。先

日の新聞には、ここ10年、震度５弱以上の地震が数か月に１度のペースで起きているとあり
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ました。それに加え、地球温暖化による異常気象により、豪雨による水害や土砂災害も頻繁

に起きています。いつ来るとも分からない災害に備えて、私たち一人一人が防災への意識を

高める必要性が高まっています。 

  また、自主防災組織を中心に、地域の一員として活動する意識づくりも大切になります。

私自身も防災士の資格を取得し、防災について改めて考える機会を持ちました。今年、防災

訓練が行われなかったことを踏まえ、現状の確認と防災に関する取組等について質問します。 

  （１）防災訓練が行われなかったため、お助け台帳が使われなかったわけですが、お助け

台帳の毎年の更新が各地区において行われたかの確認はできていますか。 

  （２）今年３月の一般質問で、備蓄品について質問した際に、冬場に備えてのもの、女性

の生理用品、乳幼児のミルクなど、見直してそろえなければならないものがあると答弁をい

ただいています。その後、検討されて整えられたのでしょうか。また、西洗馬防災センター

完成に伴い、併設する防災備蓄倉庫への備蓄品の搬入は完了していますか。また、西洗馬に

あるＡＲＣ東京堂さんに保管されていた備蓄品についてはどうなりましたか。 

  （３）ＡＲＣ東京堂さんとは防災協定を締結し、非常の際は避難場所として村民に社屋を

提供してくれることになっていますが、そのほかの村内企業で災害時における協定を締結し

ている企業はありますか。 

  （４）10月に村の防災アドバイザーである下田力さんにより村職員対象に、朝日村の地形

についての説明、過去に当村で起きた災害、今後当村で起こり得る災害等についての防災学

習会が行われました。職員の約６割が村外に住んでいるということで、朝日村を知るという

意味でとてもよい機会だと思いました。長いこと朝日村に住んでいても知らないこともあり、

地域の地形や特性を知るという意味で、今後このような機会が村民に対しても必要と思いま

すが、いかがでしょうか。こういった講習が個人や組織の防災能力を高めていくことにつな

がると思います。 

  （５）有事の際の炊き出しや避難所の設営といった場面では、女性目線での配慮が求めら

れることが多いと考えます。しかし、当村では地区長などの役員に女性が非常に少ない現状

があります。一方で、防災組織に女性が参加し、多様な視点を取り入れることは地域全体の

防災力向上に大きく寄与するはずです。そこで、防災組織における女性の参画を促進するた

め、具体的に考えている取組はありますか。 

  （６）防災意識を高めるための取組として、公民館で防災をテーマにした講座を開催して

はどうかと考えます。今年当村には有志により防災士会が立ち上がりました。土のうを作る
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訓練を行ったり、先日の文化祭では防災コーナーをつくり、多くの人に立ち寄ってもらいま

した。この防災士会が、防災についての実践的なワークショップを行うことで、地域の防災

力を高める取組ができるのではと思いますが、いかがでしょうか。 

  以上、よろしくお願いします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） それでは、清澤議員のご質問でございますけれども、

（１）から（５）まで、私のほうからお答えをさせていただきたいと思います。 

  最初に、（１）でございますけれども、お助け台帳の更新の確認のご質問でございます。 

  このお助け台帳につきましては、基本的に自主防災部会ごとに取りまとめを行っておりま

して、自主防災会長と自主防災部会長がそれぞれ管理をすることになっておりますので、村

では更新状況の把握は行ってはおりません。 

  お助け台帳は、災害時の安否確認に利用することから、防災部会では随時更新をする必要

がありますので、村では必ず１年に１回は更新をしていただくよう、今年の７月に開催され

ました区長会、それと地区長会で更新手順のチラシを作成してお願いをしております。今後

も、区長会、地区長会において、年に１回は更新していただくように促していきたいと思い

ますけれども、４月には役員さんも交代したりするものですから、４月の区長会、地区長会

を捉えて、引き続き促していきたいと思っております。 

  なお、今年度につきましては、村でも、お助け台帳の作成状況を把握するために、10月末

に各自主防災会長宛てにお助け台帳のデータの提供をお願いしてございます。このデータの

提供をいただく時点で、区長さんのほうに更新しているかどうかの確認はできると思います

ので、今年はそういった形で把握はしていきたいと思っておりますので、お願いしたいと思

います。 

  続きまして、２つ目のご質問です。備蓄品の関係でございます。 

  ３月の一般質問のほうでもお答えをさせていただきました。そのときに、女性の生理用品

等について備蓄を行っていくということでお話しさせていただきましたけれども、女性の生

理用品につきましては既に購入済みでございまして、中央公民館、それと西洗馬防災センタ

ーにそれぞれ配備をしてございます。 

  また、今年度９月に補正予算をさせていただいた予算を含めて、現在、発注をして納入待
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ちをしている状態のものでございますけれども、長期保存用のボディータオル、防災用のウ

ェットティッシュ、長期間保存用のデンタルリンス、長期保存用のカイロ、それと災害時用

の乳幼児のおやつとミルク等を現在発注、納入待ちとしているところでございます。 

  また、西洗馬防災センターの備蓄倉庫へは、10月に中央公民館の備蓄倉庫から必要数量の

移動を行いまして、東京堂の備品につきましては現状維持のまま備蓄をさせていただいてい

る状況にございます。 

  続きまして、３つ目のご質問です。村内の企業等との防災協定の関係になります。 

  村内企業との災害協定につきましては、まず、朝日村郵便局と、災害時の郵政事業につい

て協定を行っております。また、朝日村商工会とは災害時の支援活動、復旧活動についての

協定、また、針尾にございますＨＡＲＩＯ株式会社とは災害時の防災用品等の供給として、

発泡スチロール板と発泡スチロール製のトイレを提供していただけることになっております。

このほか、福祉避難所の設置につきまして、夢の里朝日、森のこびと、グループホーム朝日

新明館、デイ・サービスアステラを運営するそれぞれの法人と協定を締結して、災害時の福

祉避難所の運営をそちらで行えるようにしてございます。 

  また、村の社会福祉協議会とは、かたくりの里の福祉避難所の設置、それと災害時におけ

る災害ボランティアセンターの設置運営等に関する協定を締結しているところでございます。 

  続きまして、４番目、防災講習会等の関係でございます。 

  村の防災講習会等につきましては、これまでも、土砂災害警戒区域のある地区におきまし

て、６月の土砂災害防止月間に合わせて災害講習会を開催してきております。また、地震総

合防災訓練の職員訓練でも、様々な講師による防災講習会を開催してきているところでござ

います。また、昨年からは、新たに松本広域消防局の職員を講師に自主防災会の役員を対象

とした避難所運営訓練を開催し、今年度におきましては、能登半島地震に災害派遣された村

の職員が講師となりまして、災害支援報告会を兼ねた学習会を社協、商工会、下洗馬地区で

行っているところでございます。また、現在は、小学生向けの防災学習会の開催について検

討をしているところでございます。 

  清澤議員からお話のありました防災アドバイザーの下田力さんの講習会でございますけれ

ども、今年中止となりました地震総合防災訓練の職員の訓練で実施する予定でございました

けれども、改めて10月に全職員を対象に行っていただきまして、朝日村の地質や地形、過去

に当村で起きた災害、今後起こり得る災害等についての話をしていただいたところでござい

ます。村の職員が、地域のどこに何があるか、歴史や経緯、地域の特性などを知るというこ
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とは、今後の村づくりや災害対策を考えていく上で重要なことでございまして、大変よい機

会になったと捉えております。 

  こうした地域の特性や災害履歴から災害リスクを学ぶこと、また住民同士が顔を合わせて

防災について話し合うことは非常に重要なことでございますので、こうした防災講習会の実

施につきましては今後も取り組んでまいりたいと考えているところでございます。 

  続きまして、５番目の質問でございます。 

  防災の組織における女性の参画の促進のご質問でございます。 

  こちらにつきましては、村の男女共同参画計画の中にもございます。村の役職でございま

す、区長、地区長等につきましては、やはり、災害時もリーダー的な存在になります。そう

いったことで、区長、地区長の女性選出など、地域組織における女性参画の促進を呼びかけ

てまいりたいと思っております。 

  また、防災に女性の視点を取り入れるために、村の防災会議には、役職の長に関わらず、

代表者として女性の皆さんを選出していただくようお願いしているところですけれども、そ

れでも女性の割合というものは少ない状況でございます。今年度、防災士の皆さんにおきま

しては、防災士会も発足しまして、女性の防災士の皆さんもおられますので、ぜひ防災会議

に加わってもらうことなどを検討してまいりたいと考えております。また、現在、消防団の

ほうでは、通常の消防団員の募集と併せて女性消防団員の募集を行っております。この女性

消防団員につきましては、後方支援的な役割を務めていただくよう加入促進を進めていると

ころでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 上條教育次長。 

〔教育次長 上條靖尚君登壇〕 

○教育次長（上條靖尚君） それでは、私からは、清澤議員最後の質問にお答えさせていただ

きます。 

  初めに、11月２日、３日に行われました朝日村文化祭では、防災士会によるワークショッ

プの開催、防災グッズの展示などブースを出展いただき、文化祭を盛り上げていただきまし

た。ありがとうございました。 

  さて、ご提案の防災をテーマにした公民館講座の開催についてでございます。公民館講座

において、近年に村の防災担当課が行った研修会等を除き、公民館で防災をテーマにした講

座を開催した記録は確認できませんでした。そこで、ご提案のように、今後、公民館講座と
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して取り組むことも、住民の防災に対する意識の高揚や防災力といった観点では有益である

と捉えており、開催に当たっては、消防局や村、県の消防防災担当課といった行政機関や、

防災士の皆さんのような専門家の方に企画や講師を依頼し、関係の皆さんとともに行うこと

が効果にもつながると考えております。 

  公民館講座は企画を持ち込んでの開催も可能です。既に防災士会からはご提案をいただい

ているところでございます。他の講座につきましても、このような専門家の皆さん、先ほど、

羽多野議員のほうからもありましたけれども、例えば、作家さんとか農家の皆さんのような、

皆さんと共催で開催できれば、さらによいかなと考えております。このような取組が、大人

はもちろん、子供の顔が見える取組となり、地域づくり、地域とともに育んだ、自らを耕し

続ける人づくりにつながるものと考えております。ぜひ、公民館へお問合せをいただければ

と思っております。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 清澤議員。 

〔６番 清澤あゆみ君登壇〕 

○６番（清澤あゆみ君） ありがとうございました。 

  幾つか項目があったので、順番に、再質問なりしていきたいなと思うんですけれども、ま

ず、お助け台帳の件ですけれども、先ほど課長もおっしゃいましたが、３月で切り替わって

しまうので、この辺のところ、早い段階の改修が望ましいというふうに思います。よろしく

お願いします。 

  いざ災害があったときですけれども、地区長、区長さん、お助け台帳を持って避難すると

いうのは非常に困難な状況のときもあるかと思いますので、住基との照らし合わせを行って

いくということでしたけれども、その辺も活用していくときがあるかもしれませんので、非

常に細かな作業になるのかと思うんですけれども、対応よろしくお願いしたいと思います。 

  それから、備蓄品の件ですけれども、西洗馬防災センターのほうに備蓄品を整えられて、

搬入が終わったということで安心いたしました。 

  それから、東京堂さんにはそのまま置いていただけるということで、いざという災害のと

き避難所になっておりますので、そのまま置いて保管していただけるというのは非常にあり

がたいことだと思います。 

  備蓄品に関しては、やはりちょっと、常に気をつけていただくというか、災害のときに便

利なものですとか、非常に、例えば軽量なものであったりとか、常に新しい商品が出ていま
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すので、その辺チェックしていただくことも必要かなというふうに思います。去年３月の一

般質問のときに、備蓄品の中身について写真を撮って公表してほしいというお願いをいたし

ました。今回、搬入が終わって整えられたということですので、西洗馬の防災センターのも

の、それから、公民館とわくわく館の間の備蓄倉庫のもの、そういったものをホームページ

であったり、公共施設なので、写真を公開していくというお話でしたので、対応していって

いただけたらと思うんですけれども、それと、備蓄倉庫を視察したときに、地震の対策がで

きていなかったのが、非常にちょっと心配になりました。写真の公開と地震対策ということ

に対して、備蓄倉庫の中がどうであるか教えてください。 

○議長（北村直樹君） 上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） 清澤議員の備蓄倉庫の関係でございますけれども、

備蓄品につきましては、先ほども申し上げましたとおり、右岸側の備品ということで、新し

くできました西洗馬防災センターの備蓄倉庫に、右岸側の分ということで10月に移してござ

います。ただ、やはり、棚は用意してあるんですけれども、そこに積み上げてある形で、地

震が来たときに、確かにどうなるかということがございますので、またちょっと、それにつ

いてはまた検討をさせていただきたいと思います。それとやっぱり、備蓄品が、どういった

ものが備蓄されているかというリストはありますけれども、写真でホームページ上に公開す

るとか、そういったところはちょっとまだできていませんので、それも今後進めていきたい

と思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  それと、備蓄品なんですけれども、多分、今年の１月の能登半島地震を受けてだと思いま

すけれども、８月の省庁の概算要求のときに、総務省のほうで、来年度、ちょっと大型の補

助事業というか、を組んで、そういう備蓄品の整備に対する交付金を用意しているという状

況をお聞きしておりますので、そこで、改めて大型のものから、しっかり備蓄品をもう一回、

再度見直しして、来年度、少し予算も大きくなるかと思いますけれども、購入等していきた

いと思います。それに合わせて、備蓄倉庫の地震対策なんかも再度確認してまいりたいと思

いますので、お願いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 清澤議員。 

〔６番 清澤あゆみ君登壇〕 

○６番（清澤あゆみ君） ありがとうございます。 

  地震がもし起きてしまって、備蓄倉庫を開けたときに、もう全部倒れていて入れないとい
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う状態では非常に意味がないことになってしまうので、ぜひ早急に対応していただけたらと

思います。交付金の話ですが、ぜひ有効活用していただけるように、そこの辺も検討をお願

いしたいと思います。 

  ３番目の村内企業との締結の質問に対する件ですけれども、幾つかの企業ですとか団体と

締結しているということで、すごい安心した部分ではあるんですけれども、例えば、ＨＡＲ

ＩＯさんであったら、在庫を抱えなくても、簡易トイレ、いざというときに納入してくださ

るというのは非常にありがたいことかなと思います。 

  それから、福祉避難所に関しても、この辺が一番大事な部分かなと思うんですけれども、

ぜひ、幾つか福祉避難所として指定されているところはあるんですけれども、そういう情報

をきちんと、利用されている方はもちろんですけれども、今後利用する可能性がある方にも

伝えていくというところが必要になるかなと思いますので、そこのところをお願いしたいと

思います。 

  それから、我が家も建設業ですので、会社所有の重機ですとか発電機、チェーンソーなど

の情報は村のほうに提出してあります。農家の方でも、そういった機械を持っていらっしゃ

る方、また、除雪機に関しては、今年度、通学路の関係で、どなたが持っているかというよ

うな把握はできているかと思うんですが、各地区ごとに、こういったものをまとめておくと

いうのも、ひとつ大事なことかなと思いますので、そこもお願いしたい点です。 

  それから、熊本地震を機に、国は、過去の教訓を基に、被災した自治体からの要請を待た

ずに支援物資を送るプッシュ型支援というのを初めて実施しました。村の支援物資の受入れ

場所はゲートボール場と美術館というふうになっておりますけれども、被害状況によっては

保管できなくなる場合もあります。ですので、例えば、こういったときのために、村内の運

送業者と提携して支援物資の受入れをお願いするなどの業務委託をできるようにするですと

か、村内企業の駐車場を災害ボランティアの方々の駐車場として使わせてもらうというよう

な検討をしていくのも、ちょっと大事な点になってくるのかなというふうに思いますが、こ

の点に関してはいかがでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） 清澤議員のご質問でございますけれども、そうです

ね、支援物資もプッシュ型ということで一方的に送られてきてしまうというと、保存してお

くところと分けるところと必要になってくると思います。今、ゲートボール場と美術館が一
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応物資の保管倉庫にはなっておりまして、必要に応じて体育館も避難所にはなっているんで

すけれども、状況を見てそこも活用するようにはなっていますけれども、ほかの面でも、災

害の避難住宅の建設場所だとか、今、西洗馬の広場になっていたり、小学校の校庭になって

いたりするんですけれども、ちょっとそういったものも改めて、今のいろんな状況も変わっ

てきたところもあったり、公共施設も、西洗馬防災センターなんかも増えたりしているとこ

ろもありますので、改めて、災害時のそういう拠点の場所については今後も見直してはいき

たいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  必要な部分につきましては、企業さんのほうとも協力体制が取れれば、そういったところ

も活用させていただく、そういった方向性も検討していきたいと思いますので、お願いしま

す。 

○議長（北村直樹君） 清澤議員。 

〔６番 清澤あゆみ君登壇〕 

○６番（清澤あゆみ君） なかなか行政の中でやるには限界がある部分というのがあると思う

んですけれども、そういったところをカバーしてもらったり、協力をお願いできれば、より

強い防災になるのかなと思いますので、その検討をしていただければいいのかなというふう

に思います。 

  それから、４番目の質問で、防災アドバイザー下田さんの研修会の件なんですが、非常に、

私も出席させてもらったんですが、いい機会だったなというふうに、課長もおっしゃってい

ましたけれども、いい機会だったと思います。各地区によって、例えば、裏に沢があるとか、

住んでいても知らない方もいらっしゃると思うんです。そういった地域の特性を知るという

ところにつながってくると思うんですけれども、もし機会があれば、例えば、地区単位でで

すとか、そういったのをやっていけば、より意識というのも変わってくるし、いざというと

きに備えるという意味では必要になってくるかと思いますので、検討していってもらえれば

と思います。ただ、いろんな講習会をやられているということが今分かりましたので、引き

続き、その辺、お願いできればと思います。 

  それから、防災組織における女性の参画の促進の件ですけれども、区長さん、地区長さん、

女性が入るようにというふうに課長のほうでもおっしゃいましたけれども、なかなかその辺

が、例えば、地区で順番で回していたりというのがあると、女性がその中に入っていくとい

うのは難しい問題なのかなと思うんですけれども、筑北村の取組を紹介したいと思うんです

が、筑北村でも、やはり同じような状況があるようで、昨年開催した避難所運営を体験する



－122－ 

研修会では、対象を男性が就くことが多い区長や自主防災会の役員としたため、女性の参加

がゼロだったということです。まさにこれは当村と同じ感じかなと思うんですけれども、そ

れを受けて、先月、女性を対象に防災講演会と意見交換会が開催されたと新聞で拝見しまし

た。これは筑北村主催で、例えば、団体の方の女性に声がけするとかという形で60人ほど集

まったということだったんですが、そういった感じで村から呼びかけて開催してもらうとい

うのも一つの手かなというふうに思うんですが、これに関してはいかがでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） 清澤議員のご質問でございますけれども、そうです

ね、なかなか地区の組織的な役員を女性にといっても、なかなか難しいところがありますし、

女性を対象としたというものをやっていけば、そこでいろんな意見もいただけるようになる

と思います。今までは、こういった切り口等は検討していなかったんですけれども、今年に、

土砂災害防災区域で行っておりました講習会は、御道開渡を実施して、これで全て村内のほ

うは一回りしたことになりますので、新たな切り口の防災講習会みたいなものも検討する上

で、女性を対象にした講習会というのも検討させていただきたいと思いますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 清澤議員。 

〔６番 清澤あゆみ君登壇〕 

○６番（清澤あゆみ君） 先日なんですけれども、松本の村井地区の防災会の役員の方対象の

研修会というのを見る機会がありました。村井町会の中の９地区対象の研修会だったんです

けれども、全く女性がいない自治区は僅かでした。最低でも１人は女性が参加しているとい

う地区が多かったんですけれども、避難所開設の図上訓練というのを行ったんですが、避難

所に様々な状況の避難者がどんどんやってくるわけです、それを、体育館を想定した中で、

どういうふうに区分して、誰をどういうところに避難所の中を区切ってやっていくかという

ような訓練だったんですけれども、女性の参加がなかった地区は結構考え込むことが多くて、

どんどん時間で区切っていくんですけれども、ちょっと置いておいてというような場面も出

てきてしまう感じだったんですね。ですので、男性、女性、どちらの視点もやっぱり必要だ

なというのは、そのときすごい感じました。 

  男性ばかりでなく女性も積極的に参加してもらうという意味では、先ほどのような講演会、

意見交換会、女性対象にということでお願いしましたが、そこで上がった声を通して、備蓄
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品として備えるもので必要なものというのが見えてくる部分があるかもしれないですし、何

より、それぞれの家庭での取組にも変わってくる部分があるのかなというふうに思いますの

で、ぜひ前向きに検討していただきたいと思います。 

  それから、講演会といいますか、講座の件ですけれども、村のほうでもやっていただいて

いるという話でしたが、教育委員会のほうで公民館講座へというふうにお願いした件ですが、

今年立ち上がった防災士会は、ＳＮＳを使って減災、防災に関する発信をしたりですとか、

防災に関する通信を発行して公共施設に貼ったりとか、精力的に活動しています。村外地区

の公民館ですとか学校で防災に関する研修会の講師を務めている方もいたり、先ほどの村井

地区の講習会というのも、その方がやっていたんですが、被災地に何度もボランティアとし

て行っている方もメンバーの中にはいらっしゃいます。防災士の資格を取得したとはいえ、

私自身はまだまだたくさんの経験を積まなければと思っているところですけれども、やはり、

夏休み中の子供を対象に防災に関する講座を開くとかというのも、防災士会で協力していけ

る部分になるのかなと思うので、ぜひ、ここは協力して興味深い講座が開けたらと思ってお

りますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  それから、地区を知るという意味で、ハザードマップを見るというのもとても大事なこと

だと思います。問合せしたところ、この５月に更新されたというハザードマップが回覧板に

挟まれて全戸配布されたとのことですが、戸別配布では紛失してしまう家庭が多いと思いま

す。大切なものという位置づけのためにも、配布の仕方にも配慮が必要だと思いますけれど

も、いかがでしょうか。 

  例えば、暮らしのカレンダーの中に組み込んでしまうとか、それから、ハザードマップつ

ながりで言うと、指定避難所として14か所が指定されていましたけれども、最近ペットを飼

う家庭が多いですが、ペット同伴の避難所として指定されている避難所があるかどうか、ハ

ザードマップにその明記がなかったものですから、この点について教えていただきたいと思

います。 

○議長（北村直樹君）  

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） 清澤議員のご質問でございますけれども、最初に、

ハザードマップの関係ですけれども、今年、河川のハザードマップが、針尾橋を境に下流域

は奈良井川改良事務所、上流域は松本建設事務所が管轄をしておりまして、両者話し合って、

同じ基準でハザードマップを作ればよかったんですけれども、それぞれちょっと違う基準で
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作ってしまったということで、それをすり合わせをしまして、再度、今年の春先に配布させ

ていただきました。なくしたという方も、清澤議員のほうからも、見当たらないという方も

お聞きしておりますので、また、何か各家庭に配られる、先ほど、ご提案ではカレンダーも

ありましたけれども、防災の冊子なんかも定期的に作り直しをしていますので、そういった

中に折り込むとか、その辺は、またちょっと今後検討させていただきたいと思います。 

  避難所のペットですけれども、基本的に、どうしてもペットと一緒に避難されるという方

もおられると思いますけれども、そこは、避難所のそれぞれの運営の中で、ペットは軒先の

ところにそういう場所を用意して、避難者が目につくところに置かせてもらうとか、そうい

った工夫をしていただいて、基本的には禁止ということではなくてということになると思い

ますので、ペットが可能かどうかという避難所の区分けはしてはおりませんので、お願いを

したいと思います。 

○議長（北村直樹君） 清澤議員。 

〔６番 清澤あゆみ君登壇〕 

○６番（清澤あゆみ君） ということは、それぞれの避難所で運営していく段階で、ペットを

連れてきた方はこの辺でとかというふうに、それぞれの避難所ごとの話合いでという解釈で

よろしいですか。分かりました。 

  幾つかお聞きしたんですけれども、やはり、いろんな講習会をやったりすることによって

興味を持っていただけることもあるのかなというふうに思います。防災センターが完成して、

備蓄品も整えられたというところで、まず一つ安心した部分ではあります。去年、避難訓練

ができなかったので、来年は、それを踏まえて、よりよい避難訓練ができればいいなという

ふうに思っていますが、先ほど次長のほうから、文化祭で防災士会が防災コーナーをつくっ

たというお話がありましたけれども、段ボールベッドを作って置いておいたんですが、座ら

れる方、寝てみる方、結構いる中で、ちょっとやっぱりこれはこのままだと固いねとか、案

外もうちょっと狭いかと思ったけれども結構広いんだねとか、いろんな声を聞けました。な

ので、実際に触ってみる、作ってみるという経験が大事だと思いますので、そういったこと

を、また組み込みながら訓練のほうにやっていっていただけるように、地区の方のほうにも

話をしていただけたらいいのかなというふうに思います。 

  最近は、県内中心地区で時々地震が発生しています。お盆のときの雨では、村内でも民家

や畑に被害がありました。いつ本当に災害が起こるか分からないんですけれども、個々の防

災意識向上のために、私自身も防災士として努めてまいりたいと思います。防災は地域づく
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りであり、行政、地域住民、そして私たち一人一人が力を合わせることで災害に強い地域を

つくることができるのだと思います。 

  以上で、私の一般質問を終わります。 

○議長（北村直樹君） これで、清澤あゆみ議員の一般質問は終わりました。 

  ここで休憩を取りたいと思います。 

  再開を４時40分といたします。 

 

休憩 午後 ４時３３分 

 

再開 午後 ４時４０分 

 

○議長（北村直樹君） それでは、時間となりました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 古 池 美佐江 君 

○議長（北村直樹君） 最後に、７番、古池美佐江議員。 

  古池美佐江議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） ７番、古池美佐江でございます。 

  私は、２問質問させていただきます。よろしくお願いします。 

  今、自治会組織に加入していたが脱会してしまう、また、最初から加入しないという住民

が増加しており、地区加入者の負担が大きくなっているということが問題視されてきていま

す。今では、地区として脱会し、自治会を廃止したいという動きもあると聞いています。自

治会の存在は、行政の施策推進のためには欠かせないものと考えますが、維持存続のために

研究や具体策を講じているか、村としての体制をお尋ねします。よろしくお願いします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢光寿君登壇〕 

○企画財政課長（清沢光寿君） それでは、古池議員の、地区自治会存続への対応につきまし
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てご説明申し上げます。 

  初めに、議員ご質問のとおり、これからも持続可能な村をつくるためには、地域の自治組

織と行政は車の両輪となって課題解決に取り組む関係性であると私は捉えてございます。令

和３年には少子高齢化の進展に伴い住民の要求する公共サービスが増大、多様化する一方で、

実際の厳しい財政状況から、それら全てに行政で対応することは困難であるため、増大、多

様化する住民ニーズに対しては行政以外の主体による公共サービスの提供や、住民と行政に

よる協働の推進により対応することが重要と捉え、朝日村協働の村づくり指針を策定してま

いりました。 

  しかし、近年、価値観の多様化などの要因により、地区加入率の低下や地域活動の停滞が

生じ、議員ご質問でございました地区の存続について悩まれている地区も発生してきており

ます。そこで、村では、これまでに、地区の負担軽減を図るため、役員数の見直しや地区統

合の提案、また、自主防災組織立上げによる地域防災力の向上など、地域活動における負担

軽減や防災を通じた住民同士の連帯意識の高揚に努めてきたところでございます。 

  先ほども申し上げましたが、今後、さらなる人口減少や少子高齢化は確実に進むと思われ

ます。身近な地域の生活環境をよくするためには、住民同士がつながりを深め、防災や防犯、

環境衛生、こちらはごみ収集所の管理や水路管理、雪かき等でございます、こういった環境

衛生など、地域の課題をその地域に住む人々が解決することが必要だと捉えております。 

  しかし、私がこうやって言葉で言う簡単に解決できる案件ではなく、解決策もないのが実

情でございます。そこで、改めまして、地域組織及び地域防災組織の役割や協働の必要性に

ついてご説明する機会を設けるとともに、行政からの依頼事項のスリム化、特にこういった

もの、こちらのほうは、文書配布であったり、草刈りであったり、鳥獣柵の管理であったり

と、いろいろあるんですが、そういったのの、もしかしたらスリム化も必要だと思っていま

す。また、区や分館等との協議による、区、また分館がやっている役職というのは、一部も

しかしたら減っていない部分があるかもしれない、また、ＪＡさんとのそういったものにつ

いても、ご協議する必要があるかもしれないということがございます。 

  そういったものの負担軽減や地域間における、今度は交流機会の創出ということで、地域

がもっと元気になるような、地域間で何か楽しいことだとかそういったものをつくり上げら

れないかといったものを地域とともに協議させていただくという場をつくりながら、地域組

織の維持存続につなげていきたいと思ってございます。 

  こういった、私も先ほど申しましたが、言葉では簡単に言っている部分であるんですけれ
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ども、そういったものを、やはり住民の皆様に理解いただくのは、何回も何回もご説明申し

上げながらしていくことが重要だと思っていますので、そんなことをしていくわけでござい

ますが、ぜひ、議員の皆様も、こういったものはご承知だと思いますので、ぜひ、共に活動

いただきたいというのが、私どもの担当課としての思いでございますので、よろしくお願い

いたします。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） 本当に、行政のほうでも頭を悩ましておられることだと思います。

実は、一昨日、日曜日の日、西洗馬地区の地区長さんが全員集まる地区長会の役員会があり

ました。それを傍聴させていただきました。いろいろな通達事項があった後、一番最後に、

これは西洗馬地区としてもとても問題だということで、地区長がそれを耳にしたのが、つい

最近だったので、遅くなりましたけれども、自分も、自分の西洗馬地区の中でこんなに進ん

でいるとは思わなかったといって、なので、皆さんにお諮りをしますということで、会議を

開いておりましたので、それを聞いてまいりました。 

  既に、この地区、本当に西洗馬地区の小さな新興のあるところの地区なんですけれども、

脱退をしたい、もう地区としてやめたいということを10月のときに、もう村のほうにもお話

をして、村とは協議をしましたというか、お話をしましたということも向こうから説明があ

りまして、でも、その懇談をしたんだけれども、今のところは、そのお話を聞くと、村が希

望しているというか、せめて地区長さんだけでも残してもらいたいとか、いろいろお話があ

ったそうです。ですけれども、またそれを持ち帰ったら、地区では、いや、そんなことはで

きないというふうになっていて、今の地区長さんも頭を抱えておられました。それで、話は

平行線になっているなと思います。 

  村も、全世帯がそっくりとは、もう本当に地区を脱会するなんて、なくすなんていうこと

を想定していなかったと思います。なので、この少子高齢化が進む今、これから、それがも

し、可能というか、なってしまうと、ああ、それだったら、うちの地区も要らないよねと、

連鎖反応で、そのお話を聞いたところ、それはもうすぐどんどん広がっていくので、じゃ、

なくてもできるんだったら僕たちも脱退したいよねと言って、なってしまう可能性もあるの

で、本当に真剣に、村民としても皆さんと考えていかなければいけない事項だなと私も感じ

ながら帰ってきました。 
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  ただ、ここで、地区長さんの話によれば、この問題は今始まったものではなく、三、四年

前、主には４年前くらいにあったそうです。隣の地区と合併することも考えて、隣の地区と

も話し合ったと。だけれども、一緒になりませんかと言ったら、向こうは嫌だ、いや、ちょ

っとやめようというふうに、何かそれなりの意図があったので、それがうまくいかなかった

と。それでまた、４年前の地区長さんは、村の地区長会議でも、地区の存続危惧を行政にも、

そのときお話をさせてもらったと、なんだけれども、何も対応してもらえなかったと、今の

地区長さんが、そういうふうに前の方から説明を受けているという、そういうお話なんです

よねということで、地区長さんも、１年しか、皆さん回りでやっていますので、そんなお話

があったので、ここで気になったのが、行政が何もしなかった、その時点でという言葉が、

とても気になりました。これについて、そのとき、もう４年も前になってしまうんですけれ

ども、村としては何もできなかったのか。こういうときにどんな対応をしたのか、もし覚え

ていることがあったら教えていただきたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） 古池議員のご質問でございますけれども、この地区

でございますけれども、先ほど古池議員のほうからお話もありましたとおり、住民の方が主

体になって、ほかの地区との統合をするように動いていただいたんですけれども、結局、受

入れ先のほうが駄目だったということで、そこで一旦その話はなくなったということで聞い

ています。 

  昨年も、今年の１月の地区長会にも、小規模の地区の統合ということで、村内で、やはり

幾つか小規模地区、30戸未満の地区があったりするものですから、そこはやっぱり、ほかの

地域と一緒になってほしいということで話をしたんですけれども、やはり、残念ながら、ほ

かの地区と統合が可能だという地区は結局なくて、そういったことで今に至っている状況が

ございます。 

  そういった経過はございますけれども、どういったことがあったかという、村のほうでは、

特に中に入ってということはなかったと思いますので、お願いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） ４年前のことですので、あまり覚えていないということも、村のほ

うも忙しいですので、あると思います。ただ、その後、まだ、この後、話合いが続いたんで
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すけれども、そのときに、３年とか４年前に出たときに、もうちょっと、そのとき多分コロ

ナが始まっていたかもしれないんですけれども、その後、いろんな、分からないんですけれ

ども、村がイニシャチブを持って、もう少し中に入って、そことの協定というか、いろんな

話をするときに、地区同士だけじゃなくて、村も、もう少し親身に対応してもらえたら違っ

たかもしれないが、でも、それは今となっては分からないしという話もちょっと出ていまし

た。 

  それで、やはり、第三者、当事者と当事者だけではなくて、中に誰かが入れば、もう今年

からなくなってしまいましたけれども、集落支援さんがいて、一生懸命お話を聞いてくださ

っていた時期もあったんですけれども、そういう地区の会議に、何か村の方も少し、一人で

もいいので入っていただいて、中に入ってお話を聞くということも大事かなと思います。 

  それで、村と地区との関わりをもうちょっと改善すると違うのかなと思うので、１つ提案

をしたいと思います。私的なお話にもなってしまうので、ご承知おきください。 

  私の夫は定年まで警察官をしておりまして、警察官の間には、駐在所にいたりとか、交番

にいた、勤務もするとか、そんなような仕事をしておりましたが、警察官というのは、自分

のエリア、ここでしたら駐在所が１つしかありませんので、駐在さんは、全部、この朝日村

の中を巡回連絡といって、元気ですかとか、皆さん、息子さんとか、一応名簿みたいなもの

を持っていますので、そういうのでしながら、いる間に必ずどこか１件は回るというふうに

して、それでまた、警察に対する困り事とか、相談事とか、そういうことを聞いてくるとい

う、それでそれをまた警察のほうの組織のほうに、そっちのほうに知らせたほうがいいかな

という事案があれば知らせて、それに対応していくというようなことを警察官はしておりま

した。 

  なので、こういうようなことを村に、運営に取り入れられないかなということです。ちょ

っと皆さんの職員さんの負担が大きくなる場合もあるんですが、現在職員が部署、どこの課

にいるかとかそういうことは関係なく、職員の方に１人か２人組で、この地区とこの地区を

この方が担当しましょうというふうに決めて、それで、年に１回、一番最初のときでもいい

んですけれども、年１回か２回くらい、どこかの常会に一緒に出て、何か困り事はないかと

いう、１時間ほどで大体町会は終わっているんですけれども、お話を聞いてくるとか、そう

いうふうに相談事を持ってきて、それを、しかるべき、今だったら企画財政課のほうに、こ

この地区はこんなことで困っているようですよとか、ちょっとお話をするとか、そういうこ

とも大事かなと。ちょっと夜になってしまったりします、今は大体月に１回しかやっていな
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いんですが、全部を出ろということではなくて、普段から、担当者を決めたら、このときは

ちょっと大事な、村に関係することをお話しするから聞きに来てほしいとか、そういうよう

な感じで担当を決めてやれば、大分、直接早く村のほうに入るかなと。それで、そういう話

が来たら、じゃ、どうしましょうというふうにできるとか、そんなことをしたらいいのかな

と。 

  そうすると、村と地区との、そこには本当に、今年の役員さんとか、それぞれの地区の方

たちとか全員来ていたりしますけれども、そんな中で、オブザーバーじゃないですけれども、

座って聞いているだけでいいんですけれども、最後にそういうのをいつもしてもらうと、も

っと近づくなって、村にお話がしやすくなるとかそういうのもあるので、村、行政のほうか

ら積極的に地区にちょっと入ってみるということを試しにやってみるといいかななんて思い

ました。 

  それで、私は教員をやっていましたけれども、教員時代にも、やっぱり、子供たちもいろ

んな地区から来ていますから、それぞれ、上組なら上組の担当の教員になったりとかすると、

今はもうやっていないじゃないかなと思いますけれども、年に１回か２回ですか、地区懇談

会みたいなのがありまして、それで、そういうところに教員も出ていって、地区の困り事と

か、それとか地区の行事、これからの行事とか、そういうのを、学校ではなくて、地区みた

いな、保護者の方も来ていましたので、来ていただいてやっていましたので、そんなことを

やったりもしていました。それと一緒かなと思って、少し、そんなこともやってみると、こ

ういうことをお願いしたいとか、そこで、直接、早めに伝えることも、行政のこういうこと

をやっていただきたいんですとか伝えることもできるかなと思います。そうすることによっ

て、もしかしたら、地区長さんが、地区長会議を１回減らすことができるとか、何かそうい

うこともできると思うんですが、そんなようなことを考えることはできますか。 

○議長（北村直樹君） 清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢光寿君登壇〕 

○企画財政課長（清沢光寿君） それでは、古池議員のご質問にお答えいたします。 

  古池議員のご質問、大変ありがたく思ってございます。その中で、各地区に出ていくとい

うことについては、以前も、村の中で、地区担当制という制度、しっかりした制度じゃない

んですが、職員を振り分けまして聞きに行くということもやった経過もございます。また、

近年は集落支援員さんが各地域を、実情を把握するために集落支援員を置いたということで、

そういったこともやっていないわけではないということでございます。 
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  ただし、やはり、なかなか地区担当制も、聞いて、町内の課題があれば、その課題を各課

につなげてやっていたということもありましたし、集落支援についても、各課で聞いてきた

んだけれども、結局、それをどうするかということは各課に流してそれで終わってしまった

のかも、もしかしたらしれません。 

  そんな中で、私も含めて考えることは、こういったことを聞いて、やることは非常に職員

にとっても勉強になりますし、いいと思っています。そのときに、ただし、各地区が、地域、

また各区等が、本当に個々でしっかりした継続的にやっていくという意思がないと、全てが

その担当職員に任せられてしまって、一体どちらが、この区を守っていくのかということに、

もしかしたら弊害が起きる可能性もございます。集落支援員さんにお話を聞いたときに、い

っぱい課題はくれるんだけれども、じゃ、どうしようという、なかなかその次がなかったと

いうことで、非常にいろいろな課題を持ってきてくれるんだけれども、それ、もしかしたら、

職員間じゃなくて、地域で課題解決することだよね、だから、そういった機会を設けてもら

ってやっていかなければいけないねというようなことを、話をしたこともございます。 

  ですので、そんなことを踏まえながら、また、そうはいっても、確かに、各地域に出てい

くということは非常にいいことだもんですから、そういったものを含めて、また検討させて

もらえばというふうに思っていますし、そういったことが、もしかしたら、その地域の負担

軽減につながって、より話合いの場が提供されるということにつながれば、非常にいいこと

だと思っていますので、ちょっと検討させていただきたいというふうに思っていますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（北村直樹君） 古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） 以前もやったことがあるということですね。持ってくるだけでも駄

目だと思うし、ただ、今回のことを感じたのは、誰か第三者が入って、そこにもし統合する

んだったら、どういうふうにすれば統合できるかとか、そういうものの相談とか、ここはど

うなんですかとか、そういうアドバイザーみたいな形で入るということも決して悪いことで

はないので、今、一応検討してみますとかというお話をいただいたので、私たちも、協力で

きるところは協力したり、やっぱり各地区で協力しながら活動には入っていきたいなと思っ

ていますので、本当に悩ましいところで、人口が減ってしまったら、自分たちでどうにかし

ていかなければいけないということは分かっていますので、本当に地区で協力して、私もや

っていきたいと思いますので、また、一緒に皆さんと考えて頑張っていきたいと思いますの
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で、職員の方にはご苦労をかけますが、よろしくお願いします。 

  これで、１問目を終わります。 

○議長（北村直樹君） 古池議員の１問目の質問は終わりました。 

  ２問目の質問をどうぞ。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） ２問目です。朝日村の環境に関する各条例と施行規則・環境基本計

画と小水力発電設備設置の整合性について。 

  朝日村環境基本条例・朝日村における再生可能エネルギー発電設置事業と環境等の調和に

関する条例・環境基本計画には、本村の自然環境の保全の重要性を掲げています。今回の日

本水力株式会社の小水力発電の計画が、各条例と環境基本計画の趣旨や理念と合致している

のか、次の３点について、村長の見解を求めたいと思います。 

  （１）朝日村における再生可能エネルギー発電設置事業と環境等の調和に関する条例第３

条において、近隣関係者の範囲を100メートルとしている根拠は何ですか。 

  （２）村のハザードマップを見ると、日本水力株式会社が設置する場所は土砂災害危険区

域になり抑制区域ではないのでしょうか。 

  （３）令和２年３月に示された朝日村第３次環境基本計画には、小水力発電という具体的

な文言は示されていないが、県企業局と日本水力株式会社の計画が持ち上がったときに、村

はどのように対応したのか教えてください。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  小林建設環境課長。 

〔建設環境課長 小林秀樹君登壇〕 

○建設環境課長（小林秀樹君） それでは、古池議員のご質問についてお答えいたします。 

  （１）につきまして、条例において近隣関係者に対し説明会の範囲を100メートルとして

いる根拠ですけれども、当該条例は令和元年に制定されております。制定に当たっては、周

辺市町村及び全国的な先駆条例を参考にし、100メートル以内としております。 

  （２）について、議員おっしゃるとおり、現在計画の取水施設の建設箇所は土砂災害特別

警戒区域であります。村として抑制区域には指定しておりませんけれども、土砂災害特別警

戒区域内の開発においては、土砂災害発生時に耐え得る防護施設等の設置や河川区域内でも

ありますので、河川法上の許可、協議も適切に遵守いただいた上で開発行為を行っていただ

きます。 
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  （３）について、朝日村第３次環境基本計画には、小水力発電という具体的な文言はござ

いませんが、再生可能エネルギーとして、もちろん水力発電も含まれます。地球温暖化対策

を推進していくことの一つとして捉え、県企業局と日本水力の両計画が持ち上がったときの

村の対応としましては、まず、地域住民の合意形成が必要でありますので、地域住民への説

明会を実施しております。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） 再生可能エネルギーの近隣関係者の説明範囲は100メートルという

のは、そのときには令和元年で、太陽光のそういう事業者がたくさん来たということで、近

隣のものとか、そういうものを参考にしてつくったということでよろしいでしょうか。 

  実は、もうそのときは令和元年で、それから、その後、令和３年で来て、今年になって、

今年２月、国が策定した再生可能エネルギーに関する説明及び事前周知措置実施ガイドライ

ン、資源エネルギー庁が出したわけですけれども、ここでは、50ワット以上2,000キロワッ

ト未満は高圧電気であるため、おおよそ300メートルの範囲の方に説明をするというふうに

明記されております。これはまだ新しいですので、本当に今年の最初につくられたものなん

ですが、あと、日本水力さんが説明しているときに、高圧電力ですからということは言って

いました。ですので、向こうも承知していたのかなとは思います。私たち、その後、ちゃん

とやっていますので、なので、やっぱりこの時点で300メートルということで、実際には条

例改正で、100メートルとたった200メートル違う300メートルではありますけれども、変わ

ってきているので、条例改正を少しそこのところは直したほうがいいんじゃないかなと思っ

ています。 

  ただし、ここを300メートルになったから、反対側の対岸まで行くのかなと、私、配布さ

れています地図上で見たとき、大体300メートルというのはここかなと思ったときには、対

岸のほうは、本当に大石原の隅のおうちが１軒かかるだけでしたので、今回の説明において、

おうちの、それに該当する住民がどこまでかというと、広くなるとは思いません。ですけれ

ども、やはり、改正されましたので、どこかで、そういうところは、これから先、何かあっ

た場合、本当に違いますので、ワット数によって違います、100メートルというのは、この

50キロワット以下のところが100メートルになっておりまして、それで、それよりも大きい

すごい高圧電力、2,000キロ以上になりますと環境アセスメントも必要になりますので、１
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キロ以上というふうにはなっていますので、いろいろ変わってきていますので、ぜひ、ここ

のところだけは確認していただいて、今回の水力発電所の説明に関係するとか関係しないと

かではなく、ちょっと改正を考えたらどうかと思うんですが、その点についてはいかがでし

ょうか。 

○議長（北村直樹君） 小林建設環境課長。 

〔建設環境課長 小林秀樹君登壇〕 

○建設環境課長（小林秀樹君） それでは、２問目の質問についてご回答させていただきます。 

  先日、議員から、そのガイドライン、冊子をいただきました、ありがとうございます。そ

こで、少し裏づけというか、調べさせていただいたんですけれども、同ガイドラインが設定

する300メートルについてですけれども、パブリックコメントによると、既存の市町村条例

に例があったとの記載がなくて、学術的根拠については示されていなかったです。しかし、

地域住民の利益や生活環境を守るため適切な配慮を行い、発電所の規模や立地、環境への影

響を考慮して範囲等を決められますので、今後検討していきたいと思いますので、よろしく

お願いします。 

○議長（北村直樹君） 古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） では、検討していただけるということで、また近々お聞かせくださ

い。 

  その次、ハザードマップについてですけれども、さっき、やっぱり災害危険区域になって

いるので、それに耐え得るものをしてもらえばいいということになっているそうですが、こ

の間の11月の雨は記憶に新しいところでございますが、あのときの雨量はすごい雨量でした。

長野県のどのくらい降ったかという統計を出しているところを、私、調べましたら、あの日

は、100年に一度起こる大雨、大体ハザードマップには147ミリと記載されておりますけれど

も、その７割、あの２日の日、117ミリを記録しておりました。翌日、豊田議員も申してお

りましたけれども、三俣堰堤のところには大きな石がごろごろしており、もし、あそこに取

水施設があれば、壊れた可能性もあるんじゃないかなと感じました。なので、もし今後、や

っぱり異常気象がありますので、ああいう大雨が降ったときには、山も崩れるかもしれない

し、川からの土砂崩れも、たくさん、もっと増えるんじゃないかと思います。 

  もし、日本水力が復旧することもできないほどたくさん来た場合、それで、負の遺産とし

て残るのではないかなと私もちょっと感じて、もっと降っていたら、もっと来てと、これか
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ら先、そういうことが繰り返したくさん起きたら大変だなと思ったんですが、やはり、ここ

には、私としては、あの場所は適当ではないのではないかというように感じてしまうんです

けれども、村としてはどうなんでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 小林建設環境課長。 

〔建設環境課長 小林秀樹君登壇〕 

○建設環境課長（小林秀樹君） それでは、３問目の質問についてご回答させていただきます。 

  村として適切な場所ではないかという判断は、ちょっと難しい回答になりますけれども、

土砂災害区域でありますので、県の許可を得て設置することになると思いますので、その辺、

開発行為を行うに当たっては遵守していただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（北村直樹君） 古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） 村としての判断は難しいので、県として判断されたら、そういうこ

ともあり得るということと私は解釈します。分かりました。 

  次、もう一つ、小水力発電という文言がないということについて、ちょっと質問したいと

思いますが、令和４年３月策定の朝日村2050ゼロカーボンビジョンでは、村の再生可能エネ

ルギーに関する計画での小水力発電について、５年をめどに調査研究をするとありますが、

今年９月の議会で中村議員と豊田議員から、村としてどのような調査研究をしたのかと問わ

れました。そのことに対して村長は、村としては研究調査はしていない、村単独で行うのは

ハードルが高いので、日本水力と共同でできるようになった、小水力発電は極めて環境への

影響は少ない、環境アセスメントまでする必要はないと答弁されました。本当にこれでいい

のかなと思います。 

  村の環境基本条例の第11条に、村は環境の状況を把握し、環境及び景観の保全に関する施

策を作成し、及び該当施策を実施するため必要な調査及び監視に努めるものと明記されてい

ます。調査の主催はあくまでも村ではありませんか。全て日本水力が提示してきたもの、こ

うだからできますというものを、自分たちで詳しい調査もせずに、日本水力に、よし、もう

調査研究したものを受け入れてしまうということは、大変拙速で無責任だと私は感じざるを

得ません。この点について、村長のお考えをお聞きしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 何をポイントに質問しているかがぼやけていて、もうちょっと、かみ
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砕いていただければと思うんですが。 

  いわゆる環境アセスメントという大がかりな環境調査は必要ないと、これは国のガイドラ

インで決まっておりますので、小さな規模の発電所ですから、どこかにダムを造るとか、火

力発電所を造るとか、そういったものとは違いますから、今の水を利用して、できる範囲の

小水力発電をするという事業ですから、施設もそんなに環境的に目立つような施設でもあり

ませんし、そして、導水管も地中を通しますから目立ちません。だから、何が問題であるか

というところが不明確です。 

  私は、さっきの同派の方の質問にも答えたんですが、水量の問題が問題なんですかと。そ

れだったら、どのくらいの水量までだったら、みんなで合意ができる水量があるのかとか、

そういう話合いを私はしたいんですね。そんなところですが。よろしいですか。 

○議長（北村直樹君） 古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） 私は、水量だけとは思いません。あそこの景観についても問題があ

るんじゃないかなと思っています。水量に関して言えば、先ほどですか、村長は自分で長靴

をはいて、あそこの堰堤の上に立って大体計算しましたと、そうしたら、1.8立米くらいは

流れているかなということでした。それで、私、自分だけではちょっと不安だったので、あ

そこに設置するという水を取る導水のＵ字溝みたいなのが提示されていましたよね、それで、

向こう側が大体20センチで、それが水を取るところの取水のほうに、取水した水をやるとき

に、沈砂池のほうに行くように流れるようにしているのが、内孔が84センチになっていまし

た。それで、幅が大体1.4から1.5くらい、中のがあったんです。それで、それについて、ど

のくらいの水がここの中に入るんだろうと思って、それで計算をしました。そうしたら、大

体あそこに入る水は2,800かな、だから、2,800というか、おかしいんですが、2.8立米くら

いは入るかなという計算になりました。それで、あれは、その上に、10度の角度をつけて、

金網というか、網を、なるべく砂が入らないようにとしているということで、そうすると、

10度のタンジェントになるらしいです。それで計算をすると、あの面積から入るのは、そこ

のところから65％の水は入るだろうということが分かって、なので、もし1.8立米ありまし

たら、65は確実に入ると。もっとたくさんあれば、もっと入るかもしれないと言っているん

ですが、そうすると、かなりの量の水があそこに取り入れられるんだなということが分かっ

て、それだけ取り入れられてしまったら、あそこから滝の音が聞こえなくなるのかなという

ことをとても心配しました。やっぱり、それも景観の一つじゃないでしょうか。 



－137－ 

  あと、もう一つは、９月のときに、あそこが草ぼうぼうなんだけれども、そこに沈砂池と

か、そういう貯水槽ができれば、あそこはきれいになるからいいんだよというふうに村長は

おっしゃられていたんですけれども、あそこに、もし道を歩いていたら、ここに、そういう

水がためられたものの上に人が落ちたり、石を投げたりしないように網が張られて、こうい

うものがあるんだねというのも、ちょっとだけイメージを取っているんですけれども、うー

ん、これって、ここに合うのかなということも、すごく景観上の問題も、私は嫌だなと思い

ます。 

  それと、聞く人によっては、こういう感じになると思うんだけれどもと言ったら、いや、

こんなところに、道側のほうに貯水池みたいのができるんかいと、プールみたいのが置いて

あるんかい、それは困ったな、それは駄目だと思う、俺はもっと対岸の向こう側の見えない

ところかと思っていたとおっしゃる方もいました。 

  ですので、そういうお話をすると、いや、やっぱりちょっと考えなければいけないねとい

うふうに言ってくれる、それで署名をしてくださった方もいたんですね。ですから、やっぱ

り、水量だけではなくて、景観の部分についても、やはり私は、どうなるのかということを

しっかり精査して、それがいいのか悪いのか、そういうことを見ていただく、そこに、だか

ら、景観及び景観の保全に関する施策を策定しと書いてありますよね。ですから、それの景

観がいいのか悪いのかということも、やっぱり考えてほしいです。そういう意味で私は言っ

ておりますので、少しそこのところについて考えていただきたいと思います。こういうこと

です。 

  それから、もう一つ、今のは自分の感想ですので、少し質問させてください。 

  村長は、行政としては日本水力株式会社が出してきたものを信用すると言っておりますけ

れども、私は、その信用性をどこから持ってきているのか、お尋ねしたいです。日本水力は、

これまでに一級河川そのものに手を加えて自ら取水し発電を行っている実績はあるんでしょ

うか。ないです。今までの４基もそういうものではありません。 

  それから、今年の５月の日本経済新聞に、本年９月から朝日村で小水力発電を着工すると、

まだ何もそんなことが決まっていないのに、大きく、これはネットから取ったんですけれど

も、こういうものを載せています。まだ決まっていないのに。３月の時点か４月の時点で住

民の方の同意が取れたので、そうやって載せたのかなとも思いますけれども、まだ、認可も

下りていないのに、そういうことを新聞で発表しているということが、大変、えっ、何これ

と思ってしまいました。 
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  それから、先日、議員対象の説明会で、木曽の日義の正沢川でも着工しているとお聞きし

ましたので、どこら辺で、正沢川ってどんな川なんだろうと思って、私、見に行ってきまし

た。２度行きました。１度目よく分からなくて。それで、この間の日曜日、ちょっと朝雪の

降った日、行ってきたんですけれども、地図上で、本当は下のほうに大きな水路があったの

で、これかなと思ったら、それは中部電力のものでした。ですから、もっと上なんだと思っ

て行ったら、ありました、水路が。ですけれども、そこでは着工はしていませんでした。今、

住民の方に説明をしているところだと。ちょうど軽トラで来たおじさんがいたので、そこで

聞きました。そうしたら、この間あったよと、うん、造るらしい、こことここだよと教えて

もらいましたが、まだ工事の影も１つもありません、着工はしていません。着工というのは、

ちゃんとシャベルで穴を開けるとか、そういう工事が始まっていることですよね。でも、そ

ういうふうに言われていましたので、こういうことがいいんでしょうか。 

  ですから、それでまた正沢川から出しているものではなくて、やっぱり、正沢川から取っ

ている用水路でやるものでした。正沢川そのものの一級河川からは取ることはできません。

前も、そういう話が持ち上がったそうですが、それは漁協の反対を受けて、それを断念した

業者さんがいるそうです。それで今回は、その水路を使って日本水力さんがやるそうです。

そんなような、ちょっと粉飾したような、先を走ったようなことを次々と公然と発表するよ

うな日本水力を私は信用できません。どこで、村長は信用しているんでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 信用しているというのは、どの場面で、私がどういう内容で言ったの

か自分でも覚えていないんですけれども、今、議員のお話を聞いて、話合いが大事だという

ことをつくづく思ったのは、あそこの堰堤から落ちる滝が見えなくなる、これは事実です。

ですから、それは景観に影響するんだったら、私、今、初めて気がつきました。今の計画は、

全量水を取ります。そして戻すという方式だもので、今、日本水力株式会社に、私たち行政

として何点か設計変更を申し入れています。１つは、今の堰堤の半分くらいの水量で取るの

が、運営ができないかとか、そうすれば水量も増えるし。または、ほかのほうから取ること

ができないか。今は堰堤を通して水を取っていますけれども、これから彼らと話合いをする

中の１案として、上の横のほうから取って、堰堤は今のままでいくというような案だとか、

いろいろな案が考えられて、今、それに対して設計変更が可能かということを、我々行政と

して判こを押す、または住民の皆さんの合意が取れたら判こを押すと、そういうことであり
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ますので、まさしくそういうところを含めて折衝中です。 

  今の、あそこから滝が流れなくちゃ、やっぱりこれは景観上まずいねというのは、今、行

政側としては初めて気がつきました。ですから、こういった話合いをもっともっと繰り返し

てやっていくということだと思いました。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 古池議員、残り持ち時間が１分10秒を切りました。手短に集約に入っ

てください。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） では、今気がついたということですので、また、そこのところ、よ

く考えていただいて、ぜひ、私はここで、あそこの一級河川である川から直接水を取って、

取水してやるような小水力発電については思いとどまっていただきたいと思います。自然を

守りたいと言って、署名していただいた653筆の方の思いもあります。書けなかった人もい

ます。いろんな方がいます。ぜひ、これから、まだそういうことは決まっていないというな

らば、まだ引き返すことはできると思うので、これ以上前に進まないように、また、お話合

いをしながら、私たちも村長とお話をしていきたいと思っています。全部は言えませんでし

たけれども、私としては反対の意思で、この自然を守っていきたいという思いだけはありま

すので、よろしくお願いします。ありがとうございました。 

○議長（北村直樹君） これで、古池美佐江議員の一般質問は終わりました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（北村直樹君） 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  皆様、大変ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ５時３２分 
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令和６年朝日村議会１２月定例会 第３日 

 

議 事 日 程（第３号） 

 

令和６年１２月１３日（金）午前９時開議 

    開  議 

    議事日程の報告 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 諸般の報告 

第 ３ 常任委員長の報告 

第 ４ 常任委員長報告の質疑、討論、採決 

第 ５ 承認第８号並びに議案第５８号から議案第６０号まで及び議案第６２号から議案第 

    ６８号までの質疑、討論、採決 

 （追加付議事件） 

第 ６ 発議第 ９号 福祉医療給付制度を国の制度として確立することと、医療費助成に係 

           る国民健康保険の国庫負担減額調整措置をすべて廃止することを求め 

           る意見書について 

第 ７ 発議第９号の議案提案説明 

第 ８ 発議第９号の議案内容説明 

第 ９ 発議第９号の質疑、討論、採決 

第１０ 議員派遣について 

第１１ 閉会中の継続審査の申出について 

第１２ 閉会中の継続調査の申出について 

───────────────────────────────────────────────── 

出席議員（１０名） 

     １番  齊 藤 正 法 君      ２番  中 村 文 映 君 

     ３番  羽多野 美 映 君      ５番  豊 田 惠美子 君 

     ６番  清 澤 あゆみ 君      ７番  古 池 美佐江 君 

     ８番  小 林 弘 之 君      ９番  清 沢 正 毅 君 

    １０番  清 沢 敬 子 君     １１番  北 村 直 樹 君 
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欠席議員（なし） 

───────────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

村 長 小 林 弘 幸 君 副 村 長 越 川   豪 君 

教 育 長 百 瀬 司 郎 君 会計管理者兼 
総 務 課 長 

上 條 晴 彦 君 

企画財政課長 清 沢 光 寿 君 住民福祉課長 上 條 裕 子 君 

建設環境課長 小 林 秀 樹 君 産業振興課長 大 池   守 君 

教 育 次 長 上 條 靖 尚 君 保 育 園 長 上 條 浩 充 君 

───────────────────────────────────────────────── 

事務局職員出席者 

議会事務局長 山 本 珠 明 君 書 記 北 林   薫 君 
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開議 午前 ９時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（北村直樹君） 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員数は10名で、定足数に達しております。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（北村直樹君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（北村直樹君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、会議規則第125条の規定により 

   １０番  清 沢 敬 子 議員 

    １番  齊 藤 正 法 議員 

 を指名いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎諸般の報告 

○議長（北村直樹君） 日程第２、諸般の報告を行います。 

  報道関係者から取材の申出がありましたので、これを許可いたしました。 

  これで諸般の報告を終わります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎常任委員長の報告 

○議長（北村直樹君） 日程第３、常任委員長の報告を求めます。 

  社会文教委員会、中村文映委員長。 

〔社会文教委員長 中村文映君登壇〕 

○社会文教委員会委員長（中村文映君） 本委員会に付託された陳情を審査した結果、次のと

おり決定しましたので、会議規則第95条の規定により報告します。 

  委員会は12月５日に開催し、慎重に審査した結果、陳情第11号 福祉医療給付制度を国の

制度として確立することと、医療費助成に係る国民健康保険の国庫負担減額調整措置をすべ

て廃止することを求める陳情につきましては、採択すべきものと決定しました。 

  主な審査の経過を申し上げますと、現在、自治体が実施している福祉医療給付制度は、自

治体間での格差があるため、どこに住んでいても費用の心配がなく、医療が保障されるよう

に、国が医療費助成制度を確立すべきであること、また、自治体が行う医療費助成がある場

合、公平性の面から国民健康保険の国庫負担分の減額調整が行われており、子ども医療費助

成部分についての減額調整は廃止されたが、障害者等その他の医療費助成についても廃止す

べきであるとの内容でした。 

  委員会では、国の制度であれば自治体間の格差が生ずることもなく、この陳情の趣旨を十

分に理解できることから、全会一致で採択すべきものとしました。 

  議員各位には、十分ご賢察の上、ご賛同を賜りますようお願い申し上げます。 

  なお、議決後は、関係機関へ意見書案を提出したいと思います。 

  以上、報告いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎常任委員長報告の質疑、討論、採決 

○議長（北村直樹君） 日程第４、これから常任委員長報告に対する質疑、討論、採決を行い

ます。 

  陳情第11号 福祉医療給付制度を国の制度として確立することと、医療費助成に係る国民

健康保険の国庫負担減額調整措置をすべて廃止することを求める陳情についての質疑を行い

ます。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから陳情第11号を採決します。 

  この陳情に対する委員長の報告は採択すべきものです。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、陳情第11号は委員長の報告のとおり採択することに決定いたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎承認第８号並びに議案第５８号から議案第６０号まで及び議案第６２

号から議案第６８号までの質疑、討論、採決 

○議長（北村直樹君） 日程第５、承認第８号並びに議案第58号から議案第60号まで及び議案

第62号から議案第68号までの質疑、討論、採決を行います。 

  初めに、承認第８号 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度朝日村一般会計

補正予算（第５号））についてを議題といたします。 

  本件について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから承認第８号を採決いたします。 

  本件は承認することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、承認第８号は承認することに決定いたしました。 
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  次に、議案第58号 朝日村かたくりの里の設置及び管理に関する条例の全部を改正する条

例についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第58号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第58号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第59号 朝日村地域包括支援センターの包括的支援事業の人員等に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第59号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第59号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第60号 損害賠償の額を定めることについてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第60号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第60号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第62号 工事請負変更契約の締結についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第62号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第62号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第63号 令和６年度朝日村一般会計補正予算（第６号）について質疑を行いま

す。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第63号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 
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○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第63号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第64号 令和６年度朝日村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について

を議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第64号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第64号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第65号 令和６年度朝日村介護保険特別会計補正予算（第３号）についてを議

題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第65号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第65号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第66号 令和６年度あさひプライムスキー場事業特別会計補正予算（第１号）

についてを議題といたします。 
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  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第66号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第66号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第67号 令和６年度朝日村簡易水道事業会計補正予算（第２号）についてを議

題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第67号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第67号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第68号 令和６年度朝日村下水道事業会計補正予算（第１号）についてを議題

といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 
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〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第68号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第68号は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎発議第９号の上程 

○議長（北村直樹君） この際、日程第６、発議第９号の議案を上程いたします。 

  提出されました議案は、お手元に配付のとおりであります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案提案説明 

○議長（北村直樹君） 日程第７、ただいま提出されました発議第９号の提案理由の説明を求

めます。 

  お諮りいたします。発議第９号の議案提案説明につきましては、先ほどの委員長の報告の

際、説明が尽くされており、採択に伴う意見書の提案でありますので、議会会議規則第39条

第２項の規定により、提案理由の説明を省略したいと思いますが、これにご異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） ご異議なしと認めます。 

  したがって、発議第９号の議案につきましては、提案理由の説明を省略することに決定い

たしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎議案内容説明 

○議長（北村直樹君） 日程第８、発議第９号の議案内容説明を求めます。 

  お諮りいたします。議案内容説明は、全員協議会において行いたいと思いますが、これに

ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） ご異議なしと認めます。 

  したがって、議案内容説明は全員協議会で行いますので暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前 ９時１４分 

〔全 員 協 議 会〕 

再開 午前 ９時１５分 

 

○議長（北村直樹君） これより本会議を再開いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎発議第９号の質疑、討論、採決 

○議長（北村直樹君） 日程第９、発議第９号の質疑、討論、採決を行います。 

  発議第９号 福祉医療給付制度を国の制度として確立することと、医療費助成に係る国民

健康保険の国庫負担減額調整措置をすべて廃止することを求める意見書についてを議題とい

たします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから発議第９号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 
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○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、発議第９号は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議員派遣について 

○議長（北村直樹君） 日程第10、議員派遣についてを議題といたします。 

  議会会議規則第127条の規定により、別紙のとおり派遣したいと思いますが、これにご異

議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） ご異議なしと認めます。 

  したがって、別紙のとおり派遣することに決定いたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会中の継続審査の申出について 

○議長（北村直樹君） 日程第11、閉会中の継続審査の申出についてを議題といたします。 

  社会文教委員長より、目下、委員会において審査中の事件について、議会会議規則第75条

の規定により、お手元に配付のとおり、閉会中の継続審査の申出があります。 

  お諮りいたします。委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） ご異議なしと認めます。 

  委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定いたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会中の継続調査の申出について 

○議長（北村直樹君） 日程第12、閉会中の継続調査の申出についてを議題といたします。 

  各委員長より、目下、委員会において調査中の事件について、議会会議規則第75条の規定
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により、お手元に配付のとおり、閉会中の継続調査の申出があります。 

  お諮りいたします。委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） ご異議なしと認めます。 

  委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定いたしました。 

  以上で、本定例会の会議に付された事件は全て終了いたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎村長挨拶 

○議長（北村直樹君） ここで、小林村長から挨拶したい旨、申出がありましたので、これを

許可いたします。 

  小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 発言の機会をいただきましたので、閉会に当たり一言ご挨拶を申し上

げます。 

  本日は、上程いたしました議案をご審議いただき、原案のとおり可決をいただきまして、

ありがとうございました。 

  この場をお借りし、令和８年に開業する診療所の名称を発表したいと思います。 

  11月に名称の募集をいたしましたところ、29件の応募があり、診療所開業医選考基準策定

委員会で審査の結果、「あさひ診療所」と決定いたしました。「あさひ」は平仮名でござい

ます。 

  応募者の思いを紹介しますと、朝日村にある、朝日輝く健康を守る施設となるように、ま

た、一番シンプルでなじめる名称、「あさひ」は平仮名名で誰でも分かりやすい、そのよう

なことから選考されました。 

  皆様に愛され、親しまれる診療所を目指し、来年から建設に取りかかります。 

  終わりに、村民、議員の皆様におかれましては、引き続きコロナやインフルエンザにご留

意され、ご自愛をされますようお願いを申し上げ、お礼の挨拶といたします。 

  今定例会、大変お疲れさまでした。ありがとうございました。 
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───────────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会の宣告 

○議長（北村直樹君） 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

  これで本日の会議を閉じます。 

  以上で令和６年度朝日村議会12月定例会を閉会といたします。 

  皆様、大変ご苦労さまでした。 

 

閉会 午前 ９時２０分 
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